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今週のキーワード

非侵襲バイオセンサー
FDA承認とAI融合で市場が変革期へ

46
件

記事総数

6
カ国

対象国数

372億
ドル

マイクロ流体市場(2030年)

8.2-8.5
%

CGM精度(MARD)

今週の全46記事 ― 5軸評価で読むべき記事を選ぶ
各列の見方 ― 技術新規性：ブレークスルー度合い 実用化距離：製品として使える近さ 市場インパクト：業界全体への影響規模
データ信頼性：定量データ・査読の有無 日本関連度：日本の企業・サプライチェーンとの直接的関連性

# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#01
FDA、Dexcomをデジ
タルヘルスパイロット
に選定

企業戦略/
製品紹介

●●●○
○

●●●●
●

●●●●
○

●●●●
○

●●●○
○

FDAがDexcomをデジタルヘルスパイロットプログラ
ムに選定。Stelo/G7 CGMとAI統合血糖管理プログラ
ムで規制合理化とリアルワールドデータ収集を推進。

#02
乳がん早期診断バイオ
センサー臨床試験開始

学術論文/
応用研究

●●●●
○

●●○○
○

●●●○
○

●●●●
●

●●●○
○

レクチン機能化グラフェン量子ドット・金ナノ粒子電
気化学バイオセンサーの乳がん早期診断臨床試験が開
始。高感度・特異性で非侵襲診断に期待。

#03
Sysmexが次世代診断
ソリューション発表

新製品/企
業戦略

●●●○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
○

●●●●
●

Sysmex Americaが次世代診断ソリューションを発表
。XRシリーズ血球計数とCentralOps Command Cen
terで高スループット・AI統合を実現し、臨床検査効
率を向上。

#04
ウェアラブル向けマイ
クロ流体技術の最前線

学術論文/
解説記事

●●●●
○

●●○○
○

●●●●
○

●●●●
●

●●●○
○

ウェアラブルバイオセンサー向けマイクロ流体技術の
レビュー論文。リアルタイム生体液分析とAI統合が進
展し、個別化医療と連続モニタリングを推進。

#05
ウェアラブルで生理機
能・活動追跡研究

学術論文/
応用研究

●●●●
○

●●○○
○

●●●●
○

●●●●
●

●●●○
○

デューク大学がウェアラブルバイオセンサーで25万人
超のデータを分析。生理学的概日差と疾患早期兆候を
特定し、個別化医療を推進するフレームワークを開発
。

#06
バイオセンサー国際会
議2026開催

イベント
告知

●●○○
○

●○○○
○

●●○○
○

●●○○
○

●●○○
○

2026年9月シカゴでバイオセンサー国際会議開催。ナ
ノ技術、AI、ウェアラブル、マイクロ流体、迅速診断
など最先端技術とトレンドを議論。

#07
BIOSENSOR 2026が
特別号で論文募集

イベント
告知

●●○○
○

●○○○
○

●●○○
○

●●○○
○

●●○○
○

BIOSENSOR 2026国際会議が特別号で論文募集。ナ
ノバイオセンサー、Lab-on-a-chip、モバイル診断な
ど幅広い革新的バイオセンシング技術を対象。

#08
Lab-on-a-Chip世界会
議2026開催

イベント
告知

●●○○
○

●○○○
○

●●○○
○

●●○○
○

●●○○
○

Lab-on-a-Chip & マイクロ流体世界会議2026開催。
POCT、迅速診断、臓器チップ技術に焦点。最新研究
と産業応用を議論。

#09
バイオセンサー国際イ
ベント集中開催

イベント
告知

●●○○
○

●○○○
○

●●○○
○

●●○○
○

●●○○
○

2026年にバイオセンサー、バイオイメージング、バ
イオ計測の国際イベントが集中開催。診断精度向上と
リアルタイムモニタリング推進を目的とする。

#10
BIOSENSOR 2026関
心トピック発表

イベント
告知

●●○○
○

●○○○
○

●●○○
○

●●○○
○

●●○○
○

BIOSENSOR 2026会議が関心トピック発表。Lab-on
-a-chip、ナノバイオセンサー、がん細胞検出含むプ
ロテオミクスなど、最先端研究領域を提示。

#11
次世代電気化学バイオ
センサーが変革

学術論文/
解説記事

●●●●
○

●●○○
○

●●●●
○

●●●●
●

●●●○
○

次世代電気化学バイオセンサーが臨床・生化学診断を
変革。ナノ材料、微細加工、AI連携でPOCTと個別化
医療を推進する可能性をレビュー。

#12
高感度HAase電気化学
センサー開発

学術論文/
基礎研究

●●●●
○

●●○○
○

●●●○
○

●●●●
●

●●●○
○

ヒアルロニダーゼ活性を迅速・高感度に検出する「シ
グナルオン」電気化学センサーを開発。生物製剤品質
管理と疾患モニタリングに新たな可能性。
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#13
柔軟なウェアラブルバ
イオセンサーが革新

学術論文/
解説記事

●●●●
○

●●○○
○

●●●●
○

●●●●
●

●●●○
○

柔軟なウェアラブルバイオセンサーが健康モニタリン
グを革新。自己給電型、軽量、高柔軟性で生体液バイ
オマーカーを検出。個別化医療と予防医療を推進。

#14
イノバテックス会議、
バイオセンサー国際会
議

イベント
告知

●●○○
○

●○○○
○

●●○○
○

●●○○
○

●●○○
○

Innovatex Conferencesが2026年ベルリンでバイオ
センサー国際会議を開催。AI統合、ウェアラブル、P
OCT、ナノテクノロジーなど次世代技術に焦点。

#15
FDA、Dexcom「Stelo
」をOTC承認

製品発表/
規制動向

●●●○
○

●●●●
●

●●●●
○

●●●●
○

●●●○
○

FDAがDexcomのCGM「Stelo」を2歳以上の非インス
リン使用者向けにOTC承認。CGMのアクセシビリティ
を大幅に向上させ、健康・ウェルネス分野へ拡大。

#16
非侵襲スマートリング
「CHARM Ring」開発

学術論文/
基礎研究

●●●●
●

●○○○
○

●●●●
○

●●●●
●

●●●○
○

カリフォルニア大学サンディエゴ校が非侵襲型スマー
トリング「CHARM Ring」を開発。皮膚体液から血糖
・乳酸など4種の生体マーカーを測定し、ウェアラブ
ルヘルスケアを革新。

#17
ロシュ、AD診断薬がE
U CEマーク取得

製品発表/
規制動向

●●●○
○

●●●●
●

●●●●
○

●●●●
○

●●●●
○

ロシュのアルツハイマー病血液診断薬「Elecsys
pTau217」と結核検査薬がEU CEマーク取得。早期・
低侵襲診断を推進し、市場展開を加速。

#18
CRISPR-Casでがん液
生検感度向上

学術論文/
基礎研究

●●●●
●

●○○○
○

●●●●
○

●●●●
●

●●●○
○

DNAナノテクノロジーとCRISPR-Casシステムを統合
した核酸バイオセンサーが、がんリキッドバイオプシ
ーの低存在量バイオマーカー検出感度を向上。

#19
マイクロ流体市場、20
30年372億ドルへ

市場概観/
市場レポ

ート

●○○○
○

●●●●
●

●●●○
○

●●●○
○

●●●●
○

世界マイクロフルイディクス市場は2030年までに372
億ドルに成長予測。POCTと個別化医療が牽引し、ポ
リマーが主要材料。

#20
Trinity
BiotechとLatch
Medicalが提携

企業提携/
技術開発

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●○
○

Trinity BiotechとLatch Medicalが提携し、CGM+ウ
ェアラブルバイオセンサーデータと薬剤送達技術を統
合。糖尿病・肥満の精密治療開発を推進。

#21
遺伝子操作植物が土壌
硝酸塩バイオセンサー
に

学術論文/
基礎研究

●●●●
●

●○○○
○

●●●○
○

●●●●
●

●●●○
○

遺伝子操作植物が土壌中の利用可能硝酸塩を定量的・
長期的にモニタリングする環境バイオセンサーとして
開発。精密農業における肥料管理を最適化。

#22
高導電性・耐凍結性ハ
イドロゲル開発

学術論文/
材料開発

●●●●
○

●●○○
○

●●●○
○

●●●●
●

●●●●
○

高導電性・耐凍結性PBTCハイドロゲルを開発。優れ
た歪み感度と乳酸検出能力で、多機能ウェアラブルセ
ンサー材料に革新をもたらす。

#23
Labman、POCT HPV
スクリーニング開発

技術開発/
製品発表

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●○
○

Labman社がEU資金プロジェクトで次世代POCT HPV
スクリーニングデバイスを開発。マイクロ流体「ラボ
オンチップ」で14型HPVと2種バイオマーカーを迅速
・低コスト検出。

#24
AI搭載スマートリング
で血糖コーチング

学術論文/
応用研究

●●●●
○

●●○○
○

●●●●
○

●●●●
●

●●●○
○

アイントホーフェン工科大学「GlucoPilot」プロジェ
クトがAI搭載スマートリングとライフスタイルデータ
で個別化血糖コーチングを開発。糖尿病管理と予防を
革新。

#25
Biolinq「Shine™」FD
A De Novo分類取得

製品発表/
規制動向

●●●●
●

●●●●
○

●●●●
●

●●●●
○

●●●●
○

Biolinq社の針なし自律型ウェアラブルバイオセンサー
「Shine™」がFDA De Novo分類を取得。新規カテゴ
リ創設で多種生体マーカーセンシングへ拡大。

#26
乳がんmiRNA・タンパ
ク質多重検出チップ

学術論文/
応用研究

●●●●
○

●●○○
○

●●●●
○

●●●●
●

●●●○
○

マイクロ流体チップで乳がん特異的miRNAとタンパク
質バイオマーカーをエクソソーム上で多重検出。早期
がんスクリーニングと精密診断に有望なリキッドバイ
オプシー。

#27
MedWatch、シリーズ
Aで1500万ドル調達

企業戦略/
資金調達

●●●○
○

●●●○
○

●●●○
○

●●●○
○

●●●○
○

MedWatch Technologiesが非侵襲型バイオセンサー
とライフコーチングプラットフォーム開発のためシリ
ーズAで1500万ドル資金調達。デジタルヘルス市場で
の成長加速。

#28
Intelligent Bio Solutio
ns、FDA審査クリア

企業戦略/
規制動向

●●●○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
○

●●○○
○

Intelligent Bio
Solutionsが指紋薬物スクリーニングシステムでFDA 5
10(k)申請に向けサイバーセキュリティとソフトウェ
ア審査項目をクリア。米国市場参入に前進。

#29
SMART-NeuroDx、P
OCT認知症スクリーニ
ング

学術論文/
基礎研究

●●●●
●

●○○○
○

●●●●
○

●●●●
○

●●●○
○

試薬不要・機械学習readoutのPOCT型認知症スクリ
ーニングプラットフォーム「SMART-NeuroDx」が発
表。血漿/血清中の神経バイオマーカーを多項目検出
。



バイオセンサー Weekly Intelligence Report | 2026-08-01 | Page 3

# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#30
Dexcom G7、2026年
最も正確なCGM

製品紹介/
技術比較

●●○○
○

●●●●
●

●●●○
○

●●●●
○

●●●○
○

Dexcom G7が成人においてMARD値8.2-8.5%で202
6年最も正確なCGMと評価される臨床データを発表。
糖尿病患者の血糖管理向上に貢献。

#31
DexCom、Q2
2026で売上高13%増

企業業績/
市場動向

●○○○
○

●●●●
●

●●●○
○

●●●●
○

●●●○
○

DexComが2026年Q2で売上高13%増、営業利益50
%増を達成。使い捨てセンサー販売増と顧客基盤拡大
が牽引し、CGM市場での成長と収益性向上を示す。

#32
Nix ProにAI搭載イン
テリジェンスレイヤー

製品改良/
AI応用

●●●○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●○
○

●●●○
○

Nix
Biosensorsが水分補給モニタリングデバイス「Nix Pr
o」にAI搭載インテリジェンスレイヤーを導入。アス
リートの水分補給データを高度分析し、パフォーマン
ス最適化を革新。

#33
乳牛経営のリモートモ
ニタリング技術

応用事例/
市場動向

●●●○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●○
○

●●●●
○

乳牛経営におけるリモートモニタリング技術が、環境
・バイオセンサーで障害を防止し生産性を向上。リア
ルタイムアラートと予防保守で持続可能な農業を推進
。

#34
米国NRCS、土壌セン
サーで水・気候報告

応用事例/
政府報告

●●○○
○

●●●●
●

●●○○
○

●●●●
○

●●●○
○

米国NRCSが土壌センサーを活用した水・気候アップ
デートを公開。テネシー州農場での土壌水分増加を報
告し、精密農業における環境モニタリングの有用性を
実証。

#35
UTダラス、汗ベースの
睡眠センサー開発

学術論文/
応用研究

●●●●
○

●●○○
○

●●●○
○

●●●●
○

●●●○
○

UTダラスの研究者が睡眠の質向上を目指す汗ベースの
センサーを開発。汗中のストレスホルモンや代謝物を
分析し、個別化された睡眠改善に貢献。

#36
多色イメージングバイ
オセンサーが単一分子
検出

技術紹介/
応用研究

●●●●
○

●●○○
○

●●●○
○

●●●○
○

●●●○
○

CoolLEDが多色イメージングバイオセンサーを紹介。
単一分子レベル検出、高スループット・高感度を実現
し、生命科学研究や診断アプリケーションに革新をも
たらす。

#37
FDAのAI医療へのコミ
ットメントは揺らぐか
？

解説記事/
規制動向

●○○○
○

●●●●
●

●●●●
●

●●○○
○

●●●●
○

MedTech DiveがFDAのAI医療へのコミットメントの
行方を議論。AI技術の急速な進化に対し、FDAが革新
と安全性・有効性をどう両立させるか。

#38
Freenome、結腸直腸
がん血液検査でFDA承
認

製品発表/
規制動向

●●●○
○

●●●●
●

●●●●
○

●●●●
○

●●●●
○

Freenome社が血液ベースの結腸直腸がん検査でFDA
承認を取得。非侵襲性診断の進展を示し、がんスクリ
ーニングと早期発見に貢献。

#39
シーメンス、毛細血管
検査メニュー発表

新製品/企
業戦略

●●●○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●○
○

●●●●
○

シーメンスヘルシニアーズがコアラボ毛細血管検査向
けに新メニューを発表。少量のサンプルで多岐にわた
る分析を可能にし、診断能力を強化。

#40
Cizzle、肺がん血液検
査を米国展開

製品発表/
企業戦略

●●●○
○

●●●●
●

●●●●
○

●●●○
○

●●●○
○

Cizzle Biotechnologyが肺がん早期検出用CIZ1B血液
検査の米国商業展開を開始。ELISAベースで早期肺が
んスクリーニングに新たな選択肢を提供。

#41
FLOWBIOアプリ、汗
センサーで水分補給最
適化

製品紹介/
応用事例

●●●○
○

●●●●
●

●●●○
○

●●●○
○

●●●○
○

FLOWBIOアプリがラボグレードの汗センサーと連携
し、アスリートの水分・ナトリウム損失をリアルタイ
ム測定。パーソナライズされた水分補給戦略を最適化
。

#42
ケンブリッジ大、伸縮
グラフェンハイドロゲ
ル

学術論文/
材料開発

●●●●
●

●○○○
○

●●●●
○

●●●●
○

●●●●
○

ケンブリッジ大学が最大8000%伸縮するグラフェン
ハイドロゲル電極を開発。汗や動き下でも生体信号を
安定モニタリングし、ウェアラブルセンサー技術を革
新。

#43
FDA、Dexcom「Stelo
」を小児OTC承認

製品発表/
規制動向

●●●○
○

●●●●
●

●●●●
○

●●●●
○

●●●○
○

FDAがDexcomのStelo Glucose Biosensor System
を2歳以上の非インスリン使用の子供向け初のOTC
CGMとして承認。小児の血糖管理アクセスを向上。

#44
ケンブリッジ大、生分
解性繊維電子部品統合

学術論文/
材料開発

●●●●
○

●●○○
○

●●●○
○

●●●●
○

●●●●
○

ケンブリッジ大学が生分解性繊維基板上に機能電子部
品を統合する技術を実証。グラフェンインクを用い、
持続可能な次世代ウェアラブル技術の道を開く。

#45
Lumos、ルーマニアで
FebriDx販売契約

企業戦略/
市場展開

●●○○
○

●●●●
●

●●●○
○

●●●○
○

●●○○
○

Lumos Diagnosticsがルーマニアで迅速呼吸器感染症
POCT診断テスト「FebriDx」の独占販売契約を締結。
欧州展開を加速し、細菌・ウイルス鑑別を推進。

#46
CRO、2026年臨床試
験トレンド発表

市場概観/
解説記事

●●○○
○

●●●●
●

●●●●
●

●●●○
○

●●●●
○

Biosphere CROが2026年臨床試験トレンドを発表。
AI、ウェアラブルバイオセンサー、RWE活用が医薬品
開発を加速し、規制環境下での大規模展開が可能に。
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●●●●○ High ●●●○○ Med-High ●●○○○ Med ●○○○○ Low | 背景黄色＝注目記事
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今週、判断に影響しうる3つの問い

❶ 非侵襲型バイオセンサーの普及は、自社のビジネスモデルをどう変えるか？
Biolinq社の針なしCGM「Shine™」のFDA De Novo分類取得（#25）や、スマートリング型センサー（#16, #24）の登
場は、従来の侵襲型診断の市場を再定義します。自社の製品ポートフォリオや開発ロードマップは、この非侵襲化トレン
ドに対応できているでしょうか？

❷ AIとウェアラブルの融合は、製品開発ロードマップにどう影響するか？
DexcomのAI統合血糖管理プログラム（#01）やNix BiosensorsのAI搭載水分補給モニタリング（#32）など、AIとウェ
アラブルバイオセンサーの融合が加速しています。単なるデータ収集だけでなく、個別化された洞察やコーチングを提供
する製品開発を、自社はいつまでに、どのように進めるべきでしょうか？

❸ がん早期診断の血液検査進化は、既存の診断市場をどう再編するか？
Freenome社の結腸直腸がん血液検査FDA承認（#38）や、CRISPR-Casを用いた高感度リキッドバイオプシー研究（#1
8）は、がんの早期診断を非侵襲かつ高精度化します。日本の診断薬メーカーや医療機器メーカーは、この技術革新に対
し、どのような戦略で臨むべきでしょうか？

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」マトリクス

機会大・脅威小 機会大・脅威大

影響小（参考） 脅威大・機会小

←
 機

会
 →

← 脅威 →

針なしCGM

CGM規制緩和がん液生検

伸縮電極

臨床検査DX

臨床開発DX

マイクロ流体

農業センサー

項目 象限 ↑ 機会 ↓ 脅威

● 針なしCGM 注意 非侵襲市場参入 既存CGMの競争激化

● CGM規制緩和 注意 デジタルヘルス加速 規制対応の負担増

● がん液生検 注意 早期診断市場創出 既存診断の陳腐化

● 伸縮電極 機会大 次世代材料開発 既存材料の競争力低下

● 臨床検査DX 機会大 ラボ効率化提案 DX遅れの競争力低下

● 臨床開発DX 注意 開発効率化 データ活用能力不足

● マイクロ流体 機会大 部品・材料需要増 競争激化
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● 農業センサー 参考 新規市場開拓 なし
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深掘り ① ― 針なしCGMが新市場を創出
#25 | 2026/07/23 | EvoNexus | 技術新規性●●●●● 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●●● データ信頼性●●●●○
日本関連度●●●●○

Biolinq社の針なし自律型ウェアラブルバイオセンサー「Shine™」がFDAのDe Novo分類を取得し、新たな医療機器カ
テゴリを創設しました。このデバイスは皮膚から微量の間質液を非侵襲的に抽出し、連続的に生体マーカーをモニタリ
ングします。

従来の指穿刺や皮下埋め込み型センサーに比べ快適性が高く、糖尿病管理だけでなく、乳酸、尿酸、電解質など複数の
生体マーカーをセンシングするマルチバイオマーカープラットフォームへの拡張が計画されており、スポーツ医学や予
防医療への応用も期待されます。

▶ シニアテクニカルアナリスト

「針なし」という点はユーザーの心理的・身体的負担を劇的に軽減し、CGMの普及を加速させるでしょ
う。ただし、間質液からの抽出精度や長期安定性、皮膚刺激性などの実用化課題は依然として存在しま
す。特にマルチバイオマーカー対応においては、各マーカーの検出感度と選択性の両立が難題です。 【
機会】日本の材料メーカーは、生体適合性・耐久性に優れた柔軟なセンサー材料や、微量体液抽出技術
の開発で貢献できる可能性があります。また、日本の医療機器メーカーは、この新カテゴリへの参入や
、既存CGMとの差別化戦略を検討すべきです。 【脅威】既存の侵襲型CGMメーカーは、市場シェアを
奪われる可能性があります。非侵襲技術への迅速な対応が求められます。 【アクション】R&D;部門は
非侵襲型センサー技術の動向を注視し、材料・デバイス開発に着手。経営企画部門は新カテゴリ市場へ
の参入戦略を立案。

深掘り ② ― CRISPR-Casでがん液生検を革新
#18 | 2026/07/23 | ACS Sensors | 技術新規性●●●●● 実用化距離●○○○○ 市場インパクト●●●●○
データ信頼性●●●●● 日本関連度●●●○○

DNAナノテクノロジーとCRISPR-Casシステムを統合した核酸バイオセンサーが、がんリキッドバイオプシーにおける
低存在量バイオマーカー（miRNA、ctDNA、mRNA）の高感度検出に革命をもたらす可能性が示されました。

CRISPR-Casの配列特異的な切断活性と増幅能力により、微量のバイオマーカーでも高感度に検出可能。微細流体統合
やAIデータ解析との組み合わせで、がんの早期発見、精密診断、個別化治療への応用が期待されます。

▶ シニアテクニカルアナリスト

CRISPR-Casの特異性と増幅能力は、リキッドバイオプシーの感度課題を解決するブレークスルーとな
り得ます。しかし、臨床サンプルにおける偽陽性/偽陰性の問題、多重検出の複雑性、そしてコストとス
ループットのバランスが実用化への大きなハードルです。特に、DNAナノ構造の安定性やCRISPR-Cas
システムの生体適合性も長期的な課題となります。 【機会】日本のバイオベンチャーや診断薬メーカー
は、この技術を基盤とした高感度がん診断キットの開発で世界をリードする可能性があります。材料メ
ーカーは、DNAナノ構造の安定化材料やマイクロ流体チップ材料で貢献できるでしょう。 【脅威】この
技術の進展は、既存のがん診断市場（画像診断、組織生検）に大きな変革を迫る可能性があります。 【
アクション】R&D;部門はCRISPR-Casベースの診断技術を深掘りし、共同研究を検討。経営企画部門は
がん診断市場の将来予測を更新。
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深掘り ③ ― FDA規制緩和がデジタルヘルス加速
#01 | 2026/07/23 | Healthcare Dive | 技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●●○
データ信頼性●●●●○ 日本関連度●●●○○

FDAがDexcomをデジタルヘルスパイロットプログラムの第一号に選定し、特定のデジタルヘルスデバイスの市販前承
認要件を免除。代わりにメディケアプログラムを通じてリアルワールドデータが収集されます。

Dexcomは、処方箋なしで利用可能なSteloデバイスとG7 CGMからの血糖値データに加え、栄養、身体活動、睡眠、ス
トレスなどの広範な健康情報を統合したAI対応の血糖健康プログラムを展開予定。デジタルヘルス技術の市場投入を加
速し、包括的な患者ケアモデルを推進します。

▶ シニアテクニカルアナリスト

FDAのこの動きは、デジタルヘルス製品の市場投入を加速させる画期的な規制緩和です。リアルワール
ドデータ収集による安全性・有効性評価は合理的ですが、データプライバシーとセキュリティの確保が
極めて重要になります。AI統合プログラムの有効性評価には、大規模かつ多様な患者コホートでの長期
的な検証が不可欠です。 【機会】日本の医療機器メーカーやIT企業は、この規制緩和トレンドを捉え、
デジタルヘルスソリューションの迅速な開発・市場投入を検討すべきです。特にAIを活用した健康管理
プログラムは、新たなビジネスモデルを創出する可能性があります。 【脅威】グローバルな規制動向へ
の対応が遅れると、国際競争力を失うリスクがあります。データプライバシーやAIの倫理的側面への対
応も課題です。 【アクション】経営企画・法務部門はFDAの規制動向を継続的に監視。R&D;部門はAI
統合型デジタルヘルス製品のPoCを加速。

その他の注目記事
ロシュ、AD診断薬がEU CEマーク取得 (GlobeNewswire)
技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●●○

ロシュのアルツハイマー病血液診断薬「Elecsys pTau217」がEU
CEマークを取得。早期・低侵襲診断の市場展開が加速し、日本の診断薬メーカーも動向を注視すべきです。

Freenome、結腸直腸がん血液検査でFDA承認 (MedTech Dive)
技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●●○

Freenome社が血液ベースの結腸直腸がん検査でFDA承認。非侵襲性診断の進展は、がんスクリーニング市場に大きな
影響を与え、日本の医療機器メーカーにとって機会と脅威の両面があります。

Labman、POCT HPVスクリーニング開発 (News-Medical.net)
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●○

Labman社がEU資金プロジェクトで次世代POCT HPVスクリーニングデバイスを開発。マイクロ流体「ラボオンチップ
」で多種バイオマーカーを迅速・低コスト検出。公衆衛生改善に貢献する可能性大です。

AI搭載スマートリングで血糖コーチング (Eindhoven University of Technology)
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○

アイントホーフェン工科大学がAI搭載非侵襲型スマートリングとライフスタイルデータで個別化血糖コーチングを開発
。糖尿病管理と予防を革新する応用研究として注目されます。

非侵襲スマートリング「CHARM Ring」開発 (AboutRun)
技術新規性●●●●● 実用化距離●○○○○ 市場インパクト●●●●○

カリフォルニア大学サンディエゴ校が非侵襲型スマートリング「CHARM Ring」を開発。皮膚体液から血糖・乳酸など
4種の生体マーカーを測定し、ウェアラブルヘルスケアを革新する基礎研究です。
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今週のアクション提案

記事評価マトリクスと機会/脅威分析を踏まえたアクション提案です。

▍即時（今週中）
• 【経営企画】FDAのデジタルヘルスパイロットプログラム（#01）の詳細を調査し、自社製品への適用可能性を
検討。

• 【R&D;】非侵襲型バイオセンサー（#25,
#16）の最新技術動向を共有し、社内技術ロードマップへの影響を議論。

▍短期（1ヶ月）
• 【R&D;】がんリキッドバイオプシー（#18,
#26）におけるCRISPR-Casやマイクロ流体技術の応用に関する学術論文を精査し、共同研究の可能性を探索。

• 【材料開発】高伸縮性ハイドロゲル電極（#42,
#22）の材料特性を評価し、ウェアラブルデバイスへの応用可能性を検討。

• 【事業開発】マイクロ流体市場（#19）の成長予測に基づき、POCTや個別化医療向け部品・材料の市場機会を
再評価。

▍中長期（四半期〜）
• 【経営企画】AIとウェアラブルバイオセンサーが牽引する医薬品開発（#46）のトレンドを踏まえ、自社のデ
ジタルヘルス戦略と投資計画を策定。

• 【R&D;】非侵襲型マルチバイオマーカーセンサー（#25,
#16）の実現に向けた基礎研究・応用研究プロジェクトを立ち上げ。

• 【法務・品質保証】AI医療機器の規制動向（#37）を継続的に監視し、将来的な製品開発・承認戦略に反映さ
せるための社内体制を構築。

troy-technical.jp 独自キュレーション。記事著作権は各原著作者に帰属。 | Gemini API + Claude | 2026-08-01
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収録記事一覧

#01 FDAがDexcomをデジタルヘルスパイロットプログラムの第一号に選定、Stelo/G7 CGMとAI統
合血糖管理プログラムを推進

#02 乳がん早期診断を目指す電気化学バイオセンサー臨床試験（NCT07034248）が開始

#03 Sysmex AmericaがADLM 2026で次世代診断ソリューションを発表：XRシリーズ血球計数と
CentralOps Command Centerを披露

#04 ウェアラブルバイオセンサー向けマイクロ流体技術の最前線：リアルタイム生体液分析とAI統合
の進展

#05 ウェアラブルバイオセンサーの生理機能・活動追跡研究が個別化医療を推進：デューク大学研究
者らが概日差と疾患早期兆候を特定

#06 バイオセンサーとバイオエレクトロニクスに関する国際会議が2026年9月にシカゴで開催：最新
ナノ技術・AI・ウェアラブルデバイスを議論

#07 BIOSENSOR 2026国際会議が特別号で発表、ナノバイオセンサー、Lab-on-a-chip、モバイル
診断の論文を募集

#08 Lab-on-a-Chip & マイクロ流体世界会議2026がPOCT、迅速診断、臓器チップに焦点：最新研

究と産業応用を一堂に

#09 バイオセンサー、バイオイメージング、バイオ計測の国際イベントが2026年に集中開催：診断
精度とリアルタイムモニタリングを推進

#10 BIOSENSOR 2026会議が関心トピック発表：Lab-on-a-chip、ナノバイオセンサー、がん細胞
検出含むプロテオミクスなど

#11 臨床・生化学診断を変革する次世代電気化学バイオセンサー：ポータブル化とAI連携でPOCTと
個別化医療を推進

#12 生物製剤および尿中のヒアルロニダーゼ活性を迅速検出する高感度「シグナルオン」電気化学セ
ンサーを開発

#13 柔軟なウェアラブルバイオセンサーが健康モニタリングを革新：生体液バイオマーカーと自己給
電型デバイスの進展

#14 イノバテックス会議が2026年ベルリンでバイオセンサー＆バイオセンシング技術国際会議を開
催：AI統合と次世代技術に焦点

#15 FDA、DexcomのOTC連続血糖測定システム「Stelo」を2歳以上の非インスリン使用者向けに承
認

#16 カリフォルニア大学サンディエゴ校、非侵襲的に血糖・乳酸を測定するスマートリング

「CHARM Ring」を開発



#17 ロシュ、アルツハイマー病診断薬「Elecsys pTau217」と結核検査薬「Elecsys IGRA TB」がEU
CEマークを取得

#18 DNAナノテクノロジーとCRISPR-Casシステムを統合した核酸バイオセンサー、がんリキッドバ

イオプシーの感度を向上

#19 microfluidics市場、2030年までに372億ドルへ成長：POCTと個別化医療が牽引

#20 Trinity BiotechとLatch Medicalが提携：リアルタイム代謝データで糖尿病・肥満の精密治療開
発へ

#21 PNAS誌で発表：遺伝子操作植物が土壌中の利用可能硝酸塩を定量モニタリングするバイオセン

サーに

#22 ACS Applied Electronic Materials誌：高導電性・耐凍結性ハイドロゲルが多機能ウェアラブル
センサーに革新をもたらす

#23 Labman、EU資金のELEVATEプロジェクトで次世代POCT HPVスクリーニングデバイスを開
発：14型HPVと2種バイオマーカーを迅速検出

#24 アイントホーフェン工科大学の「GlucoPilot」プロジェクト、AI搭載スマートリングとライフス

タイルデータで個別化血糖コーチング

#25 Biolinq社の針なし自律型ウェアラブルバイオセンサー「Shine™」、FDA De Novo分類を取得し
新カテゴリを創設

#26 ACS Analytical Chemistry誌：マイクロ流体プラットフォームで乳がん特異的miRNAとタンパ
ク質バイオマーカーを多重検出

#27 MedWatch Technologies、グルコース関連の洞察とライフコーチングプラットフォーム向けに
1500万ドルのシリーズA資金調達を確保

#28 Intelligent Bio Solutions、FDA 510(k)申請に向けサイバーセキュリティとソフトウェア審査項
目をクリア、米国市場参入に前進

#29 bioRxiv発表：SMART-NeuroDx、試薬不要・機械学習 readout でPOCT型認知症スクリーニン

グプラットフォームを実現

#30 Dexcom G7、成人においてMARD値8.2-8.5%で2026年最も正確なCGMと評価される臨床デー
タを発表

#31 DexCom、Q2 2026で売上高13%増、営業利益50%増を達成し収益性とキャッシュフローを大
幅に改善

#32 Nix Biosensors、Nix ProにAI搭載インテリジェンスレイヤーを導入し、エリート組織の水分補

給データ活用を革新

#33 Ag Proud誌：乳牛経営におけるリモートモニタリング技術がコストのかかる障害を防止し生産性
を向上

#34 米国NRCS、土壌センサーを活用した水・気候アップデートを公開：テネシー州東部農場での土
壌水分増加を報告



#35 UTダラスの研究者、睡眠の質向上を目指す汗ベースのセンサーを開発

#36 CoolLEDが紹介：先進的な多色イメージングバイオセンサーが単一分子レベルの検出を可能に

#37 FDAのAI医療へのコミットメントは揺らぐか？MedTech Diveが規制動向を議論

#38 Freenome、血液ベースの結腸直腸がん検査でFDA承認を取得：非侵襲性診断の進展

#39 シーメンスヘルシニアーズ、コアラボ毛細血管検査向けに業界をリードするメニューを発表：診
断能力を強化

#40 Cizzle Biotechnology、肺がん早期検出用CIZ1B血液検査を米国で商業展開開始

#41 FLOWBIOアプリ、ラボグレードの汗センサーと連携しアスリートの水分補給戦略を最適化

#42 ケンブリッジ大学、最大8000%伸縮するグラフェンハイドロゲル電極を開発：汗・動き下でも
生体信号を安定モニタリング

#43 FDA、DexcomのOTC連続血糖値モニター「Stelo Glucose Biosensor System」を2歳以上の非
インスリン使用者向けに初承認

#44 ケンブリッジ大学、生分解性繊維基板上に機能電子部品を統合：次世代ウェアラブル技術の道拓
く

#45 Lumos Diagnostics、ルーマニアのAlpha Medicalと独占販売契約締結：迅速呼吸器感染症テス
ト「FebriDx」の欧州展開を加速

#46 Biosphere CRO、2026年臨床試験トレンドを発表：AI、ウェアラブルバイオセンサーが医薬品
開発を加速



#01 FDAがDexcomをデジタルヘルスパイロットプログラ
ムの第一号に選定、Stelo/G7 CGMとAI統合血糖管理プロ
グラムを推進

概要

米国FDAは、デジタルヘルスデバイスの規制プロセスを合理化するための新しいパイ

ロットプログラムの最初の参加企業としてDexcomを選定しました。このプログラムに
より、Dexcomの特定のデジタルヘルスデバイスは市販前承認要件が免除され、代わり
に補完的なメディケアプログラムを通じてリアルワールドデータが収集されます。

Dexcomは、処方箋なしで利用可能なSteloデバイスとG7 CGMからの血糖値データに加
え、栄養、身体活動、睡眠、ストレスなどの広範な健康情報を統合したAI対応の血糖
健康プログラムを展開する予定です。この取り組みは、デジタルヘルス技術の市場投

入を加速させ、より包括的な患者ケアモデルを推進する画期的な動きです。

公開日 2026年07月23日  Healthcare Dive  アメリカ



詳細

主要成果

米国食品医薬品局（FDA）は、デジタルヘルスデバイスの新たなパイロットプログラム
において、連続血糖モニタリング（CGM）のリーディングカンパニーであるDexcomを
第一号参加企業として指名しました。この選定により、Dexcomの対象となるデジタル
ヘルスデバイスは、通常の市販前承認プロセスの一部が免除され、その代わりに実世界
データ収集が重視されます。これは、FDAがデジタルヘルス技術の革新と普及を積極的
に支援する姿勢を示しており、医療機器業界における規制アプローチの新たな方向性を
提示するものです。

技術・臨床詳細

本パイロットプログラムは、特定のデジタルヘルスデバイスがより迅速に市場に投入さ
れることを可能にする一方で、メディケアプログラムを通じてリアルワールドデータを
継続的に収集し、その安全性と有効性を評価します。Dexcomは、処方箋不要のSteloデ
バイスと最新のG7 CGMから得られる詳細な血糖値データに加え、栄養摂取、身体活動
レベル、睡眠パターン、ストレスレベルといった状況に応じた多様な健康情報を統合し
ます。これらのデータを基に、人工知能（AI）を活用したパーソナライズされた血糖健
康プログラムを構築し、ユーザーに対してより個別化された洞察と推奨を提供すること
を目指しています。

背景・業界文脈

デジタルヘルス分野は、特にウェアラブルセンサーやAI技術の進化により、急速な成長
を遂げています。従来の規制プロセスは、その迅速な進化に対応しきれないという課題
がありました。今回のFDAのパイロットプログラムは、革新的なデジタルヘルスソリュ
ーションが患者に届くまでの時間を短縮し、同時に厳格なデータ収集と評価を通じて、
製品の信頼性を確保しようとするものです。DexcomのG7 CGMは、その小型化、使い
やすさ、そして迅速なセンサーウォームアップ時間で高い評価を受けており、指穿刺な
しでリアルタイムの血糖値データをスマートフォンなどに送信できる点が特徴です。処
方箋不要のSteloデバイスは、インスリンを使用しない2型糖尿病患者や、自身の血糖値
をより深く理解したい人々に新たな選択肢を提供します。



今後の展望

このパイロットプログラムは、デジタルヘルスデバイスの規制審査モデルにおける重要
な試金石となるでしょう。成功すれば、他のデジタルヘルス企業も同様の恩恵を受ける
可能性があり、新技術の市場投入が加速することが期待されます。Dexcomにとって
は、AI統合血糖健康プログラムを通じて、単なる血糖値測定から一歩進んだ、より包括
的な健康管理ソリューションプロバイダーとしての地位を確立する機会となります。こ
れにより、患者は個別化されたサポートを受けられるようになり、糖尿病管理の質が向
上し、ひいてはデジタルヘルス業界全体の発展に大きく貢献すると見込まれます。

元記事: https://www.healthcaredive.com/news/fda-names-dexcom-as-first-participant-in-digital-health-

pilot/826215/

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.healthcaredive.com/news/fda-names-dexcom-as-first-participant-in-digital-health-pilot/826215/
https://www.healthcaredive.com/news/fda-names-dexcom-as-first-participant-in-digital-health-pilot/826215/


#02 乳がん早期診断を目指す電気化学バイオセンサー臨床
試験（NCT07034248）が開始

概要

ClinicalTrials.govに、乳がん診断用の新規電気化学バイオセンサーの臨床試験
（NCT07034248）が登録されました。このバイオセンサーは、レクチン機能化された
窒素・硫黄ドープグラフェン量子ドットを金ナノ粒子に装飾した構造を採用してお

り、電気化学的相互作用を電気信号に変換することで、乳がんの早期診断とモニタリ
ングに高い感度と特異性をもたらすと期待されています。本研究は、この革新的な技
術の学術研究から臨床応用への橋渡しを目指しており、将来的な乳がん診断のパラダ

イムを変える可能性があります。成功すれば、既存の診断手法に比べて非侵襲的かつ
迅速なスクリーニングツールを提供できる見込みです。

公開日 2026年07月31日  ClinicalTrials.gov  アメリカ



詳細

主要成果

乳がんの早期診断とモニタリングを目的とした、レクチン機能化窒素・硫黄ドープグラ
フェン量子ドット装飾金ナノ粒子に基づく電気化学バイオセンサーの臨床試験
（NCT07034248）が、ClinicalTrials.govに新規登録されました。この試験は、乳がんの
診断精度向上と早期介入の可能性を大きく広げることを目指しており、高度なナノ材料
を基盤とした診断技術の臨床応用を推進するものです。

技術・臨床詳細

開発された電気化学バイオセンサーは、生体分子（この場合は乳がん関連バイオマーカ
ー）とセンサー表面の選択的相互作用を、測定可能な電気信号へと変換する原理を利用
しています。具体的には、窒素（N）と硫黄（S）がドープされたグラフェン量子ドッ
ト（GQDs）が、高い導電性と大きな表面積を提供します。これらのGQDsは金ナノ粒子
（AuNPs）でさらに装飾され、生体適合性と信号増幅能力が向上しています。さらに、
レクチンが生体認識要素として機能し、特定のがん細胞表面に過剰発現する糖鎖パター
ンを認識することで、高い特異性を実現します。この多層構造により、極めて低濃度の
バイオマーカーでも高感度に検出できると期待されており、これまでの診断法では難し
かった早期段階での乳がんの検出に貢献する可能性があります。

背景・業界文脈

乳がんは世界的に女性に最も多いがんの一つであり、早期発見が治療成功の鍵を握りま
す。現在の診断手法には、マンモグラフィー、超音波、MRI、生検などがありますが、
それぞれに侵襲性、コスト、感度、特異性の課題があります。電気化学バイオセンサー
は、非侵襲的、迅速、低コストで高感度な診断プラットフォームとして大きな可能性を
秘めています。特に、ナノ材料科学の進歩は、バイオセンサーの性能を飛躍的に向上さ
せ、より複雑な生体環境下でのターゲット検出を可能にしています。本研究のような臨
床試験は、このような革新的な基礎研究が実際の患者ケアにどのように貢献できるかを
示す重要なステップとなります。



今後の展望

NCT07034248臨床試験の成功は、乳がん診断の分野に革命をもたらす可能性がありま
す。早期診断の実現は、患者の予後を大幅に改善し、治療負担を軽減することにつなが
ります。また、非侵襲的な液体生検のようなアプローチが可能になれば、定期的なスク
リーニングの受診率向上にも貢献し、より多くの患者が恩恵を受けられるでしょう。こ
の技術が確立されれば、乳がんだけでなく、他の種類のがんや様々な疾患の診断・モニ
タリングにも応用範囲が拡大し、個別化医療の進展に大きく寄与することが期待されま
す。

元記事: https://clinicaltrials.gov/study/NCT07034248

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://clinicaltrials.gov/study/NCT07034248


#03 Sysmex AmericaがADLM 2026で次世代診断ソリュー
ションを発表：XRシリーズ血球計数とCentralOps
Command Centerを披露

概要

Sysmex Americaは、2026年7月28日から30日にカリフォルニア州アナハイムで開催さ

れたADLM Clinical Lab Expoにおいて、次世代診断ソリューションを発表しました。同
社は、XR-Series™血球計数ソリューション、ラボのリアルタイムモニタリングを可能
にするSysmex CentralOps Command Center、およびCN-9000™自動止血ソリューショ

ンを展示し、効率性、診断信頼性、患者アウトカムの向上へのコミットメントを示し
ました。特にXRシリーズは、高スループット、強化された分析機能、高度な3D散布図
技術を統合し、大規模な検査室のワークフローを革新する可能性を秘めています。

公開日 2026年07月28日  IVD Business News  アメリカ



詳細

主要成果

Sysmex Americaは、2026年7月28日から30日にカリフォルニア州アナハイムで開催され
たADLM Clinical Lab Expoにて、同社の革新的な次世代診断ソリューション群を発表し
ました。主要な展示には、高スループットと詳細な分析機能を提供するXR-Series™血球
計数ソリューション、ラボの運用をリアルタイムで監視・最適化する Sysmex

CentralOps Command Center、および高容量ラボ向けのCN-9000™自動止血ソリューシ
ョンが含まれます。これらの製品は、診断効率の向上と患者ケアの質の強化に大きく貢
献すると期待されています。

技術・臨床詳細

Sysmex Americaが発表したXR-Series™血球計数ソリューションは、従来の血球計数装置
と比較して大幅な性能向上を実現しています。このシステムは、高スループット処理能
力により、大規模な検査室での大量検体処理を効率化します。また、強化された分析機
能と高度な3D散布図技術を統合することで、血球の形態学的特徴に関するより詳細な情
報を提供し、複雑な血液疾患の診断精度を高めます。これにより、臨床医はより迅速か
つ正確な診断を下すことが可能になります。Sysmex CentralOps Command Centerは、
ラボ全体のパフォーマンスをリアルタイムでモニタリングし、機器の状態、ワークロー
ド、消耗品在庫などを一元的に管理できるカスタマイズ可能なソフトウェアプラットフ
ォームです。この統合されたアプローチは、ラボのダウンタイムを最小限に抑え、運用
効率を最大化します。CN-9000™自動止血ソリューションは、血栓症や出血性疾患の診
断に必要な止血検査を自動化し、高容量の検査室での信頼性とスループットを確保しま
す。

背景・業界文脈

臨床検査分野は、人口の高齢化と慢性疾患の増加に伴い、診断の迅速性、精度、効率性
に対する要求が高まっています。特に、血球計数や止血検査は、様々な疾患のスクリー
ニング、診断、モニタリングにおいて不可欠な役割を果たします。Sysmexのような診
断機器メーカーは、これらの課題に対応するため、AI、自動化、データ統合などの最新
技術を組み込んだソリューションの開発に注力しています。ADLM Clinical Lab Expoの
ような主要な国際会議は、これらの最新技術が臨床検査技師や医師に紹介される重要な
場です。Sysmexは、長年にわたり血液学分野で確固たる地位を築いており、今回の発
表は同社の継続的な技術革新と市場リーダーシップを示すものです。



今後の展望

Sysmex Americaの新しい診断ソリューションは、臨床検査室のワークフローを根本的に
変革し、診断の質と効率性を向上させる可能性を秘めています。XR-Series™は、特に複
雑な疾患の早期発見と精密な診断において、臨床医に貴重な情報を提供するでしょう。
また、Sysmex CentralOps Command Centerのようなソフトウェアソリューションは、
検査室管理のデジタル化を推進し、リソースの最適利用とコスト削減に貢献します。こ
れらの技術の普及により、患者はより迅速で正確な診断を受けられるようになり、最終
的にはより良い医療アウトカムにつながることが期待されます。Sysmexは、これらの
次世代ソリューションを通じて、グローバルヘルスケアの課題解決に貢献し続けるでし
ょう。

元記事: https://www.labmedica.com/sysmex-presents-next-generation-diagnostic-solutions-at-adlm-

2026/articles/294812172/sysmex-presents-next-generation-diagnostic-solutions-at-adlm-2026.html

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.labmedica.com/sysmex-presents-next-generation-diagnostic-solutions-at-adlm-2026/articles/294812172/sysmex-presents-next-generation-diagnostic-solutions-at-adlm-2026.html
https://www.labmedica.com/sysmex-presents-next-generation-diagnostic-solutions-at-adlm-2026/articles/294812172/sysmex-presents-next-generation-diagnostic-solutions-at-adlm-2026.html


#04 ウェアラブルバイオセンサー向けマイクロ流体技術の
最前線：リアルタイム生体液分析とAI統合の進展

概要

科学誌『Lab on a Chip』は、ウェアラブルバイオセンサーにおけるマイクロ流体シス
テムの統合に関するオープンアクセスレビュー論文を発表しました。本論文は、汗、
唾液、涙、間質液などの生体液からリアルタイムかつ非侵襲的に生理学的情報を取得

するためのマイクロ流体設計原理、材料選択、製造方法に焦点を当てています。特
に、AIとの統合や設計自動化が将来のトレンドとして強調されており、ウェアラブル
診断技術の精度と実用性を飛躍的に向上させる可能性を示唆しています。このレビュ

ーは、個別化医療と連続健康モニタリングの未来を形作る上でのマイクロ流体の重要
性を強調するものです。

公開日 2026年07月31日  Lab on a Chip  イギリス



詳細

主要成果

『Lab on a Chip』誌に掲載されたオープンアクセスレビュー論文は、ウェアラブルバイ
オセンサーへのマイクロ流体システムの統合における画期的な進展を詳細に解説してい
ます。この研究は、汗、唾液、涙、間質液といった様々な生体液から、リアルタイムか
つ非侵襲的に生理学的データを取得するためのマイクロ流体デバイスの設計原理、適切
な材料選択、および効率的な製造方法に焦点を当てています。特に、人工知能（AI）と
の統合や設計プロセスの自動化が、将来のウェアラブル診断技術の主要なトレンドとし
て浮上しており、その精度と実用性を劇的に向上させる可能性を提示しています。

技術・臨床詳細

マイクロ流体システムは、微細なチャネル内で少量の液体を精密に操作する技術であ
り、ウェアラブルバイオセンサーでは、この技術が生体液の採取、輸送、前処理、そし
て最終的な分析をシームレスに行う上で不可欠です。本レビューでは、ソフトリソグラ
フィー、3Dプリンティング、レーザーアブレーションなどの製造技術が、柔軟で生体適
合性のある素材（例：ポリジメチルシロキサン (PDMS)、ハイドロゲル）を用いたデバ
イス作製にいかに応用されているかを詳述しています。これらのデバイスは、皮膚に直
接装着され、汗腺からの汗や口腔内の唾液などを継続的に採取し、その中のグルコー
ス、乳酸、電解質、さらには特定のタンパク質や核酸といったバイオマーカーを検出し
ます。AIアルゴリズムを分析層に統合することで、センサーからの膨大な生データをリ
アルタイムで解析し、ノイズ除去、パターン認識、疾患診断モデルへのマッピングを行
い、より信頼性の高い診断結果を導き出すことが可能になります。

背景・業界文脈

ウェアラブルバイオセンサーは、慢性疾患の連続モニタリング、アスリートのパフォー
マンス最適化、個人の健康管理において急速に普及しています。しかし、従来のセンサ
ーは、生体液の採取の非効率性、サンプルの汚染リスク、および単一バイオマーカー検
出に限定されるという課題を抱えていました。マイクロ流体技術は、これらの課題を克
服するための鍵となり、複数のバイオマーカーを同時に、かつ正確に測定できるマルチ
プレックス診断能力を提供します。また、非侵襲的な性質は、患者の快適性を大幅に向
上させ、長期的なコンプライアンスを促進します。AIとの連携は、収集されたデータの
膨大さと複雑性に対処し、臨床的に意味のある情報を抽出するために不可欠であり、デ
ジタルヘルスケアの未来におけるウェアラブルデバイスの役割を強化します。



今後の展望

マイクロ流体技術とAIを統合したウェアラブルバイオセンサーの進展は、個別化医療の
実現を加速させるでしょう。将来的には、これらのデバイスは、疾患の早期兆候を検出
し、パーソナライズされた治療推奨を提供し、予防医療を推進するための強力なツール
となることが期待されます。設計自動化の導入により、特定の用途に特化したカスタム
バイオセンサーの開発サイクルが短縮され、市場投入が加速する可能性があります。こ
れにより、病院や診療所といった従来の医療現場だけでなく、自宅や遠隔地での高度な
診断・モニタリングが可能となり、医療アクセスと効率性が劇的に向上すると予測され
ます。

元記事: https://pubs.rsc.org/zh-hans/content/articlepdf/2026/lc/d5lc00628g

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubs.rsc.org/zh-hans/content/articlepdf/2026/lc/d5lc00628g


#05 ウェアラブルバイオセンサーの生理機能・活動追跡研
究が個別化医療を推進：デューク大学研究者らが概日差と
疾患早期兆候を特定

概要

デューク大学の研究者らによる発表によると、ウェアラブルバイオセンサーを用いた

生理機能と活動の追跡が、健康に関する有用な新情報をもたらすことが示されまし
た。25万人以上の日常データを分析した結果、個人間の生理学的概日差が特定され、
特定の環境下での顕著な生理的変化（例：飛行中の酸素飽和度低下、ライム病の早期

兆候）が発見されました。これにより、異常な生理学的信号を検出し、疾患の早期発
見に役立つパーソナライズされた、活動ベースの正規化フレームワークが開発される
可能性が示唆されています。この研究は、デジタルヘルスと個別化医療の未来におけ

るウェアラブル技術の重要性を強調するものです。

公開日 2026年07月31日  Scholars@Duke (Duke University)  アメリカ



詳細

主要成果

デューク大学の研究者らによる発表は、ウェアラブルバイオセンサーを活用した生理機
能と身体活動の追跡が、個人の健康状態に関する極めて有用な情報を明らかにすること
を示しました。この研究では、25万人を超える個人の日常的な生理学的測定データを広
範に分析し、それぞれの被験者における固有の概日差を特定しました。特に、飛行中の
酸素飽和度の顕著な低下や、ライム病の初期段階における特徴的な生理学的変化といっ
た、特定の環境的・疾患的文脈における重要な発見が報告されています。これらの知見
は、異常な生理学的信号の検出と疾患の早期発見を可能にする、パーソナライズされた
活動ベースの正規化フレームワークの発展に向けた道筋を示唆しています。

技術・臨床詳細

この研究では、多種多様な商用ウェアラブルバイオセンサー（スマートウォッチ、フィ
ットネストラッカーなど）から収集された心拍数、活動量、睡眠パターン、皮膚温度、
酸素飽和度などの連続データが用いられました。これらの膨大なデータセットに対し、
高度なデータサイエンスと機械学習アルゴリズムが適用され、個々の生理学的ベースラ
インとその日内変動（概日リズム）が確立されました。このベースラインからの逸脱
が、異常な生理学的イベントとして特定されます。例えば、飛行中に観察された酸素飽
和度の一過性の低下は、高度変化に対する身体の反応を正確に捉えたものであり、将来
的に飛行士や高山病リスクのある個人のモニタリングに応用可能です。また、初期ライ
ム病患者において特定の生理学的パラメータに現れる微細な変化を検出する能力は、症
状発現前の超早期診断の可能性を示唆し、感染症の早期介入に貢献し得ます。

背景・業界文脈

デジタルヘルスとウェアラブル技術は、患者中心の医療モデルへの移行を加速していま
す。従来の医療アプローチでは、定期的な診察時に限られたスナップショット的なデー
タしか得られませんでしたが、ウェアラブルバイオセンサーは、患者の日常生活におけ
る生理学的変化を継続的に、かつ非侵襲的に追跡することを可能にします。これによ
り、疾患の早期発見、慢性疾患管理の最適化、個人のライフスタイル改善支援など、予
防医療の新たなフロンティアが開かれています。しかし、ウェアラブルデバイスから得
られる膨大なデータの解釈には、個人の多様性や環境要因を考慮した高度な分析手法が
不可欠です。本研究は、この課題に対し、パーソナライズされたベースラインを確立す
ることで、データの臨床的意義を高める重要なアプローチを提供しています。



今後の展望

この研究によって確立されたパーソナライズされた活動ベースの正規化フレームワーク
は、ウェアラブルバイオセンサーの臨床的有用性を大幅に向上させる可能性を秘めてい
ます。将来的には、これらのフレームワークが、個人の健康リスクを予測し、疾患発症
前に介入を促すための「デジタルバイオマーカー」として活用されることが期待されま
す。これにより、糖尿病、心血管疾患、感染症など、様々な疾患の超早期段階での発見
と予防が可能となり、医療費の削減と国民全体の健康寿命の延伸に貢献するでしょう。
また、AIとのさらなる統合により、データの解釈がより洗練され、個々のユーザーに最
適化されたリアルタイムの健康アドバイスが提供されるようになることが予測されま
す。

元記事: https://scholars.duke.edu/individual/pub1364242

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://scholars.duke.edu/individual/pub1364242


#06 バイオセンサーとバイオエレクトロニクスに関する国
際会議が2026年9月にシカゴで開催：最新ナノ技術・AI・
ウェアラブルデバイスを議論

概要

2026年9月28日から29日に米国シカゴで「Global Summit on Biosensors and

Bioelectronics」が開催されることが発表されました。この国際会議では、ナノテクノ
ロジー対応センサー、ウェアラブルおよびインプラント型デバイス、マイクロ流体、
AI搭載バイオセンサー、そして迅速診断プラットフォームなど、バイオセンサーとバ

イオエレクトロニクス分野の最先端技術と未来のトレンドが深く議論されます。診
断、ヘルスケア、環境モニタリング、産業バイオセンシングといった多様な応用分野
における技術革新の方向性を探り、研究者、エンジニア、投資家にとって重要な知見

を提供する場となるでしょう。

公開日 2026年07月31日  Global Scientific Forum  アメリカ



詳細

主要成果

2026年9月28日および29日に、米国イリノイ州シカゴにて「Global Summit on

Biosensors and Bioelectronics」が開催されることが決定しました。この国際的なサミッ
トは、バイオセンサーおよびバイオエレクトロニクス分野における最新の技術革新、研
究成果、および将来的なトレンドを集中的に議論することを目的としており、業界の最
前線に立つ専門家が一堂に会する重要な機会となります。

技術・臨床詳細

会議の主要な議論テーマは多岐にわたりますが、特に注目されるのは以下の最先端技術
です。まず、ナノテクノロジー対応センサーは、分子レベルでの高感度検出を可能に
し、診断精度を飛躍的に向上させます。次に、ウェアラブルおよびインプラント型デバ
イスは、連続的な生体モニタリングを非侵襲的または最小侵襲的に実現し、個別化医療
と予防医療の基盤となります。マイクロ流体技術は、微量サンプルでの高速かつ高効率
な分析を可能にし、Lab-on-a-chipデバイスの開発を推進します。さらに、人工知能
（AI）を搭載したバイオセンサーは、複雑な生体データの解析能力を強化し、より正確
な診断と意思決定を支援します。迅速診断（POCT）プラットフォームは、医療現場や
遠隔地での迅速な検査を可能にし、医療アクセスの向上に貢献するでしょう。

背景・業界文脈

バイオセンサー技術は、医療診断、環境モニタリング、食品安全、さらには産業プロセ
ス制御といった広範な分野で、その重要性を増しています。特にデジタルヘルス革命の
進展に伴い、リアルタイムでの生体情報取得と解析の需要が高まっており、ウェアラブ
ルセンサーやAIの統合がその中心的な役割を担っています。このサミットは、これらの
技術が直面する課題（例：小型化、生体適合性、データセキュリティ）と、それを克服
するための新たなアプローチを共有する場として機能します。参加者には、学術研究
者、産業界のエンジニア、政策立案者、投資家などが含まれ、多様な視点からの議論が
期待されます。



今後の展望

「Global Summit on Biosensors and Bioelectronics」は、バイオセンサー技術の未来を
形作る上で極めて重要な役割を果たすと見込まれます。ここで発表される研究や議論
は、診断、治療、健康管理のあり方を根本的に変える可能性を秘めています。特に、AI

と組み合わせた次世代バイオセンサーは、個別化された予防医療の実現を加速させ、よ
りスマートで効率的なヘルスケアシステムへの移行を促進するでしょう。投資家にとっ
ては、成長が見込まれる新興技術分野における最新トレンドと有望なスタートアップ企
業を発見するための貴重な情報源となり、エンジニアや研究者にとっては、新たな共同
研究の機会や技術的ブレークスルーへのインスピレーションを得る場となるでしょう。

元記事: https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-

redirect/AUZIYQH3cYtMGbEJO5WoiC9a1-HFMONeYmOnUmg1-uONX03GZM49xVmXZ3I-

j7Dqr1IIrUxEKgaOgPxfzt-

jjcpQzabCGvaYckEgmv_wktSEAWsFBZRCmn57u_vUa6GjHILsWywa06RHEJgUUf3ZFl5zJblhGxCCVQJzuA==

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-redirect/AUZIYQH3cYtMGbEJO5WoiC9a1-HFMONeYmOnUmg1-uONX03GZM49xVmXZ3I-j7Dqr1IIrUxEKgaOgPxfzt-jjcpQzabCGvaYckEgmv_wktSEAWsFBZRCmn57u_vUa6GjHILsWywa06RHEJgUUf3ZFl5zJblhGxCCVQJzuA==
https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-redirect/AUZIYQH3cYtMGbEJO5WoiC9a1-HFMONeYmOnUmg1-uONX03GZM49xVmXZ3I-j7Dqr1IIrUxEKgaOgPxfzt-jjcpQzabCGvaYckEgmv_wktSEAWsFBZRCmn57u_vUa6GjHILsWywa06RHEJgUUf3ZFl5zJblhGxCCVQJzuA==
https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-redirect/AUZIYQH3cYtMGbEJO5WoiC9a1-HFMONeYmOnUmg1-uONX03GZM49xVmXZ3I-j7Dqr1IIrUxEKgaOgPxfzt-jjcpQzabCGvaYckEgmv_wktSEAWsFBZRCmn57u_vUa6GjHILsWywa06RHEJgUUf3ZFl5zJblhGxCCVQJzuA==
https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-redirect/AUZIYQH3cYtMGbEJO5WoiC9a1-HFMONeYmOnUmg1-uONX03GZM49xVmXZ3I-j7Dqr1IIrUxEKgaOgPxfzt-jjcpQzabCGvaYckEgmv_wktSEAWsFBZRCmn57u_vUa6GjHILsWywa06RHEJgUUf3ZFl5zJblhGxCCVQJzuA==


#07 BIOSENSOR 2026国際会議が特別号で発表、ナノバイ
オセンサー、Lab-on-a-chip、モバイル診断の論文を募集

概要

第7回バイオセンサー国際会議「BIOSENSOR 2026」が特別号を発行し、バイオエレク
トロニクス、DNAチップ、核酸バイオセンサー、アプタセンサー、酵素ベースバイオ
センサー、免疫センサー、Lab-on-a-chipマイクロ流体、モバイル診断、ナノバイオセ

ンサー、ウェアラブル・インプラント型センサーなど、幅広い革新的なバイオセンシ
ング技術に関する論文を募集しています。この特別号は、最先端の研究成果を広く共
有し、関連分野のさらなる発展を促進することを目的としています。抄録提出期限は

2026年8月16日で、世界中の研究者にとって重要な発表の機会となるでしょう。

公開日 2026年07月31日  Springer  不明



詳細

主要成果

第7回バイオセンサー国際会議「BIOSENSOR 2026」は、会議に関連する最先端の研究成
果を集めた特別号の刊行を発表しました。本特別号では、バイオエレクトロニクスから
ナノバイオセンサー、Lab-on-a-chipマイクロ流体システム、モバイル診断に至るま
で、バイオセンシング技術の多様な革新に焦点を当てた論文の投稿を広く募集していま
す。この取り組みは、バイオセンサー分野における最新の進歩と将来の方向性を世界中
の研究コミュニティに提示するものです。

技術・臨床詳細

特別号で募集されるトピックは、現代のバイオセンシング研究の広範なスペクトラムを
網羅しています。これには、電気化学的・光学的原理に基づく次世代バイオセンサー、
病原体検出や個別化医療に応用されるDNAチップや核酸バイオセンサー、高選択性を有
するアプタセンサー、代謝産物検出に不可欠な酵素ベースバイオセンサー、そして免疫
診断に利用される免疫センサーなどが含まれます。特に、サンプル処理から検出までを
一貫して行うLab-on-a-chipマイクロ流体デバイスは、迅速診断（POCT）や分散型診断
の基盤技術として注目されています。さらに、スマートフォンや他のポータブル機器と
連携するモバイル診断システム、および極めて微小なスケールでの検出を可能にするナ
ノバイオセンサー、そして継続的な生体モニタリングを可能にするウェアラブル・イン
プラント型センサーは、デジタルヘルスケアの未来を形作る上で不可欠な要素です。こ
れらの技術は、診断の精度、速度、利便性を向上させることを目指しています。

背景・業界文脈

バイオセンサー技術は、医療診断、環境モニタリング、食品安全、生物兵器検知など、
社会の様々な課題解決に貢献する可能性を秘めています。研究開発の進展は目覚まし
く、より高感度、高選択性、小型化されたセンサーが次々と提案されています。学術会
議の特別号は、これらの最新研究成果を査読付きで公式に発表し、学術界および産業界
における知識の共有と連携を促進する上で重要な役割を果たします。BIOSENSOR 2026

の特別号は、これらの進歩を体系的に収集し、今後の研究開発の方向性を示す羅針盤と
なることが期待されています。



今後の展望

この特別号の出版は、バイオセンサー技術の発展に新たなマイルストーンを築くでしょ
う。掲載される革新的な研究は、疾患の早期診断、個別化医療の進展、環境汚染のリア
ルタイム監視、食品安全性の向上など、多岐にわたる応用分野に大きな影響を与える可
能性があります。特に、モバイル診断やウェアラブルセンサーの分野におけるブレーク
スルーは、医療アクセスの向上と予防医療の強化に直結し、人々の健康と生活の質を向
上させる上で重要な役割を果たすと予測されます。研究者やエンジニアは、この特別号
を通じて、新たな共同研究の機会や技術的なインスピレーションを得ることができ、投
資家は将来の成長分野を特定するための貴重な情報源として活用できるでしょう。

元記事: https://biosensor2026.com/special-issue/

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://biosensor2026.com/special-issue/


#08 Lab-on-a-Chip & マイクロ流体世界会議2026が
POCT、迅速診断、臓器チップに焦点：最新研究と産業応
用を一堂に

08_Lab-on-a-Chip & マイクロ流体世界会議2026がPOCT、迅速診断、臓器チップに焦点：

概要

SelectBIO Lab-on-a-Chip and Microfluidics World Congress 2026が、2026年10月27日

から28日に開催されることが発表されました。この会議は、ポイントオブケア診断
（POCT）、迅速診断、そして臓器チップ技術に特化しており、学術研究者、産業科学
者、および企業が一堂に会する主要なプラットフォームとなります。最先端の科学発

表、産業界からの最新技術プレゼンテーション、技術ベンダーによる展示、および機
器デモンストレーションを通じて、マイクロ流体技術の最前線とその多様な応用につ
いて深い洞察が提供されます。口頭発表の抄録提出期限は2026年8月31日、ポスター

発表は2026年10月16日です。

公開日 2026年07月31日  SelectBIO Conferences  不明



詳細

主要成果

2026年 10月 27日から 28日にかけて開催される「 SelectBIO Lab-on-a-Chip and

Microfluidics World Congress 2026」は、マイクロ流体技術の最前線に立つ専門家を集
結させる主要な国際会議として発表されました。この会議は、特にポイントオブケア診
断（POCT）、迅速診断、および革新的な臓器チップ技術に焦点を当て、学術界、産業
界、そして技術ベンダー間の知識共有と協力関係の構築を促進します。

技術・臨床詳細

会議では、マイクロ流体デバイスがPOCT、迅速診断、臓器チップシステムにおいてど
のように活用されているか、その最新の技術的進歩が議論されます。POCT分野では、
血液、尿、唾液などの微量サンプルから、感染症、心疾患マーカー、血糖値などを迅速
かつ正確に検出する小型化された診断装置の開発が注目されます。迅速診断は、特にパ
ンデミック対応や救急医療において、時間と場所を選ばない診断能力を提供します。臓
器チップ技術は、ヒトの生理機能を模倣した微小な生体模倣システムであり、薬物スク
リーニング、疾患メカニズムの研究、個別化医療のアプローチにおいて、動物実験に代
わる倫理的かつ効率的なプラットフォームとして進化しています。これらの分野におけ
る発表は、新しいマイクロ流体チップ設計、材料科学の進歩、検出技術の改良、そして
AIや機械学習との統合によるデータ解析の高度化に及ぶでしょう。

背景・業界文脈

マイクロ流体技術は、その小型化、自動化、高スループット、および低コストの可能性
から、診断薬開発、医療機器、ライフサイエンス研究において革新をもたらしていま
す。特にPOCTは、医療アクセスの向上と早期診断の実現に不可欠であり、世界の市場
規模は急速に拡大しています。臓器チップは、創薬研究の効率を劇的に向上させ、新薬
開発の成功率を高める可能性を秘めているため、製薬業界からの大きな注目を集めてい
ます。SelectBIOの会議は、これらの分野における最新の研究成果、産業応用、商業化の
動向を一堂に集め、参加者に業界の全体像と将来の方向性を提供します。



今後の展望

この世界会議は、マイクロ流体技術が今後数年間でどのように発展し、医療診断とバイ
オテクノロジーに貢献するかを示す重要な指標となるでしょう。POCTと迅速診断の進
展は、医療インフラが未発達な地域や災害現場においても、タイムリーな医療介入を可
能にするでしょう。また、臓器チップ技術の成熟は、創薬プロセスを加速し、より安全
で効果的な薬剤を患者に届けることに寄与します。会議で発表される新たな知見と技術
は、研究者にはさらなるイノベーションのインスピレーションを、産業界には新たな製
品開発の機会を、そして投資家には成長市場への投資機会を提供するものとなります。
マイクロ流体技術は、個別化医療と予防医療の実現に向けた重要なドライバーとして、
その役割をさらに拡大していくと予測されます。

元記事: https://www.selectbioconferences.com/loacwc2026

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.selectbioconferences.com/loacwc2026


#09 バイオセンサー、バイオイメージング、バイオ計測の
国際イベントが2026年に集中開催：診断精度とリアルタ
イムモニタリングを推進

概要

Biotechnology Conferencesは、2026年にバイオセンサー、バイオイメージング、バイ

オ計測分野の複数の国際会議やイベントを集中開催すると発表しました。これらのイ
ベントは、医療診断、環境モニタリング、食品安全、細胞および分子プロセスの非侵
襲的可視化におけるバイオセンサー技術の不可欠な役割に焦点を当てます。診断精度

の向上とリアルタイムな生物学的モニタリングの推進を通じて、これらの技術が次世
代ヘルスケアと科学研究をどのように変革するかを議論することを目的としていま
す。研究者、技術者、産業リーダーにとって、最新の進歩と将来の方向性を探る重要

な機会となるでしょう。

公開日 2026年07月31日  Biotechnology Conferences  不明



詳細

主要成果

Biotechnology Conferencesは、2026年にバイオセンサー、バイオイメージング、バイオ
計測に関する一連の国際会議、イベント、セミナー、ワークショップを世界各地で開催
することを発表しました。これらのイベントは、これらの技術が医療診断、環境モニタ
リング、食品安全、そして細胞および分子プロセスの非侵襲的可視化において果たす不
可欠な役割に焦点を当て、診断精度の向上とリアルタイムな生物学的モニタリングの推
進における最新のブレークスルーと将来の方向性を探求します。

技術・臨床詳細

バイオセンサーは、特定の生体分子を検出して測定可能な信号に変換するデバイスであ
り、血糖値測定から病原体検出、環境汚染物質の監視まで、多岐にわたる用途がありま
す。バイオイメージング技術は、細胞、組織、臓器レベルでの生物学的プロセスを視覚
化し、疾患のメカニズム解明や治療効果の評価に貢献します。これには、蛍光イメージ
ング、MRI、PETスキャンなどが含まれます。バイオ計測は、生体システムから物理
的、化学的、電気的データを収集し、定量化するためのツールと手法を指します。これ
らの技術が統合されることで、例えば、ウェアラブルセンサーで連続的に生理学的デー
タを取得し、AIと組み合わせたバイオイメージングで病変部位を可視化し、バイオ計測
でその進行を定量的に評価するといった、複合的な診断・モニタリングシステムが実現
します。イベントでは、ナノテクノロジー、マイクロ流体、AI/機械学習、光音響、シ
ングルセル解析などの最新技術が、これら3つの分野にどのように統合され、性能を向
上させているかが議論されます。



背景・業界文脈

現代のライフサイエンスとヘルスケア分野は、より早期で正確な診断、個別化された治
療、そして予防的な健康管理へのニーズが高まっています。バイオセンサー、バイオイ
メージング、バイオ計測は、これらのニーズに応えるための基盤技術であり、特にリア
ルタイムデータの取得と解析が重視されています。世界のバイオセンサー市場は急速に
成長しており、例えばウェアラブルバイオセンサー市場は2024年に316億ドル、2034年
には662億ドルに達すると予測されています。これらの技術の進歩は、疾患診断のパラ
ダイムを従来の「症状発現後の診断」から「兆候発見後の早期介入」へとシフトさせる
可能性を秘めています。これらの国際イベントは、学術研究者、臨床医、製薬企業、医
療機器メーカー、政府機関などが集まり、最新の知識を共有し、新たな共同研究や商業
的機会を模索する場として機能します。

今後の展望

2026年に集中開催されるこれらのイベントは、バイオセンサー、バイオイメージング、
バイオ計測技術の未来に向けたロードマップを明確にする上で極めて重要です。議論さ
れる革新的なアプローチは、診断の精度と速度を向上させ、個別化医療の進展を加速さ
せるだけでなく、創薬プロセスを効率化し、環境保護や食品安全の新たな解決策を提供
するでしょう。特に、AIとの融合により、これら技術はさらにスマート化され、膨大な
生体データから臨床的に意味のある情報を抽出する能力が向上します。これにより、患
者の予後の改善、医療コストの削減、そしてより持続可能な社会の実現に大きく貢献す
ることが期待されます。これらのイベントは、未来の技術革新と科学的発見の触媒とな
るでしょう。

元記事: https://biotechnology-conferences.magnusgroup.org/program/scientific-sessions/biosensors-

bioimaging-bioinstrumentation

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://biotechnology-conferences.magnusgroup.org/program/scientific-sessions/biosensors-bioimaging-bioinstrumentation
https://biotechnology-conferences.magnusgroup.org/program/scientific-sessions/biosensors-bioimaging-bioinstrumentation


#10 BIOSENSOR 2026会議が関心トピック発表：Lab-on-
a-chip、ナノバイオセンサー、がん細胞検出含むプロテオ
ミクスなど

概要

第7回バイオセンサー国際会議「BIOSENSOR 2026」は、2026年8月16日の抄録提出期

限を前に、会議で議論される主要な関心トピックを発表しました。これには、Lab-on-

a-chip、マイクロ流体、モバイル診断、パーソナルヘルス、ナノバイオセンサー、ウ
ェアラブル・インプラント型センサーといった広範な分野が含まれます。特に、がん

細胞検出を含むプロテオミクスや単一細胞分析といった先進的なテーマも挙げられて
おり、バイオセンシング技術の多様な応用と最先端の研究領域が強調されています。
この発表は、参加者や発表者が最も関連性の高い分野に焦点を当てるための指針とな

ります。

公開日 2026年07月31日  BIOSENSOR 2026 - 7th International Congress on Biosensors  不明



詳細

主要成果

2026年8月16日の抄録提出期限を間近に控え、第7回バイオセンサー国際会議
「BIOSENSOR 2026」は、会議で取り上げられる「Topics of Interest（関心トピック）」
を公式に発表しました。このリストは、バイオセンシング分野における最新かつ最も影
響力のある研究領域を包括的に示しており、Lab-on-a-chip、ナノバイオセンサー、モ
バイル診断から、がん細胞検出を含むプロテオミクスや単一細胞分析といった高度なテ
ーマまで、多岐にわたります。

技術・臨床詳細

発表された関心トピックは、バイオセンサー技術が現在どの方向に進化しているかを明
確に示しています。以下に主要なテーマを挙げます。

Lab-on-a-chipおよびマイクロ流体: 微量サンプルでの迅速かつ効率的な分析を可能
にし、診断コスト削減とスループット向上に貢献します。

モバイル診断とパーソナルヘルス: スマートフォンやポータブルデバイスとの連携に
より、自宅や遠隔地での健康モニタリングと診断を可能にし、医療アクセスの向上を
促進します。

ナノバイオセンサー: ナノ材料を活用し、分子レベルでの高感度・高特異性検出を実
現します。

ウェアラブル・インプラント型センサー: 継続的な生体情報モニタリングを可能に
し、慢性疾患管理や予防医療に不可欠です。

癌細胞検出を含むプロテオミクス: がんバイオマーカーとしてのタンパク質の網羅的
解析により、早期診断や治療効果モニタリングの精度向上を目指します。

単一細胞分析: 個々の細胞レベルでの異質性を解析することで、疾患の複雑なメカニ
ズムを解明し、より個別化された治療法開発に繋がります。

環境および食品バイオセンサー: 環境汚染物質や食品中の病原体の迅速な検出によ
り、公衆衛生と安全に貢献します。

これらのトピックは、診断の精度、リアルタイム性、非侵襲性を高めることを目指す、
現在の研究開発の最前線を反映しています。



背景・業界文脈

バイオセンサー技術は、医療、環境、食品など多岐にわたる分野で、その応用可能性が
広がり続けています。特に、デジタルヘルス革命と個別化医療の進展は、より小型で高
感度、そしてデータ解析にAIを統合した次世代バイオセンサーへの需要を加速させてい
ます。BIOSENSOR 2026は、この進化の中心にある国際会議として、世界中の研究者、
エンジニア、臨床医、そして産業界のリーダーが一同に会し、知識を共有し、新たな共
同研究の機会を創出するための重要なプラットフォームとなります。

今後の展望

BIOSENSOR 2026で議論されるこれらの関心トピックは、今後のバイオセンシング技術
の発展方向を決定づけるものとなるでしょう。特に、プロテオミクスや単一細胞分析に
おけるバイオセンサーの進展は、がんの超早期診断や個別化された精密医療の実現に大
きく貢献する可能性があります。モバイル診断やウェアラブルセンサーの普及は、遠隔
医療と予防医療の浸透を加速させ、社会全体の健康レベルの向上に寄与するでしょう。
この会議は、技術的ブレークスルーを生み出し、新たな製品やサービスが市場に登場す
るきっかけを提供することで、バイオセンサー業界全体の成長を促進すると期待されま
す。

元記事: https://biosensor2026.com/topics-of-interest/

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://biosensor2026.com/topics-of-interest/


#11 臨床・生化学診断を変革する次世代電気化学バイオセ
ンサー：ポータブル化とAI連携でPOCTと個別化医療を推
進

概要

電気化学バイオセンシングの革新が、臨床および生化学診断に大きな変革をもたらし

ています。ナノ材料、微細加工、生体認識化学、ポータブル分析システムの進歩によ
り、感染症、代謝障害、癌などのバイオマーカーを迅速かつ高感度に検出する能力が
向上しています。特に、ウェアラブルプラットフォーム、スマートフォンベースのイ

ンターフェース、柔軟な材料との組み合わせは、ポイントオブケア診断（POCT）、分
散型ヘルスケア、個別化された患者管理への道を切り開くとされています。この技術
の発展は、医療診断の効率とアクセスを劇的に改善する可能性を秘めています。

公開日 2026年07月31日  Taylor & Francis Online  不明



詳細

主要成果

次世代電気化学バイオセンサーの進歩が、臨床および生化学診断分野に画期的な変革を
もたらしています。この技術革新は、ナノ材料科学、微細加工技術、高度な生体認識化
学、そしてポータブル分析システムの開発が融合した結果であり、感染症、代謝障害、
および癌といった主要な疾患のバイオマーカーを、かつてない速度と感度で検出するこ
とを可能にしています。これにより、早期診断と効果的な疾患管理への新たな道が開か
れています。

技術・臨床詳細

電気化学バイオセンサーは、標的バイオマーカーの存在を電気信号に変換する原理に基
づいています。その性能は、主に以下の技術的進歩によって強化されています。

ナノ材料の活用: カーボンナノチューブ、グラフェン、金属ナノ粒子などのナノ材料
は、センサーの表面積を大幅に増加させ、信号増幅を可能にし、検出限界を向上させ
ます。これにより、極めて低濃度のバイオマーカーでも検出可能です。

微細加工技術: 半導体製造技術に由来する微細加工は、センサーの小型化を可能に
し、Lab-on-a-chipシステムへの統合を容易にします。これにより、複合的な分析機
能を単一の小型デバイスに集約できます。

生体認識化学の進化: 高特異性を持つ抗体、アプタマー、酵素などの生体認識要素を
センサー表面に固定化することで、標的バイオマーカーのみを選択的に検出できま
す。

ポータブル分析システム: ウェアラブルプラットフォーム、スマートフォンベースの
インターフェース、そして柔軟な材料（例えば、皮膚に直接貼り付けられるパッチ型
センサー）との組み合わせにより、検査室外での診断や連続モニタリングが可能にな
ります。これらのシステムは、無線通信機能を備え、データをクラウドに送信して遠
隔地の医師がリアルタイムで患者の状態を把握できます。

これらの技術的統合により、例えば、汗からグルコースや乳酸を連続的に測定するウェ
アラブルCGMや、唾液から感染症マーカーを迅速に検出するPOCTデバイスなどが実現
しています。



背景・業界文脈

現代医療は、診断の迅速性、低侵襲性、そして個別化へのニーズが高まっています。従
来の検査方法は、時間とコストがかかり、専門的な設備と人員が必要な場合が多いとい
う課題がありました。電気化学バイオセンサーは、これらの課題を克服する可能性を秘
めています。特に、POCT（ポイントオブケア診断）の需要は、医療アクセスの向上と
早期治療介入の観点から世界的に拡大しており、市場規模は今後も成長すると予測され
ています。また、個別化医療の進展には、患者一人ひとりの生理学的特性やバイオマー
カープロファイルをリアルタイムで把握することが不可欠であり、次世代電気化学バイ
オセンサーはそのための重要なツールとなりつつあります。

今後の展望

次世代電気化学バイオセンサーは、医療診断の未来を根本的に変革する可能性を秘めて
います。POCTの普及により、医療施設が限られた地域や救急現場での診断が可能にな
り、医療格差の是正に貢献するでしょう。分散型ヘルスケアモデルの推進は、患者が自
宅で自身の健康状態を継続的にモニタリングし、疾患の悪化を早期に察知することを可
能にします。さらに、AIとの統合が進むことで、センサーから得られる膨大なデータを
自動的に解析し、個別化された診断や治療推奨をリアルタイムで提供できるようになる
でしょう。これにより、予防医療が強化され、慢性疾患の管理がより効率的になり、最
終的には人々の健康寿命の延伸と医療コストの削減に大きく寄与することが期待されま
す。

元記事: https://think.taylorandfrancis.com/special_issues/next-generation-electrochemical-biosensors-

for-clinical-and-biochemical-diagnostics/

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://think.taylorandfrancis.com/special_issues/next-generation-electrochemical-biosensors-for-clinical-and-biochemical-diagnostics/
https://think.taylorandfrancis.com/special_issues/next-generation-electrochemical-biosensors-for-clinical-and-biochemical-diagnostics/


#12 生物製剤および尿中のヒアルロニダーゼ活性を迅速検
出する高感度「シグナルオン」電気化学センサーを開発

概要

最新の研究で、生物製剤および尿サンプル中のヒアルロニダーゼ（HAase）活性を迅
速かつ高感度に検出する「シグナルオン」電気化学センサーが開発されました。この
センサーは、HAaseによって誘発されるヒドロゲル分解がメチレンブルーを放出し、

測定可能な電流増加を生成するメカニズムを利用しています。検出範囲は0.78～90

U/mLで、検出限界は0.48 U/mLと非常に高感度です。この迅速な検出能力は、生物製
剤の品質管理と疾患モニタリングの両分野において、既存技術を凌駕する新たな可能

性を提示します。

公開日 2026年07月31日  Talanta (via PubMed)  不明



詳細

主要成果

最新の研究において、生物製剤および尿サンプル中のヒアルロニダーゼ（HAase）活性
を迅速かつ高感度に検出できる革新的な「シグナルオン」電気化学センサーが開発され
ました。この新規センサーは、HAase酵素の作用によって誘発されるヒドロゲルの分解
が、電気化学的に活性なメチレンブルー（MB）を放出するメカニズムに基づいていま
す。このMBの放出が、測定可能な電流の増加として現れるため、「シグナルオン」型
として機能します。開発されたセンサーは、HAase活性と0.78 U/mLから90 U/mLの広範
囲で強い線形関係を示し、検出限界（LOD）はわずか0.48 U/mLという優れた高感度を
達成しました。これにより、医薬品の品質管理と疾患モニタリングの精度が飛躍的に向
上する可能性を秘めています。

技術・臨床詳細

この電気化学センサーの核心は、HAaseによって特異的に分解されるヒアルロン酸
（HA）ベースのヒドロゲルにあります。センサーの電極表面には、メチレンブルー
（MB）が組み込まれたHAヒドロゲルが修飾されています。HAaseが存在すると、ヒド
ロゲルが分解され、内部に閉じ込められていたMBが溶液中に放出されます。放出され
たMBは電極表面で酸化還元反応を起こし、これにより測定される電流値が増加しま
す。この「シグナルオン」メカニズムは、従来の「シグナルオフ」型センサーに比べ
て、バックグラウンドノイズの影響を受けにくく、より信頼性の高い高感度検出を可能
にします。尿サンプル中のHAase活性は、膀胱がんや関節リウマチなどの特定の疾患の
バイオマーカーとして知られており、生物製剤（特にヒアルロニダーゼ製剤）の品質管
理においては、その酵素活性が安定しているかを確認することが重要です。このセンサ
ーは、両方の用途において、迅速性、特異性、高感度という点で既存の分析法（例：比
色法、ゲル電気泳動法）を凌駕する性能を示しました。



背景・業界文脈

ヒアルロニダーゼは、細胞外マトリックスの主要成分であるヒアルロン酸を分解する酵
素群であり、その活性は多くの生理学的および病理学的プロセスに関与しています。例
えば、がんの進行、炎症性疾患、自己免疫疾患、細菌感染症などにおいてHAase活性の
変化が観察されます。また、生物製剤として用いられるヒアルロニダーゼは、他の薬剤
の拡散を促進するために広く利用されており、その品質管理には厳密な活性測定が必要
です。従来のHAase活性測定法は、時間がかかり、複雑な操作を要し、高感度ではない
という課題がありました。このような背景から、迅速かつ簡便、高感度な検出方法の開
発が強く求められていました。本研究で開発されたセンサーは、これらの課題に対応す
る画期的なソリューションを提供するものです。

今後の展望

この「シグナルオン」電気化学センサーの成功は、生物製剤の品質管理プロセスを大幅
に効率化し、その安全性を確保する上で重要な役割を果たすでしょう。特に、リアルタ
イムに近い迅速な分析が可能になることで、製造現場でのインライン品質管理への応用
も期待されます。臨床診断においては、尿中のHAase活性の迅速なスクリーニングツー
ルとして、膀胱がんや他の疾患の早期発見に貢献する可能性があります。これにより、
患者の早期治療介入と予後の改善に繋がることが期待されます。将来的には、このセン
サープラットフォームを基盤として、他の酵素活性やバイオマーカーを検出するための
汎用的な電気化学バイオセンサー技術への応用が検討され、個別化医療と精密診断の進
展に大きく寄与する可能性を秘めています。

元記事: https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/42401449

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/42401449


#13 柔軟なウェアラブルバイオセンサーが健康モニタリン
グを革新：生体液バイオマーカーと自己給電型デバイスの
進展

概要

『Polymers』誌のレビュー論文が、柔軟なウェアラブルバイオセンサーの最新進展を

紹介し、リアルタイムかつ継続的な健康モニタリングへの道を切り開いています。こ
れらのセンサーは、自己給電型、軽量、低コスト、高柔軟性といった特性を備え、汗
や唾液などの生体液中のバイオマーカーを検出します。マイクロナノ加工技術を駆使

したウェアラブル生理圧センサーや汗センサー、自己給電型ウェアラブルバイオセン
サーの最先端研究例が示され、デジタルヘルスケアにおけるその重要性が強調されて
います。この技術は、個別化医療と予防医療の未来を大きく変える可能性を秘めてい

ます。

公開日 2026年07月31日  Polymers (via PMC / NIH)  アメリカ



詳細

主要成果

『Polymers』誌に掲載された最新のレビュー論文は、過去10年間で目覚ましい進歩を遂
げた柔軟なウェアラブルバイオセンサー技術の現状と将来性を詳細に分析しています。
この革新的な技術は、リアルタイムかつ継続的な健康モニタリングのための理想的なプ
ラットフォームとして位置づけられ、自己給電型、軽量、低コスト、そして高い柔軟性
という重要な特性を備えています。汗、唾液などの非侵襲的な生体液からバイオマーカ
ーを検出する能力は、個別化医療と予防医療の実現に向けた大きな一歩となります。

技術・臨床詳細

レビューでは、柔軟なウェアラブルバイオセンサーの設計、製造、および応用における
多岐にわたる技術的側面が議論されています。センサーは通常、ポリマー基板（例：ポ
リジメチルシロキサン(PDMS)、ポリイミド）上に、導電性材料（例：グラフェン、カ
ーボンナノチューブ、金属ナノワイヤー）と生体認識層（例：酵素、抗体）を組み合わ
せることで構築されます。マイクロナノ加工技術は、これらの微細構造を高精度で形成
し、センサーの感度と選択性を最大化するために不可欠です。具体的な研究例として
は、以下のような最先端のデバイスが挙げられます。

ウェアラブル生理圧センサー: 心拍数、血圧、呼吸数などの物理的生理信号を非侵襲
的にモニタリングし、心血管疾患の早期発見やストレスレベルの評価に利用されま
す。

汗センサー: 汗中のグルコース、乳酸、電解質、コルチゾールなどのバイオマーカー
をリアルタイムで測定し、糖尿病管理、運動パフォーマンス最適化、ストレスモニタ
リングに応用されます。

自己給電型ウェアラブルバイオセンサー: 摩擦電気、圧電、熱電効果などを用いて、
身体の動きや体温差から電力を生成し、外部電源なしで長時間動作するセンサーで
す。これにより、デバイスの利便性が向上し、充電の手間を削減します。

これらのセンサーは、生体液中の特定のバイオマーカーを検出し、その情報を情報処理
ユニットを通じてユーザーのスマートフォンやクラウドシステムに送信し、医師やAIに
よる解析を可能にします。



背景・業界文脈

現代社会では、慢性疾患の増加、医療費の高騰、高齢化社会の進展といった課題に直面
しており、予防医療と個別化医療の重要性が増しています。従来の医療診断は、特定の
時点でのスナップショット的な情報に限定され、連続的な健康状態の変化を捉えること
が困難でした。柔軟なウェアラブルバイオセンサーは、このギャップを埋めるソリュー
ションとして、患者が日常生活の中で自身の健康状態を継続的に、かつ非侵襲的に把握
することを可能にします。これにより、疾患の早期発見、治療効果のリアルタイムモニ
タリング、および個人のライフスタイルに合わせた健康管理が促進されます。市場調査
によると、世界のウェアラブルバイオセンサー市場は、2024年に316億ドル、2034年に
は662億ドルに達すると予測されており、その成長は著しいです。

今後の展望

柔軟なウェアラブルバイオセンサー技術は、今後も飛躍的な発展を遂げると予測されま
す。特に、より高度な多機能化、AIとの統合によるデータ解析能力の強化、そして生体
適合性・耐久性の向上は、今後の研究開発の主要な方向性となるでしょう。自己給電型
技術のさらなる進化は、充電不要で長期間使用可能なデバイスの実現を加速させ、ユー
ザーの利便性を大幅に向上させます。これらのセンサーが普及することで、将来的に
は、疾患の兆候を症状発現前に検出し、個別化された予防介入を自動的に推奨する「デ
ジタルツイン」のようなヘルスケアシステムが実現する可能性があります。これによ
り、医療システム全体の効率化と、人々の健康寿命の延伸に大きく貢献することが期待
されます。

元記事: https://pmc.ncbi.nlm.nih.gov/articles/PMC10296135/

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pmc.ncbi.nlm.nih.gov/articles/PMC10296135/


#14 イノバテックス会議が2026年ベルリンでバイオセン
サー＆バイオセンシング技術国際会議を開催：AI統合と次
世代技術に焦点

概要

Innovatex Conferencesは、2026年10月12日から14日にドイツのベルリンで「バイオセ

ンサー＆バイオセンシング技術国際会議」を開催すると発表しました。この会議のテ
ーマは「次世代バイオセンシング技術によるグローバルイノベーションの推進」であ
り、バイオセンサー技術、生物医学工学、分子診断、バイオインフォマティクス、ト

ランスレーショナルバイオテクノロジーの最新イノベーションを探求します。ウェア
ラブルセンサー、POCT、ナノテクノロジー、AI統合といった主要なセッションテーマ
が設けられており、研究者、エンジニア、産業界のリーダーが一同に会し、最新の研

究と応用について議論する重要な機会となります。

公開日 2026年07月31日  Innovatex Conferences  ドイツ



詳細

主要成果

Innovatex Conferencesは、2026年10月12日から14日にかけてドイツのベルリンで「バ
イオセンサー＆バイオセンシング技術国際会議」を開催することを発表しました。この
会議のメインテーマは「次世代バイオセンシング技術によるグローバルイノベーション
の推進」であり、バイオセンサー技術の最先端を探求し、生物医学工学、分子診断、バ
イオインフォマティクス、トランスレーショナルバイオテクノロジーといった関連分野
との融合に焦点を当てます。これは、学術界と産業界の専門家が協力し、未来のヘルス
ケアと診断ソリューションを形作るための重要なプラットフォームとなるでしょう。

技術・臨床詳細

会議では、バイオセンシング技術の多様な側面における最新のブレークスルーが議論さ
れます。主要なセッションテーマには以下のものが含まれます。

ウェアラブルセンサー: 継続的な生体モニタリングを可能にし、慢性疾患管理、フィ
ットネス追跡、予防医療において重要な役割を果たします。

ポイントオブケア診断 (POCT): 医療現場や遠隔地で迅速かつ正確な診断を可能にす
る小型化されたデバイスに焦点を当てます。

ナノテクノロジー: センサーの感度、選択性、小型化を向上させるためのナノ材料お
よびナノ構造の応用を探求します。

AI統合: 人工知能と機械学習をバイオセンサーのデータ解析に組み込むことで、診断
精度を高め、新たなバイオマーカーの発見を可能にします。

電気化学バイオセンサー: 高感度、低コスト、小型化が可能な電気化学的手法を用い
たセンサーの進歩について議論します。

光学バイオセンサー: 光学的原理（例：蛍光、プラズモン共鳴）に基づく高精度でリ
アルタイムな検出技術に焦点を当てます。

これらの技術は、疾患の早期診断、個別化医療、環境モニタリングなど、幅広い分野で
の応用を目指しています。



背景・業界文脈

バイオセンサー技術は、医療診断、環境科学、食品安全保障といった分野で不可欠なツ
ールとしてその重要性を増しています。世界のバイオセンサー市場は、慢性疾患の増
加、高齢化社会、予防医療への需要の高まりを背景に、急速な成長を続けています。特
に、AIやIoT（モノのインターネット）技術との融合は、バイオセンサーが収集する膨
大なデータをリアルタイムで解析し、臨床的に意味のある情報へと変換する能力を飛躍
的に向上させています。ベルリンで開催されるこの国際会議は、ヨーロッパの中心でこ
れらの進歩を共有し、国際的な共同研究と産業協力の機会を促進するための戦略的な場
となります。

今後の展望

Innovatex Conferencesの「バイオセンサー＆バイオセンシング技術国際会議」は、バイ
オセンサー分野における次なるイノベーションを触発し、その応用範囲をさらに拡大す
る上で重要な役割を果たすでしょう。特に、AIと統合されたウェアラブルPOCTデバイ
スの進化は、医療アクセスの向上と疾患の超早期診断に貢献し、患者の予後を大幅に改
善する可能性があります。会議で議論される最新の技術的ブレークスルーは、研究者に
は新たな研究テーマの着想を、企業には市場をリードする新製品開発の機会を、そして
投資家には成長著しいヘルスケア技術分野への投資機会を提供するものとなります。こ
のイベントは、未来の診断と健康管理の基盤を築く上で不可欠なものとなるでしょう。

元記事: https://innovatexconference.com/biosensors/

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://innovatexconference.com/biosensors/


#15 FDA、DexcomのOTC連続血糖測定システム「Stelo」
を2歳以上の非インスリン使用者向けに承認

概要

米国FDAは、Dexcomの連続血糖測定（CGM）システム「Stelo」を、2歳以上のインス
リン非使用者向けに初めて市販薬（OTC）として承認しました。これは、成人向け承
認に続くもので、CGM技術のアクセシビリティを大幅に向上させます。これにより、

糖尿病予備軍やライフスタイル管理を重視する人々が、医師の処方なしにリアルタイ
ムの血糖データを得ることが可能になります。今回の承認は、CGMが単なる糖尿病管
理ツールから、より広範な健康・ウェルネス分野へと拡大する重要な一歩となりま

す。

公開日 2026年07月23日  Prime Therapeutics - Portal  アメリカ



詳細

主要成果

米国食品医薬品局（FDA）は2026年7月23日、Dexcom社の連続血糖測定（CGM）シス
テム「Stelo」を、2歳以上のインスリン非使用者向けの市販薬（OTC）として初めて承
認しました。これにより、医師の処方箋なしにこの革新的な血糖モニタリング技術を利
用できるようになり、特に若年層の糖尿病予備軍や健康意識の高い人々にとって、血糖
値管理の新たな選択肢が提供されます。

技術・臨床詳細

Stelo Glucose Biosensor Systemは、皮下に挿入する小型センサーを通じてリアルタイム
で血糖値を測定し、スマートフォンアプリにデータを送信します。本デバイスは、既に
成人向けのOTC使用で承認されており、今回の承認により対象年齢が2歳以上に拡大さ
れました。インスリン療法を行っていない個人を対象としているため、主に生活習慣病
のリスク管理、運動時のパフォーマンス最適化、または一般的な健康管理目的での利用
が想定されます。これにより、ユーザーは血糖値の変動パターンを把握し、食事や運
動、ストレスが血糖値に与える影響を直接的に理解できるようになります。

背景・業界文脈

これまでCGMシステムは主にインスリン依存性糖尿病患者の厳格な血糖管理のために処
方されてきましたが、非侵襲的または低侵襲的な血糖測定の需要は高まっていました。
Dexcom SteloのOTC承認は、CGM技術がより広範な消費者市場に浸透するための重要な
マイルストーンです。競合他社もこの市場に参入しており、利便性、精度、コスト効率
の面で競争が激化すると予想されます。本承認は、CGM技術の進化と、デジタルヘルス
ケアおよびパーソナライズドヘルス管理のトレンドを強く反映しています。

今後の展望

今回の承認により、Steloは小児および成人を問わず、インスリンを使用しない幅広い層
への普及が期待されます。将来的には、CGMデータとAIを活用したパーソナライズされ
た健康指導プラットフォームとの連携がさらに進み、糖尿病の予防や早期介入に貢献す
る可能性を秘めています。また、非インスリン使用者の長期的な血糖トレンドデータを
蓄積することで、新たな疾患リスク評価や公衆衛生政策への応用も期待されます。



元記事: https://www.primetherapeutics.com/trending-topics-drug-approvals-july-2026

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.primetherapeutics.com/trending-topics-drug-approvals-july-2026


#16 カリフォルニア大学サンディエゴ校、非侵襲的に血
糖・乳酸を測定するスマートリング「CHARM Ring」を開
発

概要

カリフォルニア大学サンディエゴ校の研究者らは、皮膚からの受動的な体液抽出と電

気化学センサーを組み合わせ、血糖値と乳酸値を含む最大4つの生体マーカーを非侵襲
的にモニタリングできるプロトタイプ「CHARM Ring」を開発しました。このスマー
トリングは、従来の生体物理学的パラメータ測定に留まらず、代謝、栄養、運動にお

ける化学物質の直接分析を可能にします。Nature Communications誌で発表されたこ
の技術は、ウェアラブルデバイスの新たな可能性を切り開き、個人の健康管理をより
精密にすることを目指します。

公開日 2026年07月31日  AboutRun  アメリカ



詳細

主要成果

カリフォルニア大学サンディエゴ校の研究チームは、皮膚から体液を非侵襲的に抽出
し、最大4種類の生体マーカー（血糖値や乳酸値など）を同時にモニタリングできるプ
ロトタイプ「CHARM Ring」を開発しました。この画期的なスマートリングは、ウェア
ラブルデバイスにおける化学物質の直接分析という新たなフロンティアを開拓し、代
謝、栄養、運動状態のリアルタイムな把握を可能にします。

技術・臨床詳細

CHARM Ringは、その名の通り指輪型のデバイスであり、針を使わずに皮膚の表面から
微量の間質液をパッシブに抽出する独自のメカニズムを採用しています。この抽出され
た体液は、リングに搭載された複数の電気化学センサーによって分析され、高感度かつ
特異的にグルコース、乳酸、その他の生体マーカーを検出します。研究チームは、この
技術が従来のウェアラブルデバイスが測定してきた心拍数や歩数といった生体物理学的
データを超え、体の化学的状態を直接的に反映するデータを提供することに注力しまし
た。これにより、例えばアスリートは運動中の乳酸蓄積をリアルタイムで把握し、糖尿
病患者は食事の影響をより正確にモニタリングすることが可能になります。

背景・業界文脈

ウェアラブルデバイス市場は近年急速に成長していますが、その多くは活動量計や心拍
計など、主に生体物理学的データの測定に限定されていました。化学物質を非侵襲的
に、かつ継続的に測定できる技術は、長年の研究課題であり、その実現はウェアラブル
ヘルスケアの真のパーソナライゼーションを可能にする鍵とされてきました。CHARM

Ringの技術は、この課題に対する有望なソリューションを提供するものです。特に、連
続血糖測定（CGM）の需要が高まる中、針を必要としない非侵襲的なアプローチは、患
者の負担を軽減し、より広範なユーザー層への普及を促す可能性があります。



今後の展望

Nature Communications誌に2026年7月23日付で発表されたこの研究は、CHARM Ringが
まだプロトタイプ段階であることを示していますが、そのポテンシャルは計り知れませ
ん。研究チームは、デバイスの小型化、バッテリー寿命の延長、および測定可能な生体
マーカーの種類を増やすことに注力する予定です。将来的には、この技術が糖尿病管
理、アスリートのパフォーマンス向上、栄養状態の最適化、さらには疾患の早期発見と
いった幅広いヘルスケア分野で利用されることが期待されます。これにより、個人の健
康データに基づいてカスタマイズされた医療介入やライフスタイルアドバイスを提供す
る「プレシジョンヘルス」の実現が加速するでしょう。

元記事: https://aboutrun.com/smart-ring-glucose-lactate-monitoring/

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://aboutrun.com/smart-ring-glucose-lactate-monitoring/


#17 ロシュ、アルツハイマー病診断薬「Elecsys
pTau217」と結核検査薬「Elecsys IGRA TB」がEU CEマー
クを取得

概要

ロシュは、アルツハイマー病診断を目的とした血液検査薬「Elecsys pTau217」と、潜

在性結核感染症検出用の「Elecsys IGRA TB」が欧州連合（EU）のCEマーク認証を取得
したと発表しました。この承認により、特にElecsys pTau217は、これまで困難だった
早期アルツハイマー病の診断を、より簡便で低侵襲な血液検査で可能にします。ロシ

ュの診断薬部門は、為替変動の影響を除けば上半期売上高が3%増と堅調に推移してお
り、これらの新製品がさらなる成長を牽引すると期待されます。

公開日 2026年07月23日  GlobeNewswire  スイス



詳細

主要成果

ロシュは2026年上半期決算報告において、診断薬部門が堅調な成長を続ける中、アルツ
ハイマー病の早期診断を可能にする血液検査薬「Elecsys pTau217」と、潜在性結核感染
症を検出する「Elecsys IGRA TB」の2製品が欧州連合（EU）のCEマーク認証を取得した
ことを発表しました。この認証は、これらの診断薬がEU市場で販売される上で必要な安
全性、健康、環境保護の基準を満たしていることを示します。

技術・臨床詳細

「Elecsys pTau217」は、血液中のリン酸化タウ217タンパク質を測定することで、アル
ツハイマー病の病理学的変化を早期に検出するものです。従来の脳画像診断や脳脊髄液
検査に比べて、はるかに簡便で低侵襲な採血のみで検査が可能となるため、早期のスク
リーニングや診断精度向上に大きく貢献すると期待されます。特に、病状が進行する前
に介入できる可能性が高まる点で、アルツハイマー病治療のパラダイムを変える潜在力
を持っています。一方、「Elecsys IGRA TB」は、潜在性結核感染症（LTBI）を検出する
ための血液検査であり、結核のコントロールにおいて重要な役割を果たします。

背景・業界文脈

アルツハイマー病の診断は、その複雑な病理と診断手法の侵襲性から、長らく課題とさ
れてきました。Elecsys pTau217のような高感度な血液バイオマーカーの登場は、診断プ
ロセスを効率化し、より多くの患者が早期に診断を受け、適切なケアや治験に参加する
機会を増やすことを意味します。また、潜在性結核感染症は世界的な公衆衛生上の課題
であり、Elecsys IGRA TBのような信頼性の高い検査は、感染拡大の防止に不可欠です。
ロシュの診断薬部門は、為替変動の影響を除く恒常為替レートベースで上半期売上高が
3%増加しており、免疫診断、臨床化学、病理学、分子診断ソリューションがこの成長
を牽引しました。これらの新製品の承認は、同社の診断薬ポートフォリオをさらに強化
し、市場における競争優位性を高めるものです。



今後の展望

CEマーク取得により、ロシュはEU諸国でElecsys pTau217とElecsys IGRA TBの販売を本
格化できます。特にアルツハイマー病診断におけるブレークスルーは、世界的な課題解
決に大きく貢献する可能性を秘めています。より広くアクセス可能な診断ツールは、新
たな治療法の開発や臨床試験の被験者選定にも影響を与え、ひいては医療経済全体にポ
ジティブな影響をもたらすでしょう。ロシュは、肥満治療薬候補であるenicepatideと
petrelintideの良好な第II相結果やFDA優先審査指定など、診断薬以外のパイプラインで
も進展を見せており、多角的な事業展開で今後の成長を目指します。

元記事: https://www.globenewswire.com/news-release/2026/7/23/3331865/0/en/ad-hoc-

announcement-pursuant-to-art-53-lr-roche-s-strong-momentum-continues-in-the-first-half-of-2026-

delivering-6-sales-growth-at-constant-exchange-rates-2-in-chf-due-to-the-signi.html

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.globenewswire.com/news-release/2026/7/23/3331865/0/en/ad-hoc-announcement-pursuant-to-art-53-lr-roche-s-strong-momentum-continues-in-the-first-half-of-2026-delivering-6-sales-growth-at-constant-exchange-rates-2-in-chf-due-to-the-signi.html
https://www.globenewswire.com/news-release/2026/7/23/3331865/0/en/ad-hoc-announcement-pursuant-to-art-53-lr-roche-s-strong-momentum-continues-in-the-first-half-of-2026-delivering-6-sales-growth-at-constant-exchange-rates-2-in-chf-due-to-the-signi.html
https://www.globenewswire.com/news-release/2026/7/23/3331865/0/en/ad-hoc-announcement-pursuant-to-art-53-lr-roche-s-strong-momentum-continues-in-the-first-half-of-2026-delivering-6-sales-growth-at-constant-exchange-rates-2-in-chf-due-to-the-signi.html


#18 DNAナノテクノロジーとCRISPR-Casシステムを統合
した核酸バイオセンサー、がんリキッドバイオプシーの感
度を向上

概要

ACS Sensors誌に掲載されたレビュー論文は、DNAナノテクノロジーとCRISPR-Casシス

テムを統合した核酸ベースのバイオセンサーが、がんリキッドバイオプシーにおける
低存在量バイオマーカー（miRNA、ctDNA、mRNA）の高感度検出に革命をもたらす
可能性を強調しています。この技術は、分析感度だけでなく、臨床的堅牢性と実用性

への移行が重要であると指摘。微細流体統合、AI支援データ分析、治療診断用ナノ構
造の活用が、がんの精密治療診断学を推進すると述べています。

公開日 2026年07月23日  ACS Sensors - ACS Publications  アメリカ



詳細

主要成果

ACS Sensors誌に掲載された最新のレビュー論文は、DNAナノテクノロジーとCRISPR-

Casシステムを融合させた核酸バイオセンサーが、がんのリキッドバイオプシーにおけ
る低存在量バイオマーカー（マイクロRNA、循環腫瘍DNA、メッセンジャーRNAなど）
の検出感度を劇的に向上させる可能性を詳述しています。この革新的なアプローチは、
がんの早期発見、精密診断、および個別化された治療戦略に新たな道を開くと期待され
ています。

技術・臨床詳細

このレビューでは、核酸ベースのバイオセンサーがいかにDNAナノ構造の自己集合能力
を利用して、特定の標的核酸を認識し、CRISPR-Casシステムの高い特異性と増幅能力に
よって微量のバイオマーカーでも検出できるかについて解説されています。CRISPR-Cas
システムは、その配列特異的な切断活性により、バックグラウンドノイズを低減し、タ
ーゲット信号を増幅することで、極めて低い濃度のバイオマーカーでも高感度に検出す
ることが可能です。これにより、血液や尿などの体液サンプルから、疾患の兆候となる
がん特異的核酸を効率的に捕捉し、迅速かつ正確な分析が期待されます。本技術は、単
なる分析感度の向上だけでなく、実際の臨床現場での堅牢性、再現性、スケーラビリテ
ィを重視しており、微細流体デバイスへの統合やAIによるデータ解析、さらには治療薬
送達機能を持つ治療診断用ナノ構造との組み合わせによる発展が模索されています。

背景・業界文脈

がんの早期発見と精密な個別化医療は、患者の予後を大きく改善するための最重要課題
です。リキッドバイオプシーは、侵襲性の低い採血だけでがん関連バイオマーカーを検
出できるため、従来の組織生検に代わる、あるいは補完する画期的な手法として注目さ
れています。しかし、体液中のバイオマーカーは通常、濃度が非常に低いため、高感度
かつ特異的な検出技術の開発が不可欠でした。DNAナノテクノロジーとCRISPR-Casシス
テムの組み合わせは、この課題を克服するための強力なツールとして位置づけられてい
ます。この分野の研究は世界中で活発に行われており、基礎研究から臨床応用への橋渡
しが加速しています。



今後の展望

DNAナノテクノロジーとCRISPR-Casシステムを統合した核酸バイオセンサーは、がんの
精密治療診断学（Theranostics）の未来を形作る上で極めて重要な役割を果たすと予測
されます。今後の研究は、センサーのさらなる小型化と自動化、多重検出能力の向上、
および臨床サンプルの多様性に対応するためのロバスト性の確立に焦点を当てるでしょ
う。これにより、がんのスクリーニング、早期診断、治療効果モニタリング、および再
発監視において、より迅速かつ非侵襲的なソリューションが提供され、最終的には患者
一人ひとりに最適化された治療戦略の実現に貢献する可能性を秘めています。また、マ
イクロフルイディクスとの統合は、より複雑なサンプル前処理と分析を単一チップ上で
行うことを可能にし、診断ワークフローの効率化にも寄与するでしょう。

元記事: https://pubs.acs.org/doi/10.1021/acssensors.6c01673

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubs.acs.org/doi/10.1021/acssensors.6c01673


#19 microfluidics市場、2030年までに372億ドルへ成長：
POCTと個別化医療が牽引

概要

本記事はMenafnが発行した市場調査レポートの概要紹介です。世界マイクロフルイデ
ィクス市場は2030年までに372億ドルに達すると予測されており、CAGRは公表されて
いません。この成長は、主にポイントオブケア診断（POCT）と個別化医療に対する需

要の高まりによって牽引されています。ポリマーは、費用対効果と生体適合性から主
要な材料として位置づけられています。

公開日 2026年07月23日  Menafn  国際



詳細

本記事はMenafnが発行した市場調査レポートの概要紹介です。

レポート概要

この市場調査レポートは、世界のマイクロフルイディクス市場の現状と将来予測を分析
しています。調査対象市場には、医療診断、製薬研究、およびライフサイエンス分野が
含まれており、地域的には北米、欧州、アジア太平洋、中南米、中東・アフリカといっ
た主要地域を網羅しています。調査期間は、過去のデータから将来の予測まで、詳細な
分析を提供しています。

主要な調査結果

レポートによると、世界のマイクロフルイディクス市場は2030年までに372億ドル規模
に達すると予測されています。この大幅な成長は、ポイントオブケア診断（POCT）お
よび個別化医療の進展に対する強い需要によって主に推進されています。POCTは、迅
速で現場での診断を可能にし、慢性疾患や感染症の管理においてその重要性が増してい
ます。また、個別化医療の台頭は、患者固有のニーズに合わせた診断・治療法の開発を
促進し、マイクロフルイディクス技術の応用範囲を拡大しています。材料別では、ポリ
マーがその費用対効果と優れた生体適合性により、市場をリードする材料となっていま
す。エンドユーザー別では、病院および診断センターが最も急速な成長を遂げると見込
まれており、効率的で迅速な検査ソリューションの需要が背景にあります。

発行会社について

Menafnは、中東・アフリカ地域を中心としたビジネス、金融、経済ニュースを提供す
る情報プラットフォームです。市場調査レポートの配信も行っており、グローバル市場
に関する多岐にわたる分析と洞察を提供しています。

元記事: https://menafn.com/1111435941/Microfluidics-Market-To-Reach-372-Billion-By-2030-Driven-

By-Point-Of-Care-Diagnostics-And-Personalized-Medicine

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://menafn.com/1111435941/Microfluidics-Market-To-Reach-372-Billion-By-2030-Driven-By-Point-Of-Care-Diagnostics-And-Personalized-Medicine
https://menafn.com/1111435941/Microfluidics-Market-To-Reach-372-Billion-By-2030-Driven-By-Point-Of-Care-Diagnostics-And-Personalized-Medicine


#20 Trinity BiotechとLatch Medicalが提携：リアルタイ
ム代謝データで糖尿病・肥満の精密治療開発へ

概要

Trinity Biotech plcはLatch Medical Ltd.と提携し、TrinityのCGM+ウェアラブルバイオセ
ンサープラットフォームからのデータとLatch Medicalの薬剤送達技術を統合すると発
表しました。この提携の目的は、リアルタイムの代謝データに基づいて治療薬の送達

を最適化し、糖尿病、肥満、その他の代謝性疾患向けの精密治療ソリューションを開
発することです。これにより、患者一人ひとりの生理状態に応じた、より効果的かつ
個別化された治療法の提供が期待されます。

公開日 2026年07月23日  BioWorld  国際



詳細

主要成果

Trinity Biotech plcとLatch Medical Ltd.は、両社の技術を組み合わせる戦略的提携を発表
しました。具体的には、Trinity Biotechのウェアラブルバイオセンサープラットフォーム
「CGM+」から得られるリアルタイムの代謝データと、Latch Medicalの革新的な薬剤送
達技術を統合することで、糖尿病、肥満、その他の代謝性疾患に対する精密治療ソリュ
ーションの開発を目指します。この連携により、個々の患者の生理状態に合わせた薬剤
送達の最適化が可能となります。

技術・臨床詳細

Trinity BiotechのCGM+プラットフォームは、連続血糖モニタリングなどのウェアラブル
バイオセンサー技術を活用し、患者の代謝状態に関する詳細なリアルタイムデータを提
供します。一方、Latch Medicalは、効率的かつ制御された薬剤送達を可能にする先進的
な技術を有しています。この提携では、CGM+で収集された血糖値、乳酸、その他の代
謝物に関するリアルタイムデータを基に、Latch Medicalの薬剤送達システムが、最適な
タイミングと量で治療薬を供給する「クローズドループシステム」の構築を目指すと考
えられます。これにより、患者の体内で生じる微細な変化に即座に対応し、過剰投与や
不足といった問題を軽減しつつ、治療効果を最大化することが期待されます。

背景・業界文脈

糖尿病や肥満といった代謝性疾患は、世界中で患者数が増加しており、個別化された治
療の必要性が高まっています。従来の治療法では、患者の生活習慣や生理状態の変動に
柔軟に対応することが難しく、治療効果のばらつきや副作用のリスクが課題となってい
ました。リアルタイムの生体データに基づいた精密医療の実現は、これらの課題を克服
する鍵とされています。ウェアラブルバイオセンサーの進化と、スマートな薬剤送達技
術の融合は、この分野の長年の目標であり、今回の提携はその実現に向けた大きな一歩
と言えます。デジタルヘルスと精密医療のトレンドは、このような革新的なソリューシ
ョンの開発を後押ししています。



今後の展望

Trinity BiotechとLatch Medicalの提携は、糖尿病、肥満、その他の代謝性疾患の治療に
革命をもたらす可能性を秘めています。リアルタイムの代謝データを活用した精密治療
の開発は、患者のQOL（生活の質）を向上させるだけでなく、医療費の削減にも貢献す
ると期待されます。今後は、共同開発を通じて、プロトタイプの実用化、臨床試験の実
施、規制当局への承認申請などがマイルストーンとなるでしょう。将来的には、この技
術が多様な慢性疾患に応用され、真にパーソナライズされた医療の実現を加速する可能
性を秘めています。

元記事: https://www.bioworld.com/articles/732860-other-news-to-note-for-july-23-2026

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.bioworld.com/articles/732860-other-news-to-note-for-july-23-2026


#21 PNAS誌で発表：遺伝子操作植物が土壌中の利用可能
硝酸塩を定量モニタリングするバイオセンサーに

概要

米国科学アカデミー紀要（PNAS）誌に掲載された研究で、遺伝子操作されたシロイヌ
ナズナが土壌中の利用可能な硝酸塩を定量的かつ長期的にモニタリングできる環境バ
イオセンサーとして開発されました。この植物センサーは、モジュラープロモーター

設計とレシオメトリック正規化という革新的なアーキテクチャを採用しており、農業
生態系における多様な栄養素、代謝物、または環境シグナルを検出するための基盤を
提供します。これにより、精密農業における肥料管理の最適化に大きな進歩が期待さ

れます。

公開日 2026年07月23日  PNAS  国際



詳細

主要成果

米国科学アカデミー紀要（PNAS）の最新号に掲載された画期的な研究は、遺伝子操作
されたモデル植物であるシロイヌナズナ（*A. thaliana*）を、土壌中の利用可能な硝酸
塩を定量的かつ長期的にモニタリングするための環境バイオセンサーとして成功裏に開
発したと報告しています。この「センチネルプラント」は、農業分野における精密な栄
養管理に革命をもたらす可能性を秘めています。

技術・臨床詳細

開発された植物バイオセンサーは、モジュラープロモーター設計とレシオメトリック正
規化という二つの主要な技術的特徴を備えています。モジュラープロモーター設計によ
り、特定の環境刺激（この場合は硝酸塩）に反応して蛍光タンパク質などのレポーター
遺伝子を発現させることが可能です。レシオメトリック正規化は、二つの異なる波長の
蛍光シグナルを比較することで、環境変動や測定誤差の影響を打ち消し、より信頼性の
高い定量的測定を保証します。これにより、研究者らは土壌中の硝酸塩濃度をリアルタ
イムかつ高精度で把握できるようになりました。このセンサーは、従来の土壌分析手法
に比べて、より連続的で、局所的な環境情報を取得できるという利点があります。この
アーキテクチャは、硝酸塩だけでなく、他の栄養素、代謝物、病原体などの多様な環境
シグナルを検出するために植物を適応させるための汎用的なフレームワークを提供しま
す。

背景・業界文脈

現代農業においては、作物生産性の最大化と環境負荷の最小化が喫緊の課題となってい
ます。特に、窒素肥料の過剰使用は、地下水汚染や温室効果ガス排出の原因となり、環
境問題を引き起こしています。しかし、作物が必要とする硝酸塩の量を正確に把握する
ことは困難であり、これまでは経験則やサンプリングに基づく分析に頼ることが多かっ
たため、非効率的でした。植物自身をセンサーとして活用するこのアプローチは、土壌
の複雑な環境下で直接的に利用可能な栄養素を「感知」させることで、肥料の精密な管
理を可能にし、持続可能な農業実践への道を拓きます。これは、スマート農業、IoT農
業といった分野における重要な進展と位置づけられます。



今後の展望

この遺伝子操作植物バイオセンサーの開発は、農業生態系におけるリアルタイム環境モ
ニタリングの新たな時代を告げるものです。将来的には、この技術が商用作物に応用さ
れ、農家が肥料の投入量を最適化することで、生産コストの削減、収穫量の増加、そし
て環境フットプリントの低減を実現できる可能性を秘めています。また、気候変動や土
壌劣化といった地球規模の課題に対処するためのツールとしても期待されます。研究は
今後、センサーの安定性、作物の広範な種類への適用性、およびフィールド条件下での
長期的なパフォーマンス評価に焦点を当てて進められるでしょう。これにより、農業の
効率性と持続可能性を両立させるための革新的なソリューションが提供されることにな
ります。

元記事: https://www.pnas.org/doi/10.1073/pnas.2609666123

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.pnas.org/doi/10.1073/pnas.2609666123


#22 ACS Applied Electronic Materials誌：高導電性・耐
凍結性ハイドロゲルが多機能ウェアラブルセンサーに革新
をもたらす

概要

ACS Applied Electronic Materials誌に掲載された研究で、ポリビニルアルコールとタン

ニン酸骨格を塩化カルシウム処理で強化した、高導電性かつ耐凍結性を持つPBTCハイ
ドロゲルが開発されました。このハイドロゲルは、優れた歪み感度と信頼性の高い乳
酸検出能力を示し、多機能ウェアラブルセンサーに高い汎用性を提供します。特に、

汗モニタリングや高性能歪みセンサーといった用途において、電気化学的安定性と耐
久性が注目され、次世代ウェアラブルデバイスの基盤材料となる可能性を秘めていま
す。

公開日 2026年07月23日  ACS Applied Electronic Materials  アメリカ



詳細

主要成果

ACS Applied Electronic Materials誌の最新号に発表された研究は、ポリビニルアルコー
ルとタンニン酸骨格を塩化カルシウム処理で強化した、高導電性で耐凍結性に優れた新
型ハイドロゲル「PBTCハイドロゲル」の開発を報告しています。この革新的な材料は、
優れた歪み（ひずみ）感度と信頼性の高い乳酸検出能力を兼ね備え、多機能ウェアラブ
ルセンサーへの応用において大きな可能性を示しています。

技術・臨床詳細

開発されたPBTCハイドロゲルは、そのユニークな組成と製造プロセスにより、従来のハ
イドロゲル材料が抱えていた課題を克服しています。ポリビニルアルコール（PVA）と
タンニン酸（TA）の組み合わせに塩化カルシウム（CaCl₂）処理を施すことで、材料の
機械的強度、電気伝導性、そして特に低温環境下での安定性が大幅に向上しました。こ
のハイドロゲルは、皮膚の動きや体の変形を正確に捉える高い歪み感度（ひずみゲージ
係数）を示し、例えば関節の曲げ伸ばしや筋肉の収縮をリアルタイムでモニタリングす
ることが可能です。さらに、発汗に含まれる乳酸を電気化学的に高精度で検出する能力
も実証されており、アスリートの疲労度管理や代謝状態のモニタリングといった生体化
学的な用途にも適しています。この電気化学的安定性と耐久性は、過酷な使用環境や長
期的な利用が想定されるウェアラブルデバイスにおいて極めて重要な特性です。

背景・業界文脈

ウェアラブルセンサー市場は、スポーツ、ヘルスケア、医療診断など多岐にわたる分野
で急速に拡大しています。しかし、現在のウェアラブルデバイスで使用されるセンサー
材料は、柔軟性、耐久性、生体適合性、そして特に低温環境下での性能維持に関して課
題を抱えていました。ハイドロゲルは、その柔らかさや生体適合性からウェアラブルセ
ンサーへの応用が期待されてきましたが、機械的強度の不足や凍結による性能劣化が実
用化の障壁となっていました。PBTCハイドロゲルの開発は、これらの課題に対する画期
的な解決策を提示するもので、次世代のウェアラブルデバイス、特にリアルタイムで生
体信号と化学物質を同時にモニタリングできる多機能センサーの開発を加速させるもの
です。



今後の展望

高導電性かつ耐凍結性を持つPBTCハイドロゲルの開発は、ウェアラブルセンサー技術の
進化に大きな影響を与えるでしょう。この材料は、単一のデバイスで身体の動きと汗中
の生体マーカーを同時に、かつ過酷な条件下でも安定して測定できる能力を持つため、
スポーツ科学におけるパフォーマンスモニタリング、医療現場での患者モニタリング、
さらには遠隔医療や予防医療における応用が期待されます。今後、研究は、ハイドロゲ
ルのさらなる最適化、長期的な生体適合性評価、および実際の製品への統合に向けたス
ケーラビリティの検証に焦点が当てられるでしょう。これにより、個人の健康管理をよ
り精密で快適にする、真にインテリジェントなウェアラブルデバイスの実現が加速する
可能性があります。

元記事: https://pubs.acs.org/doi/10.1021/acsaelm.6c00992

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubs.acs.org/doi/10.1021/acsaelm.6c00992


#23 Labman、EU資金のELEVATEプロジェクトで次世代
POCT HPVスクリーニングデバイスを開発：14型HPVと2
種バイオマーカーを迅速検出

概要

Labman社は、EU資金提供のELEVATEプロジェクトの一環として、次世代ポイントオブ

ケア（POCT）HPVスクリーニングデバイスを開発しました。このコンパクトでポータ
ブルな機器は、マイクロ流体「ラボオンチップ」技術を利用し、14種類のHPV株と2種
類のプロテオミクスバイオマーカーを迅速、低コスト、かつ容易に解釈可能な結果で

検出します。この革新的なデバイスは、特に医療アクセスが困難な地域における子宮
頸がんスクリーニングの改善に不可欠なものとなるでしょう。

公開日 2026年07月23日  News-Medical.net  イギリス



詳細

主要成果

英国のLabman社は、欧州連合（EU）が資金提供するELEVATEプロジェクトの枠組み
で、ヒトパピローマウイルス（HPV）スクリーニングのための次世代ポイントオブケア
（POCT）診断機器を開発しました。このコンパクトでポータブルなデバイスは、マイ
クロ流体「ラボオンチップ」技術を駆使し、14種類のHPV株と2種類のプロテオミクス
バイオマーカーを迅速、低コスト、かつ非専門家でも容易に解釈できる形で検出するこ
とを可能にします。

技術・臨床詳細

開発されたPOCTデバイスは、高度なマイクロ流体技術を一つの小型チップに統合する
ことで、複雑なラボ検査を簡素化します。この「ラボオンチップ」システムは、検体前
処理、PCRによる核酸増幅、および検出といった複数のステップを自動化し、数分から
数十分で結果を提供します。具体的なターゲットは、子宮頸がんの主要な原因となる14

種類の高リスク型HPVと、がん化の進行を示す2種類のプロテオミクスバイオマーカー
です。これにより、単にHPV感染の有無だけでなく、将来的な子宮頸がん発症リスクま
で評価できる精度と情報量を提供します。ポータビリティと使いやすさが重視されてお
り、遠隔地や医療インフラが不十分な地域でも、訓練を受けた医療従事者が容易に運用
できる設計となっています。

背景・業界文脈

子宮頸がんは、早期発見と適切な治療により予防可能な疾患であるにもかかわらず、特
に低・中所得国において依然として高い罹患率と死亡率を示しています。これは、従来
の細胞診（パップテスト）やHPV検査が高価であり、専門的なインフラや trained staff

が必要なため、スクリーニングが普及しにくいことが一因です。ELEVATEプロジェクト
のような取り組みは、世界保健機関（WHO）が推進する子宮頸がん撲滅戦略と軌を一
にするもので、手頃な価格でアクセスしやすい診断ツールの開発が緊急の課題とされて
います。Labmanのデバイスは、このニーズに応え、公衆衛生の改善に大きく貢献する
可能性を秘めています。



今後の展望

この次世代POCT HPVスクリーニングデバイスの登場は、子宮頸がんの予防と管理にお
いて大きなゲームチェンジャーとなることが期待されます。EUの資金援助を受けたこの
プロジェクトは、デバイスの実用化とグローバルな展開を目指しています。今後、デバ
イスのさらなる臨床検証と、規制当局への承認申請が進められるでしょう。将来的に
は、この技術が開発途上国を含む世界中の僻地や医療リソースが限られた地域に導入さ
れることで、子宮頸がんによる死亡率を大幅に削減し、より多くの女性が早期診断の恩
恵を受けられるようになる可能性があります。また、POCTの成功例として、他の感染
症や非感染性疾患のスクリーニングデバイス開発にも影響を与えるでしょう。

元記事: https://www.news-medical.net/whitepaper/20251103/Advancing-public-health-with-a-next-gen-

point-of-care-HPV-screening-device.aspx

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.news-medical.net/whitepaper/20251103/Advancing-public-health-with-a-next-gen-point-of-care-HPV-screening-device.aspx
https://www.news-medical.net/whitepaper/20251103/Advancing-public-health-with-a-next-gen-point-of-care-HPV-screening-device.aspx


#24 アイントホーフェン工科大学の「GlucoPilot」プロジ
ェクト、AI搭載スマートリングとライフスタイルデータで
個別化血糖コーチング

概要

アイントホーフェン工科大学の研究者らが関与する「GlucoPilot」プロジェクトは、AI

を活用した個人向け血糖コーチングシステムを開発しています。このシステムは、非
侵襲型スマートリングを含む連続血糖センサーからのデータに加え、栄養、運動、睡
眠、ストレスに関する情報を統合します。これにより、個人の血糖変動を理解し予測

し、カスタマイズされたライフスタイルアドバイスを提供することで、糖尿病管理と
予防を革新することを目指します。

公開日 2026年07月23日  Eindhoven University of Technology  オランダ



詳細

主要成果

アイントホーフェン工科大学（TU/e）の研究者らが参加する「GlucoPilot」プロジェク
トは、人工知能（AI）を駆使した個人向けの血糖コーチングシステムを開発していま
す。この画期的なシステムは、連続血糖センサー（非侵襲型スマートリングを含む）か
ら得られる血糖データと、栄養、身体活動、睡眠、ストレスといった包括的なライフス
タイル情報を組み合わせることで、個人の血糖変動を正確に理解し予測し、パーソナラ
イズされたアドバイスを提供することを目指します。

技術・臨床詳細

GlucoPilotシステムの中核は、連続血糖センサーからのリアルタイムデータ収集です。
特に注目すべきは、開発中の非侵襲型スマートリングであり、従来の侵襲的な血糖測定
に代わる快適な選択肢を提供します。このセンサーデータは、ユーザーが入力する食事
内容、運動量、睡眠パターン、さらにはストレスレベルといった多角的なライフスタイ
ルデータと統合されます。AIアルゴリズムは、これらの膨大なデータを分析し、個々の
ユーザーの生理学的反応と生活習慣の間の複雑な相互作用を学習します。これにより、
血糖値の急上昇や急降下の原因を特定し、将来の血糖変動を予測することが可能となり
ます。システムは、これらの分析結果に基づき、食事の選択、運動のタイミング、スト
レス管理の方法など、具体的な行動変容を促すカスタマイズされたアドバイスをリアル
タイムで提供します。

背景・業界文脈

糖尿病の有病率は世界中で増加の一途をたどっており、その予防と効果的な管理は公衆
衛生上の喫緊の課題です。従来の糖尿病管理は、一般論的な食事指導や定期的な血糖測
定に依存していましたが、個人の生活習慣や生理学的特性の多様性に対応しきれていま
せんでした。近年、ウェアラブルセンサー技術とAIの進化により、個々のデータに基づ
いた「個別化医療」への関心が高まっています。GlucoPilotプロジェクトは、このトレ
ンドの最前線に位置し、継続的なモニタリングとインテリジェントなコーチングを組み
合わせることで、糖尿病の予防、早期介入、および慢性管理の質を向上させることを目
指しています。非侵襲型センサーの導入は、患者の負担を軽減し、より広範なユーザー
層への普及を促進する上で特に重要です。



今後の展望

GlucoPilotプロジェクトが成功すれば、糖尿病管理のパラダイムを大きく変革する可能
性があります。パーソナライズされたリアルタイムのコーチングは、ユーザーが自身の
健康状態をより主体的に管理し、より健康的なライフスタイルを維持するのに役立つで
しょう。今後は、スマートリング技術のさらなる精度向上と小型化、AIモデルの検証と
最適化、そして大規模な臨床試験を通じてシステムの有効性と安全性を確立することが
主要な目標となります。最終的には、この技術が糖尿病患者だけでなく、糖尿病予備軍
や健康増進を志向する一般の人々にも広く利用され、公衆衛生の改善に大きく貢献する
ことが期待されます。また、血糖値以外の生体マーカーへの応用も視野に入れられ、ウ
ェアラブルデバイスとAIが融合した次世代ヘルスケアソリューションのパイオニアとな
る可能性を秘めています。

元記事: https://www.tue.nl/en/news-and-events/news-overview/31-03-2026-glucopilot-bme-

researchers-help-develop-ai-powered-personal-glucose-coach

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.tue.nl/en/news-and-events/news-overview/31-03-2026-glucopilot-bme-researchers-help-develop-ai-powered-personal-glucose-coach
https://www.tue.nl/en/news-and-events/news-overview/31-03-2026-glucopilot-bme-researchers-help-develop-ai-powered-personal-glucose-coach


#25 Biolinq社の針なし自律型ウェアラブルバイオセンサ
ー「Shine™」、FDA De Novo分類を取得し新カテゴリを
創設

概要

EvoNexusの卒業企業であるBiolinq社は、針を使わない自律型ウェアラブルバイオセン

サー「Shine™」が米国食品医薬品局（FDA）のDe Novo分類を取得したと発表しまし
た。この分類は、このような新規デバイスのための新たな規制カテゴリを創設するも
ので、糖尿病分野を超えて多種類の生体マーカーをセンシングするヘルスケアトラッ

キングへの拡大を計画しています。Shine™は、非侵襲的なモニタリング技術の進展に
おいて画期的な一歩となります。

公開日 2026年07月23日  EvoNexus  アメリカ



詳細

主要成果

EvoNexusの卒業企業であるBiolinq社は、革新的な針なし自律型ウェアラブルバイオセ
ンサー「Shine™」が、米国食品医薬品局（FDA）のDe Novo分類を取得したことを発表
しました。この重要な規制上のマイルストーンは、針を使わないウェアラブルバイオセ
ンサーという新たな医療機器カテゴリを確立するものであり、糖尿病管理を超えた広範
な健康トラッキングへの道を開きます。

技術・臨床詳細

BiolinqのShine™デバイスは、皮膚から微量の間質液を抽出する独自の非侵襲技術を採用
しています。これにより、ユーザーは従来の指穿刺や皮下埋め込み型センサーに比べて
はるかに快適に、連続的に生体マーカーをモニタリングできます。De Novo分類は、新
規性のある低・中リスク医療機器が、既存の分類では不適切な場合に設けられる制度で
あり、Shine™の技術がその独自性と安全性をFDAが認めたことを意味します。現在のと
ころ、デバイスは糖尿病管理における血糖モニタリングに焦点を当てていますが、将来
的には乳酸、尿酸、電解質など、複数の生体マーカーを同時にセンシングするマルチバ
イオマーカープラットフォームへと拡張する計画があります。これにより、アスリート
のパフォーマンス向上、栄養状態のモニタリング、さらには疾患の早期発見といった多
岐にわたるヘルスケア応用が可能になります。

背景・業界文脈

ウェアラブルデバイス市場は急成長を遂げていますが、ほとんどのデバイスは身体活動
や心拍数などの物理的パラメータのモニタリングに限定されていました。化学物質の非
侵襲的かつ継続的なモニタリングは、長年の技術的課題であり、患者の快適性と利便性
を大幅に向上させる可能性を秘めています。特に、糖尿病患者にとって、継続的な血糖
モニタリングは不可欠ですが、侵襲的な手法は負担が大きく、その普及を妨げる一因と
なっていました。BiolinqのShine™は、このギャップを埋めるものであり、患者中心のヘ
ルスケアソリューションに対する業界のニーズに応えるものです。FDAのDe Novo分類
は、この種の技術革新を後押しし、新たな市場機会を創出する上で重要な役割を果たし
ます。



今後の展望

Shine™デバイスのFDA De Novo分類取得は、Biolinqにとって商業化に向けた大きな一歩
となります。今後、同社は市場投入を加速させ、まずは糖尿病管理市場で製品の展開を
進めるでしょう。将来的には、マルチバイオマーカーセンシング機能の実現を目指し、
スポーツ医学、栄養学、予防医療といった幅広い分野で、個人の健康状態をより包括的
に理解するためのツールとしてShine™を位置づける計画です。この針なし技術は、ウェ
アラブルヘルスケアの未来を形作り、より多くの人々が快適かつ継続的に自身の生体デ
ータをモニタリングし、健康を管理する手助けとなる可能性を秘めています。De Novo

分類が創設した新しいカテゴリは、他の企業による同様の技術開発を促進し、非侵襲型
バイオセンサー市場全体の成長を加速させることも期待されます。

元記事: https://evonexus.org/

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://evonexus.org/


#26 ACS Analytical Chemistry誌：マイクロ流体プラット
フォームで乳がん特異的miRNAとタンパク質バイオマー
カーを多重検出

概要

ACS Analytical Chemistry誌に掲載された研究で、乳がん特異的なmiRNAとタンパク質

バイオマーカーをエクソソーム上で多重検出するマイクロ流体チップが開発されまし
た。このプラットフォームは、ALP駆動の化学発光とナノビーコンベースの蛍光という
2つの信号を単一デバイスに統合しており、早期がんスクリーニングと精密診断のため

の有望な「リキッドバイオプシー」アプローチを提供します。これにより、乳がんの
検出精度と効率が大幅に向上することが期待されます。

公開日 2026年07月23日  Analytical Chemistry - ACS Publications  アメリカ



詳細

主要成果

ACS Analytical Chemistry誌に掲載された最新の研究は、乳がん特異的なマイクロRNA

（miRNA）とタンパク質バイオマーカーをエクソソーム上で同時に多重検出できる、革
新的なマイクロ流体チップの開発を報告しています。この複合信号統合プラットフォー
ムは、乳がんの早期スクリーニングと精密診断のための強力な「リキッドバイオプシ
ー」アプローチを提供します。

技術・臨床詳細

開発されたマイクロ流体チップは、従来の単一バイオマーカー検出システムとは異な
り、複数のバイオマーカーを同時に、かつ高感度に検出する能力を有しています。この
チップは、アルカリホスファターゼ（ALP）駆動の化学発光と、ナノビーコンを利用し
た蛍光検出という、メカニズムの異なる2種類の信号経路を単一デバイス内に巧みに統
合しています。これにより、エクソソーム（細胞外小胞）という、がん細胞から分泌さ
れる重要な情報伝達体に含まれる乳がん特異的なmiRNAとタンパク質バイオマーカーを
効率的に捕捉し、高い特異性で検出することが可能です。エクソソームは血液などの体
液中に安定して存在するため、非侵襲的なリキッドバイオプシーにおいて理想的な標的
となります。このマルチモーダルな信号検出により、検出の信頼性と感度が向上し、乳
がんの複雑なバイオマーカープロファイルをより包括的に評価できるようになります。

背景・業界文脈

乳がんは女性にとって最も一般的ながんであり、早期発見と正確な診断が予後を大きく
左右します。しかし、現在のスクリーニング手法（マンモグラフィなど）には限界があ
り、特異性や感度の向上、そして非侵襲的な手法の開発が強く求められています。リキ
ッドバイオプシーは、採血のみでがん関連バイオマーカーを検出できるため、患者の負
担を軽減し、定期的なスクリーニングの実施を容易にする画期的な技術として注目され
ています。複数のバイオマーカーを同時に検出できるマルチプレックス分析は、がんの
異質性に対応し、診断精度を高める上で不可欠です。本研究は、この分野の技術的課題
を克服し、より包括的かつ高感度な診断プラットフォームを提供するものです。



今後の展望

このマイクロ流体チップの開発は、乳がんの早期スクリーニングと精密診断の未来に大
きな影響を与える可能性を秘めています。多重検出能力と非侵襲的な性質は、定期的な
検査の受診率向上に貢献し、がんの早期発見率を向上させるでしょう。今後、研究チー
ムは、このチップのさらなる臨床検証を進め、実際の患者サンプルでの性能評価や、大
規模なコホート研究への適用を目指すと考えられます。将来的には、この技術が乳がん
だけでなく、他のがん種や他の疾患の診断にも応用され、リキッドバイオプシーに基づ
く個別化医療の実現を加速する可能性があります。また、ポイントオブケア診断への統
合も視野に入れられ、医療リソースが限られた環境でも高度な診断が可能となることが
期待されます。

元記事: https://pubs.acs.org/doi/10.1021/acs.analchem.6c02416

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubs.acs.org/doi/10.1021/acs.analchem.6c02416


#27 MedWatch Technologies、グルコース関連の洞察と
ライフコーチングプラットフォーム向けに1500万ドルの
シリーズA資金調達を確保

概要

MedWatch Technologiesは、非侵襲型バイオセンサー技術と統合型ライフスタイルコ

ーチングプラットフォームの開発を加速するため、シリーズAで1500万ドル（約22億
円）の資金調達を確保しました。この資金は、同社の革新的なグルコース関連洞察を
提供するデバイスと、それに対応するデジタル健康ソリューションの市場投入を支援

します。今回の投資は、パーソナライズされた健康管理と予防医療への関心の高まり
を反映しており、デジタルヘルス市場におけるMedWatch Technologiesの成長を加速
させるでしょう。

公開日 2026年07月23日  Cure  アメリカ



詳細

主要成果

MedWatch Technologiesは、非侵襲型バイオセンサーによるグルコース関連の洞察と、
それを統合したライフスタイルコーチングプラットフォームの開発資金として、シリー
ズAで1500万ドル（約22億円）の資金調達に成功しました。この重要な資金注入によ
り、同社は革新的なデジタルヘルスソリューションの市場投入と拡大を加速する体制を
整えます。

技術・臨床詳細

MedWatch Technologiesが開発している非侵襲型バイオセンサーは、針を使うことなく
継続的にグルコースレベルをモニタリングし、ユーザーにリアルタイムの血糖データと
関連する洞察を提供することを目的としています。このデバイスは、単に数値を表示す
るだけでなく、収集したデータを基にパーソナライズされたライフスタイルコーチング
プラットフォームと連携します。プラットフォームは、AIを活用して食事、運動、睡眠
などの生活習慣が血糖値に与える影響を分析し、ユーザーに具体的な改善提案や行動変
容を促すフィードバックを提供します。これにより、ユーザーは自身の代謝状態をより
深く理解し、糖尿病の予防や管理、さらには一般的な健康増進に役立てることができま
す。非侵襲技術は、従来の血糖測定の負担を軽減し、より広範なユーザー層への普及を
可能にします。

背景・業界文脈

近年、健康意識の高まりとテクノロジーの進化により、個別化されたヘルスケアソリュ
ーションへの需要が急増しています。特に、糖尿病や肥満といった生活習慣病の増加
は、継続的なモニタリングと予防介入の必要性を浮き彫りにしています。非侵襲型の連
続血糖モニタリング（CGM）技術は、患者の快適性と利便性を大幅に向上させるため、
この分野の最前線にあります。MedWatch Technologiesへの今回の投資は、デジタルヘ
ルス、ウェアラブルセンサー、AIを活用したコーチングといった、成長著しい分野の融
合を示しています。これにより、同社は、予防医療と個人主導型健康管理のトレンドを
捉え、市場における競争力を強化することが期待されます。



今後の展望

今回の1500万ドルの資金調達は、MedWatch Technologiesが製品開発を加速し、市場へ
の参入を果たす上で不可欠です。この資金は、研究開発の強化、製造能力の拡大、およ
び販売・マーケティング活動に充当される見込みです。将来的には、同社の非侵襲型バ
イオセンサーとライフスタイルコーチングプラットフォームが、糖尿病の予防・管理だ
けでなく、アスリートのパフォーマンス向上、栄養管理、ストレス低減など、幅広いヘ
ルスケア分野で利用されることが期待されます。これにより、ユーザーがより健康的な
生活を送るための強力なツールを提供し、デジタルヘルス市場における主要プレイヤー
としての地位を確立する可能性を秘めています。

元記事: https://wewillcure.com/insights/news/funding-and-models/medtech-venture-funding-tracker

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://wewillcure.com/insights/news/funding-and-models/medtech-venture-funding-tracker


#28 Intelligent Bio Solutions、FDA 510(k)申請に向けサ
イバーセキュリティとソフトウェア審査項目をクリア、米
国市場参入に前進

概要

Intelligent Bio Solutions Inc.は、予定している米国食品医薬品局（FDA）510(k)申請に

先立ち、サイバーセキュリティとソフトウェア関連の全ての審査項目をクリアしたと
発表しました。この重要なマイルストーンは、第三者機関による独立した侵入テスト
の成功に続くもので、同社の「Intelligent Fingerprinting Drug Screening System」の米

国市場参入を大きく前進させます。これにより、同社の薬物スクリーニング技術が安
全性と信頼性の面で高い基準を満たしていることが示されました。

公開日 2026年07月23日  Intelligent Bio Solutions (INBS) News and Media  アメリカ



詳細

主要成果

Intelligent Bio Solutions Inc.（INBS）は、同社が米国食品医薬品局（FDA）に提出を予定
している510(k)申請において、サイバーセキュリティおよびソフトウェア関連の全ての
審査項目を滞りなくクリアしたことを発表しました。この達成は、独立した第三者機関
による厳格な侵入テストに成功した直後のものであり、同社の「 Intelligent

Fingerprinting Drug Screening System」が米国市場に参入するための重要な一歩となり
ます。

技術・臨床詳細

Intelligent Fingerprinting Drug Screening Systemは、指紋から汗を採取し、特定の薬物
代謝産物を検出することで、迅速かつ非侵襲的に薬物使用をスクリーニングする画期的
な技術です。このシステムの核心は、その高い感度と特異性、そして使用の簡便さにあ
ります。今回の発表で特に重要なのは、システムのソフトウェアの堅牢性とサイバーセ
キュリティがFDAの厳しい基準を満たした点です。独立した第三者機関による侵入テス
ト（ペネトレーションテスト）では、潜在的な脆弱性が徹底的に検証され、外部からの
不正アクセスやデータ改ざんのリスクがないことが確認されました。これは、医療診断
デバイスにおいて患者データのプライバシーとシステムの信頼性を確保する上で極めて
重要であり、FDAの承認プロセスにおいて必須要件とされています。

背景・業界文脈

薬物乱用スクリーニングは、雇用前検査、職場での定期検査、法執行機関、および医療
現場など、さまざまな分野で重要な役割を果たしています。従来の尿検査や血液検査は
侵襲性があり、プライバシーに関する懸念や、サンプルの改ざんリスクといった課題を
抱えていました。指紋による薬物スクリーニングは、非侵襲的で衛生的なだけでなく、
不正行為のリスクが低いという大きな利点があります。Intelligent Bio Solutionsは、こ
の革新的な技術を市場に投入することで、薬物スクリーニング市場に新たな標準を確立
しようとしています。FDAの510(k)承認は、医療機器が市販される上で必要な規制経路
であり、サイバーセキュリティ基準のクリアは、デジタルヘルス製品が増加する現代に
おいて、ますます重視されています。



今後の展望

サイバーセキュリティとソフトウェア関連審査項目をクリアしたことは、Intelligent Bio

SolutionsがFDA 510(k)申請を速やかに完了し、米国市場に製品を投入する上での大きな
障壁を取り除いたことを意味します。これにより、同社は米国市場での商業化戦略を加
速し、幅広い顧客層への製品展開を目指すことができます。指紋薬物スクリーニングシ
ステムの市場導入は、薬物乱用対策の効率性を高めるだけでなく、検査を受ける人々の
プライバシーと尊厳を保護することにも貢献します。今後、同社はFDA承認後の市場拡
大、製品ポートフォリオの多様化、そして国際市場への進出に焦点を当てていくでしょ
う。この技術は、薬物スクリーニングの未来を形作る上で重要な役割を果たす可能性を
秘めています。

元記事: https://ibs.inc/news-and-media/

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://ibs.inc/news-and-media/


#29 bioRxiv発表：SMART-NeuroDx、試薬不要・機械学
習 readout でPOCT型認知症スクリーニングプラットフォ
ームを実現

概要

bioRxivにプレプリントとして発表された研究は、試薬不要の多項目バイオセンサープ

ラットフォーム「SMART-NeuroDx」を紹介しています。このシステムは、機械学習に
よる読み取りを特徴とし、ポイントオブケア（POCT）型認知症スクリーニングのため
に開発されました。SMART-NeuroDxは、PCBベースの4チャンネルセンサーアレイに

合成受容体マトリックスを機能化し、pTau217、GFAP、pTau181、NfLといった包括的
な神経バイオマーカーパネルを血漿および血清中で選択的に検出します。これによ
り、認知症の早期かつ簡便な診断が期待されます。

公開日 2026年07月23日  bioRxiv  国際



詳細

主要成果

科学論文プレプリントサーバーbioRxivで発表された画期的な研究は、試薬を一切使用し
ない多項目バイオセンサープラットフォーム「SMART-NeuroDx」を紹介しています。
この革新的なシステムは、機械学習によるデータ解析を組み合わせており、ポイントオ
ブケア（POCT）での認知症スクリーニングを目的として開発されました。認知症の早
期かつ簡便な診断に大きく貢献する可能性を秘めています。

技術・臨床詳細

SMART-NeuroDxプラットフォームは、プリント基板（PCB）ベースの4チャンネルセン
サーアレイを中核としています。このセンサーアレイの各チャンネルは、特定の神経バ
イオマーカーに対して高い親和性を持つように設計された合成受容体マトリックスで機
能化されています。具体的には、アルツハイマー病の主要なバイオマーカーであるリン
酸化タウ217（pTau217）、グリア線維性酸性タンパク質（GFAP）、リン酸化タウ181

（pTau181）、および神経フィラメント軽鎖（NfL）といった包括的なパネルをターゲッ
トとします。これらのバイオマーカーは、血漿や血清サンプル中で直接、試薬なしで検
出されます。センサーの電気信号は機械学習アルゴリズムによって解析され、複数のバ
イオマーカーデータを統合して認知症のリスクやタイプに関する洞察を提供します。こ
の「試薬不要」という特徴は、コスト削減、操作の簡素化、および測定時間の短縮を可
能にし、特にリソースが限られた環境でのPOCT適用に大きな利点をもたらします。

背景・業界文脈

認知症は、世界中で急速に増加している主要な公衆衛生上の課題であり、その早期発見
と正確な診断は、効果的な介入と疾患進行の遅延にとって不可欠です。しかし、現在の
認知症診断は、脳画像診断や脳脊髄液検査など、高価で侵襲性の高い手法に依存してい
ることが多く、アクセスが限られています。血液ベースのバイオマーカーは、より簡便
で低侵襲なスクリーニング手段として大きな期待を集めていますが、複数のバイオマー
カーを同時に、かつ高感度で検出できるPOCTソリューションの必要性が高まっていま
した。SMART-NeuroDxは、この満たされていないニーズに応えるものであり、デジタ
ルヘルスとAI診断の最前線に位置付けられます。



今後の展望

SMART-NeuroDxプラットフォームの登場は、認知症スクリーニングの方法に革命をも
たらす可能性があります。試薬不要かつPOCT対応であるため、遠隔地やプライマリケ
アの現場でも容易に利用できるようになり、診断のアクセシビリティを劇的に向上させ
ることが期待されます。今後は、プレプリント段階での結果を基に、より大規模な臨床
コホートでの検証、異なる認知症タイプ（アルツハイマー病、血管性認知症など）の鑑
別能力の評価、およびセンサーの安定性と再現性のさらなる最適化が焦点となるでしょ
う。この技術が実用化されれば、認知症の早期介入を促進し、世界中の患者とその家族
の生活の質を向上させる上で重要な役割を果たすと予測されます。

元記事: https://www.biorxiv.org/content/10.64898/2026.07.22.740043v1.full.pdf

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.biorxiv.org/content/10.64898/2026.07.22.740043v1.full.pdf


#30 Dexcom G7、成人においてMARD値8.2-8.5%で2026
年最も正確なCGMと評価される臨床データを発表

概要

新たに収集された2026年の臨床データに基づき、Dexcomの連続血糖測定システム
「G7」が、成人において平均絶対相対差（MARD）値8.2〜8.5%を記録し、最も正確な
CGMであると評価されました。この結果は、主要なCGMシステムの中でG7が精度面で

優位にあることを示しており、FreeStyle Libre 3やMedtronic Guardian 4といった競合
製品もMARD値が9%を下回る中で、Dexcom G7の信頼性の高さを裏付けています。こ
の高い精度は、糖尿病患者の血糖管理と意思決定の向上に直接貢献します。

公開日 2026年07月23日  diabetesknow.com  アメリカ



詳細

主要成果

2026年に新たにまとめられた臨床データに基づき、Dexcomの最新連続血糖測定
（CGM）システム「Dexcom G7」が、成人における平均絶対相対差（MARD）値8.2〜
8.5%を達成し、市場で最も正確なCGMとして評価されました。この優れた精度は、競
合する主要CGMシステムと比較してもトップクラスであり、糖尿病患者の血糖管理にお
ける信頼性と有効性をさらに高めます。

技術・臨床詳細

MARD値は、CGMシステムが測定した血糖値と、基準となるYSIグルコースアナライザ
ー（または同等のラボ測定値）が測定した血糖値との平均的な差異を示す指標であり、
数値が低いほど精度が高いことを意味します。Dexcom G7の8.2〜8.5%というMARD値
は、現在のCGM市場において最高水準の精度を示しており、患者がインスリン投与量や
食事、運動などの生活習慣に関する意思決定を行う上で、極めて信頼性の高いデータを
提供します。この高い精度は、G7のセンサー技術、アルゴリズムの改良、およびキャリ
ブレーションプロセスの最適化によって実現されました。比較対象として、FreeStyle

Libre 3やMedtronic Guardian 4といった主要な競合CGMシステムもMARD値が9%を下回
る良好な性能を示していますが、G7は僅差でその優位性を確立しています。

背景・業界文脈

連続血糖測定（CGM）は、従来の指先採血による血糖測定に比べて、患者の血糖変動を
24時間リアルタイムで把握できるため、糖尿病管理のパラダイムを大きく変革しまし
た。これにより、血糖値のトレンドやパターンを理解し、低血糖や高血糖のエピソード
を予測しやすくなり、患者のQOL向上と合併症リスクの低減に貢献しています。精度は
CGMシステムにとって最も重要な要素の一つであり、医療従事者や患者がデバイスの測
定値を信頼し、治療方針を決定する上で不可欠です。Dexcomは長年にわたりCGM市場
のリーダーとして、技術革新を推進してきました。今回のG7の精度データは、同社の技
術的優位性を再確認させるものであり、市場における競争力をさらに高めます。



今後の展望

Dexcom G7が最も正確なCGMとして評価されたことは、同社の市場シェア拡大に貢献
し、糖尿病管理の標準化をさらに推進するでしょう。この高い精度は、特にインスリン
療法を行っている患者にとって、インスリンの正確な投与量を決定する上で極めて重要
です。また、糖尿病予備軍や健康増進を目的とした非インスリン使用者向けの市場にお
いても、高精度なCGMは信頼性の高いライフスタイル管理ツールとして需要が高まるこ
とが予想されます。今後、CGM技術はさらなる小型化、長寿命化、そしてAIを活用した
個別化されたアドバイスとの統合が進み、糖尿病管理だけでなく、広範な予防医療とパ
ーソナライズドヘルスケアの基盤となることが期待されます。

元記事: https://diabetesknow.com/reviews/most-accurate-cgm-for-2026/

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://diabetesknow.com/reviews/most-accurate-cgm-for-2026/


#31 DexCom、Q2 2026で売上高13%増、営業利益50%増
を達成し収益性とキャッシュフローを大幅に改善

概要

DexComは2026年第2四半期決算で、前年同期比13%増の売上高を達成したと発表しま
した。使い捨てセンサーの販売量増加と顧客基盤の拡大が成長を牽引しました。営業
利益は50%増、純利益は39%増と大幅に改善し、同社のCGM市場における持続的な成

長と収益性の向上を明確に示しました。この好調な財務結果は、CGM技術への高い需
要と市場での強力な競争力を反映しています。

公開日 2026年07月30日  Stock Titan  アメリカ



詳細

主要成果

連続血糖測定（CGM）システムのリーディングカンパニーであるDexCom（NASDAQ:

DXCM）は、2026年第2四半期決算において、前年同期比13%の売上高増加を達成した
と発表しました。特に注目すべきは、営業利益が50%増、純利益が39%増と大幅な改善
を見せたことであり、同社の収益性とキャッシュフローの強化が際立っています。

技術・臨床詳細

DexComの売上高増加は、主に使い捨てセンサーの販売量増加によって牽引されまし
た。これは、同社のCGMシステム（Dexcom G7など）が、糖尿病患者の血糖管理にお
いて広く採用されていることを示しています。顧客基盤の継続的な拡大も、売上成長に
貢献しています。CGM技術は、患者の血糖値をリアルタイムで継続的にモニタリング
し、スマートフォンや専用レシーバーにデータを送信することで、血糖変動のパターン
を詳細に把握することを可能にします。これにより、患者はインスリン投与量の調整、
食事の選択、運動計画の立案において、より情報に基づいた意思決定を行えるようにな
ります。技術的な優位性と使いやすさが、市場での採用を促進し、持続的な高収益成長
を実現する基盤となっています。

背景・業界文脈

世界の糖尿病有病率は増加の一途をたどっており、より効果的で患者中心の血糖管理ソ
リューションへの需要が高まっています。CGM市場は、このニーズに応える形で急速に
拡大しており、DexComはその主要な推進者の一社です。指先採血のような従来の血糖
測定方法と比較して、CGMは患者のQOLを大幅に向上させ、低血糖や高血糖のリスクを
低減する臨床的メリットが広く認識されています。また、DexComは最近、非インスリ
ン使用者向けのOTC（市販薬）CGMであるSteloをFDAから承認されるなど、市場拡大に
向けた戦略的な動きも活発化させています。これにより、糖尿病患者だけでなく、糖尿
病予備軍や健康志向の高い一般層にもCGM技術が普及する可能性を広げています。



今後の展望

2026年第2四半期の好調な財務結果は、DexComがCGM市場において強力なリーダーシ
ップを維持していることを示唆しています。収益性とキャッシュフローの大幅な改善
は、今後の研究開発投資、新製品の市場投入、およびグローバル展開を加速させるため
の強固な基盤となります。同社は、CGMの精度向上、小型化、機能拡張に引き続き注力
し、より幅広い患者ニーズに応える製品ポートフォリオの構築を目指すでしょう。ま
た、AIやデジタルヘルスプラットフォームとの連携を強化することで、パーソナライズ
された糖尿病管理ソリューションの提供を推進し、長期的な成長と業界全体の変革を牽
引していくことが期待されます。

元記事: https://www.stocktitan.net/sec-filings/DXCM/10-q-dexcom-inc-quarterly-earnings-report-

69bfe511effd.html

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.stocktitan.net/sec-filings/DXCM/10-q-dexcom-inc-quarterly-earnings-report-69bfe511effd.html
https://www.stocktitan.net/sec-filings/DXCM/10-q-dexcom-inc-quarterly-earnings-report-69bfe511effd.html


#32 Nix Biosensors、Nix ProにAI搭載インテリジェンス
レイヤーを導入し、エリート組織の水分補給データ活用を
革新

概要

Nix Biosensorsは、水分補給モニタリングデバイス「Nix Pro」にAIを搭載したインテリ

ジェンスレイヤーを導入しました。この新機能は、エリート組織が水分補給データを
活用する方法を根本的に変革することを目的としています。高度な分析機能を提供す
ることで、アスリートやチームはリアルタイムの水分補給に関する洞察に基づいてパ

フォーマンスを最適化できるようになります。これにより、水分補給管理がより科学
的かつ個別化されたアプローチへと進化します。

公開日 2026年07月30日  Fitt Insider  アメリカ



詳細

主要成果

Nix Biosensorsは、主力デバイスである水分補給モニタリングデバイス「Nix Pro」に、
AI（人工知能）を搭載したインテリジェンスレイヤーを導入したと発表しました。この
革新的な機能強化は、エリート組織、特にプロスポーツチームや高性能アスリートが水
分補給データを分析し、それに基づいて行動する方法を根本的に変革することを目的と
しています。

技術・臨床詳細

Nix Proは、ウェアラブルセンサーを通じて個人の発汗量や電解質損失などの水分補給に
関するリアルタイムデータを収集するデバイスです。今回導入されたAI搭載インテリジ
ェンスレイヤーは、この生体データを独自の機械学習アルゴリズムで解析し、従来のデ
ータ表示にとどまらない高度な分析と予測を行います。具体的には、アスリートの運動
強度、環境条件、個人の生理学的応答などを考慮して、最適な水分補給戦略を動的に推
奨します。例えば、脱水状態のリスクを予測し、特定の時間枠内での最適な水分摂取量
や電解質補給のタイミングを提案することができます。これにより、アスリートは体調
の変動に即座に対応し、パフォーマンスの低下や熱中症などの健康リスクを未然に防ぐ
ことが可能になります。このシステムは、リアルタイムのフィードバックとパーソナラ
イズされた洞察を提供し、トレーニング、競技、リカバリー全体での意思決定を最適化
します。

背景・業界文脈

アスリートのパフォーマンス向上と健康維持において、適切な水分補給は極めて重要で
す。しかし、個人の発汗率や電解質損失量は、環境条件、運動強度、生理学的特性によ
って大きく異なるため、画一的な水分補給戦略では不十分でした。これまでの水分補給
モニタリングは、体重測定や尿の色チェックなど、精度や利便性に課題がありました。
Nix Biosensorsのようなウェアラブルバイオセンサーは、この課題を解決するために登
場しましたが、データの解釈と実用的な行動への変換にはまだギャップがありました。
AIインテリジェンスレイヤーの導入は、このギャップを埋め、生データを直接行動可能
な洞察に変換することで、コーチやアスリートがより科学的かつ個別化されたアプロー
チで水分補給を管理できるようになることを意味します。



今後の展望

Nix ProへのAI搭載インテリジェンスレイヤーの導入は、スポーツ科学、エリートアスリ
ートのトレーニング、およびより広範な健康管理分野において大きな影響を与えるでし
ょう。今後は、AIモデルのさらなる最適化と、より多くの生理学的・環境的変数との統
合が進められると考えられます。これにより、水分補給だけでなく、エネルギー消費、
疲労度、リカバリー状態など、アスリートの包括的な健康とパフォーマンスを管理する
ためのプラットフォームへと進化する可能性があります。この技術は、プロスポーツチ
ームだけでなく、フィットネス愛好家や、脱水リスクの高い環境で働く人々にも応用さ
れ、個人の健康と安全を向上させるための強力なツールとなることが期待されます。

元記事: https://insider.fitt.co/

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://insider.fitt.co/


#33 Ag Proud誌：乳牛経営におけるリモートモニタリン
グ技術がコストのかかる障害を防止し生産性を向上

概要

Ag Proud誌は、リモートモニタリング技術が乳牛経営を強化し、コストのかかる障害
を防止する方法について報告しました。これらのシステムは、環境の監視と設備の性
能追跡を自動化し、問題発生時にリアルタイムでアラートを発することで、迅速な対

応を可能にします。また、予防保守のための履歴データを生成し、動物福祉、生産
性、持続可能な事業成長の改善に貢献します。これは、現代の農業におけるセンサー
技術の重要性を示しています。

公開日 2026年07月23日  Ag Proud  アメリカ



詳細

主要成果

Ag Proud誌は、乳牛経営におけるリモートモニタリング技術が、環境の自動監視と設備
性能の追跡を通じて、コストのかかる障害を効果的に防止していると報じました。これ
らのシステムはリアルタイムでアラートを発するため、問題発生時の迅速な対応を可能
にし、動物福祉、生産性、持続可能な事業成長の大幅な改善に貢献しています。

技術・臨床詳細

乳牛経営に導入されているリモートモニタリング技術は、多様なセンサーネットワーク
を活用しています。例えば、牛舎内の温度、湿度、空気の質を測定する環境センサー、
牛の活動量、反芻、体温を追跡するバイオセンサー（ウェアラブルまたは埋め込み
型）、そして搾乳機器、飼料供給システム、冷却システムなどの主要設備の稼働状況を
監視するセンサーなどが含まれます。これらのセンサーはデータを中央システムに送信
し、AI駆動型のアルゴリズムが異常を検出し、スマートフォンアプリや管理ソフトウェ
アを通じて農家にリアルタイムで通知します。これにより、例えば、牛の健康状態の早
期異変（病気の兆候）、搾乳機器の故障、飼料供給の異常などを迅速に把握し、予防的
な対策を講じることが可能です。履歴データは、設備のメンテナンススケジュールを最
適化し、牛の群れの長期的な健康トレンドを分析するために活用され、経営判断の精度
を高めます。

背景・業界文脈

現代の酪農は、労働力不足、コスト圧力、動物福祉への高まる意識、そして環境規制と
いった多くの課題に直面しています。これらの課題に対処するためには、効率的でデー
タ駆動型の経営が不可欠です。従来、乳牛経営では人間による定期的な巡回や観察に頼
っていましたが、これには限界があり、問題の発見が遅れることがありました。リモー
トモニタリング技術は、24時間365日の連続的な監視を可能にし、人為的ミスを減ら
し、早期介入を促すことで、これらの課題に対する費用対効果の高い解決策を提供しま
す。これは、スマート農業およびアグリテック分野の重要な進展であり、持続可能な食
料生産システムへの移行を支援するものです。



今後の展望

リモートモニタリング技術の導入は、乳牛経営の効率性と持続可能性を劇的に向上させ
る可能性を秘めています。今後、センサー技術はさらに小型化、高精度化、そしてコス
ト効率化が進むでしょう。AIと機械学習のさらなる統合により、予測分析能力が向上
し、単なる問題の検出だけでなく、潜在的な問題の発生を事前に予測し、より洗練され
た予防策を提案できるようになることが期待されます。これにより、動物福祉のさらな
る向上、生産コストの削減、そして環境への影響の最小化が実現され、乳牛経営はより
レジリエントで収益性の高い事業へと進化していくでしょう。また、この技術の成功
は、他の畜産業への応用を促進し、アグリテック市場全体の成長を加速させる可能性を
秘めています。

元記事: https://www.agproud.com/articles/63038-how-remote-monitoring-prevents-costly-dairy-

disruptions

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.agproud.com/articles/63038-how-remote-monitoring-prevents-costly-dairy-disruptions
https://www.agproud.com/articles/63038-how-remote-monitoring-prevents-costly-dairy-disruptions


#34 米国NRCS、土壌センサーを活用した水・気候アップ
デートを公開：テネシー州東部農場での土壌水分増加を報
告

概要

米国天然資源保護局（NRCS）は、2026年7月24日に水・気候アップデートを公開し、

テネシー州イーストビュー農場のSCANサイトからのデータを含めました。このレポー
トは、過去30日間の降水量と土壌水分状況を示しています。様々な深さに設置された
土壌センサーは、降雨イベント後に土壌水分の増加を記録しており、農業分野におけ

る環境モニタリングのためのセンサーの有用性を実証しました。これは、精密農業に
おけるデータ活用を促進するものです。

公開日 2026年07月24日  Natural Resources Conservation Service  アメリカ



詳細

主要成果

米国天然資源保護局（NRCS）は、2026年7月24日に最新の「水・気候アップデート」
を公開し、テネシー州のEastview FarmにあるSCAN（Soil Climate Analysis Network）サ
イトから収集された詳細なデータを含めました。このアップデートは、過去30日間の降
水量と土壌水分量の状況を報告しており、様々な深さに設置された土壌センサーが降雨
イベント後に土壌水分の顕著な増加を記録したことを実証しました。

技術・臨床詳細

NRCSが運用するSCANサイトには、土壌の異なる深さ（例えば、5cm、10cm、20cm、
50cm、100cmなど）に設置された複数の土壌水分センサーが組み込まれています。こ
れらのセンサーは、誘電率測定などの原理を用いて土壌中の水分含有量を継続的にモニ
タリングし、データを自動的に収集・送信します。今回のEastview Farmのデータでは、
特定の降雨イベントの後に、これらのセンサーがそれぞれの深度で土壌水分量の一貫し
た増加を明確に捉えていることが示されました。この精密な水分モニタリングは、農家
が作物の水需要を正確に把握し、灌漑（かんがい）計画を最適化するために不可欠で
す。また、土壌の健康状態、浸透能力、および水ストレスの評価にも役立ちます。この
技術は、リアルタイムで現場の条件を反映したデータを提供することで、より情報に基
づいた農業管理を可能にします。

背景・業界文脈

気候変動の進行と水資源の枯渇は、世界中の農業生産者にとって大きな課題となってい
ます。効率的な水管理は、作物収量の最大化と環境負荷の最小化の両方を達成するため
に不可欠です。従来の農業では、土壌の水分状態は経験則や肉眼での観察に頼ることが
多く、非効率的な水使用につながっていました。土壌センサーやその他の環境センサー
の利用は、精密農業（Precision Agriculture）の重要な柱であり、データ駆動型のアプロ
ーチを通じて、水、肥料、農薬などの資源を最適に利用することを目指しています。
NRCSのような政府機関がこのようなデータを公開することは、研究者、政策立案者、
農家が気候変動の影響を理解し、より持続可能な農業実践を開発するための貴重な情報
源となります。



今後の展望

土壌センサー技術は、持続可能な農業と気候変動への適応において、ますます中心的な
役割を果たすでしょう。NRCSの水・気候アップデートのような取り組みは、広範な地
域でのセンサーネットワークの重要性を強調しています。今後、土壌センサーはさらな
る小型化、低コスト化、長寿命化が進み、ワイヤレス通信技術やAIとの統合により、よ
り高度な予測分析と自動化された灌漑システムへの応用が期待されます。これにより、
農家は水使用効率を大幅に向上させ、干ばつなどの極端な気象イベントに対するレジリ
エンスを高めることができます。長期的に見れば、この技術は食料安全保障の強化と、
地球規模での環境保全に貢献する可能性を秘めています。

元記事: https://www.nrcs.usda.gov/sites/default/files/2026-

07/NWCC%20Water%20and%20Climate%20Update%202026-07-23.pdf

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.nrcs.usda.gov/sites/default/files/2026-07/NWCC%20Water%20and%20Climate%20Update%202026-07-23.pdf
https://www.nrcs.usda.gov/sites/default/files/2026-07/NWCC%20Water%20and%20Climate%20Update%202026-07-23.pdf


#35 UTダラスの研究者、睡眠の質向上を目指す汗ベース
のセンサーを開発

概要

テキサス大学ダラス校（UT Dallas）のバイオエンジニアが、睡眠の質向上を目的とし
た汗ベースのセンサーを開発する研究を進めています。この研究は、希少がんに関す
る助成金と関連しており、ウェアラブルバイオセンサーが従来の診断を超え、様々な

健康アプリケーションに応用される可能性を示しています。汗中の生体マーカーを分
析することで、個人の睡眠パターンやストレスレベルに関する新たな洞察が得られる
ことが期待されます。

公開日 2026年07月23日  UT Dallas News Center  アメリカ



詳細

主要成果

テキサス大学ダラス校（UT Dallas）のバイオエンジニアが、睡眠の質を向上させること
を目的とした革新的な汗ベースのセンサーの開発に取り組んでいます。この研究は、ウ
ェアラブルバイオセンサー技術が、従来の疾患診断だけでなく、日々の健康管理やウェ
ルネスアプリケーションへとその応用範囲を広げていることを明確に示しています。

技術・臨床詳細

開発中の汗ベースのセンサーは、非侵襲的に皮膚から微量の汗を採取し、特定の生体マ
ーカーをリアルタイムで分析することを目的としています。睡眠の質に影響を与える可
能性のある主な生体マーカーとしては、ストレスホルモン（コルチゾールなど）、代謝
物（乳酸など）、電解質、さらには睡眠覚醒サイクルに関連する神経伝達物質の代謝産
物などが挙げられます。このセンサーは、これらのマーカーの変動を継続的にモニタリ
ングすることで、睡眠パターン、睡眠の深さ、覚醒度、さらにはストレスレベルと睡眠
の質との関係性について、個別の洞察を提供します。例えば、睡眠中のストレスホルモ
ンの急上昇や特定の代謝物の蓄積を検出することで、睡眠の質の低下につながる要因を
特定し、ユーザーがライフスタイルや環境を調整するための具体的な情報を提供するこ
とができます。この技術は、高感度かつ特異的な化学センサー技術と、柔軟なウェアラ
ブル素材の統合によって実現されます。

背景・業界文脈

睡眠不足や睡眠の質の低下は、現代社会における主要な健康問題の一つであり、心血管
疾患、糖尿病、精神疾患など、様々な慢性疾患のリスクを高めることが知られていま
す。従来の睡眠モニタリングは、ポリソムノグラフィ（PSG）のような臨床的な方法
や、スマートウォッチの加速度センサーによる簡易的な方法が主流でした。しかし、
PSGは高価で侵襲性があり、スマートウォッチは生体化学的な洞察を提供できません。
汗ベースのセンサーは、非侵襲性、継続的なモニタリング能力、および生体化学的な情
報を提供するという点で、これらのギャップを埋める有望なソリューションです。ウェ
アラブル技術とバイオセンサーの進歩は、ヘルスケアを病院から個人の日常生活へと拡
張し、予防医療と個別化医療の実現を加速しています。



今後の展望

UTダラスで開発中のこの汗ベースの睡眠センサーは、睡眠の質改善に向けたパーソナラ
イズされたアプローチを可能にする大きな可能性を秘めています。今後は、センサーの
精度、安定性、および耐久性のさらなる向上、測定可能な生体マーカーの種類の拡大、
そしてユーザーインターフェースとデータ解析アルゴリズムの洗練が焦点となるでしょ
う。この技術が実用化されれば、睡眠障害の早期発見と介入、ストレス管理、さらには
個人のウェルネス全般を向上させるための強力なツールとなることが期待されます。将
来的には、このセンサーが他のウェアラブルデバイスやデジタルヘルスプラットフォー
ムと統合され、ユーザーの包括的な健康管理に貢献する可能性も秘めています。バイオ
エンジニアが希少がん研究と並行してこのような多様な研究を進めていることは、学際
的なアプローチが次世代ヘルスケアソリューションを創出する上でいかに重要であるか
を示しています。

元記事: https://news.utdallas.edu/tag/research/

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://news.utdallas.edu/tag/research/


#36 CoolLEDが紹介：先進的な多色イメージングバイオセ
ンサーが単一分子レベルの検出を可能に

概要

CoolLEDは、多色イメージング設定を活用し、単一分子レベルでの検出と高いスルー
プット・感度を達成する新しいバイオセンサーコンセプトに関する記事を紹介しまし
た。この先進的なバイオセンサー技術は、分子レベルでのイメージング能力を大幅に

向上させ、生命科学研究や診断アプリケーションにおいて、これまで不可能だった微
細な生物学的プロセスの観察を可能にします。これは、多色イメージング技術とバイ
オセンサーの融合がもたらす科学的ブレークスルーを象徴しています。

公開日 2026年07月23日  CoolLED  イギリス



詳細

主要成果

照明ソリューション企業CoolLEDは、生命科学研究における新たな可能性を開く、先進
的な多色イメージングバイオセンサーに関する記事を紹介しました。この新しいバイオ
センサーコンセプトは、単一分子レベルでのイメージングを可能にし、同時に高いスル
ープットと感度を達成することで、分子生物学および診断学に革命をもたらす潜在力を
持っています。

技術・臨床詳細

この紹介されたバイオセンサー技術の核心は、複数の異なる蛍光色素を同時に励起・検
出できる多色イメージング設定を活用することにあります。これにより、細胞内の異な
る分子やプロセスを同時に視覚化し、その相互作用を単一分子レベルでリアルタイムに
追跡することが可能になります。例えば、複数のタンパク質のダイナミクス、核酸の挙
動、または細胞内シグナル伝達経路の複雑な動きを、これまでにない解像度と感度で観
察できます。高いスループットは、多数のサンプルを迅速に処理できることを意味し、
ハイスループットスクリーニングや診断テストにおいて効率性を向上させます。また、
極めて低い濃度の生体分子でも検出できる高感度は、早期疾患診断や微量バイオマーカ
ーの分析において決定的な利点となります。CoolLEDのような企業が提供する精密な多
色LED照明システムは、このような先進バイオセンサーの性能を最大限に引き出す上で
不可欠な要素です。

背景・業界文脈

生命科学研究と医療診断の分野では、生体分子の複雑な相互作用を理解し、疾患のメカ
ニズムを解明するために、より高精度で高感度な検出技術が常に求められています。特
に、単一分子レベルでの観察は、細胞内の確率的プロセスや異質性を明らかにする上で
極めて重要です。従来のバイオセンサーやイメージング技術は、多くの場合、単色に限
定されるか、感度やスループットに制約がありました。多色イメージングとバイオセン
サーの融合は、このギャップを埋めるものであり、創薬研究、疾患バイオマーカーの発
見、および新規診断法の開発を加速させるものです。これは、光学的アプローチが次世
代バイオセンサー開発において中心的な役割を果たすことを示しています。



今後の展望

この先進的な多色イメージングバイオセンサーコンセプトは、生命科学のあらゆる側面
に深い影響を与える可能性を秘めています。将来的には、この技術が、リアルタイムで
の薬剤スクリーニング、病原体の超高感度検出、個々の細胞の挙動解析、および新たな
バイオマーカーの特定に応用されることが期待されます。さらなる研究開発は、センサ
ーの小型化、ユーザーインターフェースの簡素化、およびAIを活用したデータ解析の統
合に焦点を当て、より広範な研究室や臨床現場での普及を目指すでしょう。これによ
り、疾病の根本原因の理解を深め、より効果的な治療法や診断法の開発を加速させるこ
とが期待され、個別化医療の進展に不可欠な基盤を提供する可能性があります。

元記事: https://www.coolled.com/news/science-snapshot-pe-400max-biosensors-molecular-level/

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.coolled.com/news/science-snapshot-pe-400max-biosensors-molecular-level/


#37 FDAのAI医療へのコミットメントは揺らぐか？
MedTech Diveが規制動向を議論

概要

MedTech Diveの記事は、米国食品医薬品局（FDA）が医療分野、特にバイオセンサー
や診断におけるAIへのコミットメントが今後変化するかどうかを議論しています。こ
れは、AI技術の医療への統合と規制に関する継続的な議論を反映しています。医療AI

の急速な進化に対し、FDAがどのようにその革新を支援しつつ、安全性と有効性を確
保していくかという重要な問いを投げかけています。

公開日 2026年07月29日  MedTech Dive  アメリカ



詳細

主要成果

MedTech Diveの記事は、米国食品医薬品局（FDA）が医療分野、特にバイオセンサーや
診断技術における人工知能（AI）へのこれまでの強いコミットメントを今後も維持する
かどうか、あるいはその姿勢が変化する可能性について議論しています。これは、急速
に進化する医療AI技術の規制と導入に関する広範な業界の関心と懸念を反映するもので
す。

技術・臨床詳細

AIは、医療画像診断の解析、疾患の早期発見、個別化された治療計画の立案、新薬開発
の加速など、医療の多くの側面に革命をもたらす潜在力を持っています。特にバイオセ
ンサーや診断薬の分野では、AIは大量の生体データを解析し、微細なパターンや異常を
検出することで、診断精度を大幅に向上させ、診断プロセスを効率化する役割を担って
います。しかし、AIのブラックボックス性、データバイアス、アルゴリズムの透明性、
継続的な学習による性能変化などは、規制当局にとって新たな課題を提示しています。
FDAはこれまで、AI/機械学習ベースの医療機器（SaMD: Software as a Medical Device）
に関するガイダンスを積極的に策定し、迅速審査プログラムやパイロットプログラムを
通じてイノベーションを支援してきました。記事は、これらの取り組みが今後も変わら
ず進められるのか、あるいは新たな懸念事項や技術的課題に対応して規制アプローチが
調整されるのかを検証しています。

背景・業界文脈

医療AI市場は急速に成長しており、多くの医療機器メーカー、スタートアップ、テクノ
ロジー企業がこの分野に参入しています。FDAは、患者の安全と有効性を保証しつつ、
これらの革新的な技術が市場に迅速に投入されるようバランスを取る必要があります。
規制の不確実性は、企業の投資や開発戦略に大きな影響を与えるため、FDAの姿勢は業
界全体にとって極めて重要です。AIを搭載したバイオセンサーや診断システムは、その
複雑性から、従来の医療機器の承認プロセスとは異なる特別な検討が必要となります。
業界は、FDAがどのようにして技術革新のスピードに対応し、かつ倫理的、法的、安全
性の側面での課題を管理していくのかを注視しています。



今後の展望

FDAのAI医療に対する将来的なアプローチは、デジタルヘルスケアの進化と広範な導入
に決定的な影響を与えるでしょう。仮にFDAがAIへのコミットメントを維持し、予測可
能な規制パスを提供し続けるならば、医療AI分野への投資とイノベーションはさらに加
速すると予想されます。しかし、もし規制の不確実性が高まったり、より厳格な審査が
導入されたりするならば、一部の開発は減速する可能性があります。MedTech Diveの記
事は、FDAが柔軟性と厳格さの間でいかにバランスを取っていくかという、この重要な
時期における業界の議論を浮き彫りにしています。AIがバイオセンサーや診断に与える
影響は計り知れず、FDAの今後の動向は、患者へのアクセス、医療経済、そして技術開
発の方向性に大きな影響を与えることになるでしょう。

元記事: #

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



#38 Freenome、血液ベースの結腸直腸がん検査でFDA承
認を取得：非侵襲性診断の進展

概要

Freenome社は、血液ベースの結腸直腸がん検査について米国食品医薬品局（FDA）の
承認を取得しました。これは、非侵襲性のがん診断における重要な規制承認であり、
バイオセンサー開発と密接に関連するバイオマーカー検出分野における大きな進展で

す。この承認は、患者の負担を軽減し、より広範なスクリーニングを促進すること
で、結腸直腸がんの早期発見と治療に貢献する可能性を秘めています。

公開日 2026年07月27日  MedTech Dive  アメリカ



詳細

主要成果

Freenome社は、同社が開発した血液ベースの結腸直腸がん検査について、米国食品医
薬品局（FDA）の承認を取得しました。この画期的な承認は、非侵襲的な手法でがんを
診断する分野において大きな進展を意味し、従来のより侵襲的な検査方法に代わる、あ
るいは補完する選択肢を提供します。

技術・臨床詳細

Freenome社の結腸直腸がん検査は、採血のみで実施できる「リキッドバイオプシー」
アプローチを採用しています。この検査は、血液中の複数のバイオマーカー（循環腫瘍
DNA、特定のタンパク質など）を高度なAI技術と組み合わせることで検出します。FDA

の承認は、この検査が結腸直腸がんの早期発見において、高い感度と特異性を持つこと
を臨床試験で実証した結果に基づいています。具体的な奏効率や安全性プロファイルは
記事では明示されていませんが、このような血液検査は、従来の結腸内視鏡検査が持つ
侵襲性や準備の負担を軽減し、より多くの人々がスクリーニングを受けることを促す可
能性を秘めています。特に、スクリーニング受診率が低い集団において、この簡便な検
査は早期発見の機会を大幅に増加させることが期待されます。

背景・業界文脈

結腸直腸がんは、世界中でがんによる死亡原因の上位を占める疾患の一つであり、早期
発見が生存率を大幅に向上させることが知られています。しかし、結腸内視鏡検査のよ
うな標準的なスクリーニング方法は、その侵襲性、準備の煩雑さ、および費用から、受
診率が低いという課題を抱えています。近年、バイオセンサー技術の進歩に伴い、血液
やその他の体液からがん関連バイオマーカーを検出する非侵襲性診断（リキッドバイオ
プシー）の研究開発が加速しています。FreenomeのFDA承認は、この分野の技術が臨床
応用可能な段階に達したことを示す重要なマイルストーンです。これは、がん診断市場
における大きな変革をもたらし、よりアクセスしやすく、患者に優しいスクリーニング
オプションへの道を拓くものです。



今後の展望

Freenomeの血液ベース結腸直腸がん検査のFDA承認は、がんスクリーニングと診断の未
来を形作る上で極めて重要な意味を持ちます。この承認により、同社は米国市場で製品
を広く展開できるようになり、結腸直腸がんの早期発見率向上に貢献することが期待さ
れます。今後は、医療提供者への普及、保険償還の確保、そしてより広範な患者集団へ
のアクセス拡大が焦点となるでしょう。また、この成功は、他のバイオマーカーに基づ
く非侵襲性診断技術の開発を加速させ、乳がんや肺がんなど、他のがん種の早期発見に
も同様の血液検査が応用される可能性を秘めています。長期的には、リキッドバイオプ
シーががん治療全体のパラダイムを変え、個別化医療と予防医療をさらに推進する基盤
となることが期待されます。

元記事: #

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



#39 シーメンスヘルシニアーズ、コアラボ毛細血管検査向
けに業界をリードするメニューを発表：診断能力を強化

概要

シーメンスヘルシニアーズは、コアラボ毛細血管検査向けに業界をリードする新しい
メニューを発表しました。この発表は、診断能力の大幅な進歩を示すものであり、臨
床検査室における効率と精度を向上させることを目的としています。今回の新メニュ

ーは、ポイントオブケア検査（POCT）に関連する技術や、一般的なラボ診断の効率化
に貢献する可能性があります。これにより、より迅速かつ正確な検査結果が提供さ
れ、患者ケアの質向上に寄与します。

公開日 2026年07月28日  Science Branding Communications, Inc.  ドイツ



詳細

主要成果

シーメンスヘルシニアーズは2026年7月28日、コアラボ毛細血管検査向けに、業界をリ
ードする広範な新しい検査メニューを発表しました。この戦略的なローンチは、診断能
力を大幅に強化し、臨床検査室におけるワークフローの効率性と検査の精度を向上させ
ることを目的としています。新メニューは、特に少量のサンプルで多岐にわたる分析を
可能にする点で注目されます。

技術・臨床詳細

今回発表されたコアラボ毛細血管検査メニューは、革新的な分析技術と自動化ソリュー
ションを統合しています。毛細血管サンプル（指先採血などから得られる微量の血液）
を利用することで、患者への負担を軽減し、特に小児科や高齢者、静脈穿刺が困難な患
者にとって大きなメリットをもたらします。この新しいメニューには、一般的な血液生
化学検査、電解質、特定のホルモン、さらには心臓バイオマーカーや薬物レベルなどの
幅広い項目が含まれると予想されます。高感度センサーと精密な流体制御技術を組み合
わせることで、微量サンプルからでも信頼性の高い結果を迅速に提供します。これによ
り、検査 turnaround time (TAT) の短縮が実現し、医師がより迅速な診断を下し、治療を
開始できるようになります。この技術は、ラボ内の診断効率を劇的に向上させるだけで
なく、将来的なポイントオブケア検査（POCT）ソリューションへの応用可能性も秘め
ています。

背景・業界文脈

現代の医療環境では、迅速かつ正確な診断が患者アウトカムを改善する上で不可欠で
す。しかし、従来の診断プロセスは、検体採取の侵襲性、検査室での処理時間、および
コストといった課題を抱えていました。毛細血管検査は、これらの課題に対処するため
の費用対効果の高いアプローチとして注目されており、特に緊急医療やプライマリケア
の現場での需要が高まっています。シーメンスヘルシニアーズは、診断薬および医療機
器分野におけるグローバルリーダーとして、常に技術革新を追求してきました。今回の
新メニューの発表は、診断技術の民主化と、患者中心の医療サービス提供という業界の
トレンドを反映したものです。これは、病院のコアラボが、限られたリソースでより多
くの検査を効率的に処理する能力を強化することにも貢献します。



今後の展望

シーメンスヘルシニアーズが発表した新しいコアラボ毛細血管検査メニューは、診断市
場において大きな競争優位性をもたらすでしょう。この技術は、診断のスピードとアク
セシビリティを向上させることで、患者ケアの質を全体的に高める可能性を秘めていま
す。今後、同社は、このメニューをグローバルに展開し、その臨床的価値と経済的メリ
ットを広く普及させることに注力すると考えられます。将来的には、毛細血管検査の範
囲がさらに拡大し、より複雑な診断や疾患スクリーニングに応用されることも期待され
ます。また、この革新は、他の診断企業にも影響を与え、微量サンプル診断技術のさら
なる発展を加速させる可能性を秘めており、パーソナライズされた医療と予防医療の進
展に不可欠な基盤を提供するでしょう。

元記事: #

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



#40 Cizzle Biotechnology、肺がん早期検出用CIZ1B血液
検査を米国で商業展開開始

概要

英国のCizzle Biotechnology Holdings社は、早期肺がん検出用のCIZ1Bバイオマーカー
血液検査の米国での商業展開を開始しました。テキサス州ダラス・フォートワースと
サンアントニオの市場から提供を開始し、これは同社の米国市場戦略における第一段

階となります。ELISAベースのこの血液検査は、早期肺がんとの関連が強い特定のバイ
オマーカーであるCIZ1Bを高い精度で検出します。

公開日 2026年07月24日  The York Press  イギリス



詳細

主要成果

英国に拠点を置く早期がん検出技術開発企業Cizzle Biotechnology Holdings社は、肺が
ん用CIZ1Bバイオマーカー血液検査の米国市場での商業展開を開始しました。この画期
的な検査は、早期肺がんのスクリーニングにおいて新たな選択肢を提供します。

技術・臨床詳細

同社の血液検査は、早期肺がんの存在と強く関連するバイオマーカーであるCIZ1Bを
検出するために、酵素結合免疫吸着測定法（ELISA）をベースとしています。ELISA

は、特異的な抗体を用いて血液中のターゲット分子を定量的に測定する確立された技
術です。

この検査は、肺がんの診断が難しい初期段階での検出を目的としており、症状が現れ
る前の介入を可能にすることで、治療成績の大幅な改善に寄与する可能性がありま
す。

Cizzle Biotechnology社は、テキサス州ダラス・フォートワースおよびサンアントニ
オ地域でサービス提供を開始し、これが米国における商業化戦略の最初のステップと
なります。将来的には、より広範な地域への展開が計画されています。

背景・業界文脈

肺がんは、世界的に見てがん関連死の主要な原因の一つであり、早期発見が生存率向上
に極めて重要です。しかし、既存のスクリーニング方法（例: 低線量CTスキャン）はコ
ストや放射線被曝の問題を抱え、大規模な普及には課題がありました。血液ベースのバ
イオマーカー検査は、非侵襲的で費用対効果が高く、より広範な集団でのスクリーニン
グに適しているため、大きな期待が寄せられています。



今後の展望

Cizzle Biotechnology社は、米国市場でのCIZ1Bバイオマーカー血液検査の成功を足がか
りに、早期肺がん診断におけるリーダーシップを確立することを目指しています。今回
の商業展開は、同社が他の早期がん検出バイオマーカーの開発にも注力する可能性を示
唆しており、がん診断分野全体に革新をもたらすことが期待されます。投資家や医療関
係者にとって、この検査の普及は、肺がん治療のパラダイムを変える潜在力を持つ注目
すべき進展です。

元記事: https://www.yorkpress.co.uk/news/26401730.cizzle-biotechnology-starts-commercial-rollout-us/

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.yorkpress.co.uk/news/26401730.cizzle-biotechnology-starts-commercial-rollout-us/


#41 FLOWBIOアプリ、ラボグレードの汗センサーと連携
しアスリートの水分補給戦略を最適化

概要

FLOWBIOアプリは、世界で最も正確な汗センサーと連携し、アスリートのパフォーマ
ンス、回復、進捗状況を汗データと結びつけます。このセンサーはラボグレードの精
度でリアルタイムに汗の水分とナトリウム損失を測定し、ランニングやサイクリング

などの各活動における個々の汗プロファイルを追跡します。アプリは収集された汗デ
ータを基に、パーソナライズされた水分補給戦略や、次回の運動セッション前の予測
水分補給計画を提供することで、アスリートの水分バランス管理を飛躍的に向上させ

ます。

公開日 2026年07月27日  App Store  不明



詳細

主要成果

FLOWBIOアプリは、革新的な汗センサー技術と連携し、アスリートが水分補給戦略を最
適化するための詳細かつパーソナライズされたデータを提供します。このシステムは、
ラボグレードの精度でリアルタイムに汗の損失を測定することで、運動中の水分と電解
質のバランスをかつてないほど正確に管理することを可能にします。

技術・臨床詳細

FLOWBIOセンサーは、汗の量だけでなく、ナトリウム濃度もリアルタイムで測定し
ます。これは、個々のアスリートの固有の生理学的反応を把握する上で極めて重要で
す。

測定されたデータはFLOWBIOアプリにシームレスに送信され、ランニング、サイク
リング、レースなど、個々の活動タイプごとにカスタマイズされた汗プロファイルが
構築されます。

アプリはこれらの汗データを分析し、アスリートの実際の水分およびナトリウム損失
に基づいた、シンプルかつパーソナライズされた水分補給戦略を提案します。さら
に、過去のデータと活動前の予測に基づき、今後のセッションで必要となる水分補給
計画も提供されます。

「ラボグレードの精度」とは、通常、研究室環境での厳密な標準と比較して同等レベ
ルの正確性を持つことを意味し、競技やトレーニングにおいて信頼性の高いデータを
提供します。

背景・業界文脈

アスリートのパフォーマンスと回復において、適切な水分補給は不可欠ですが、個人の
発汗量や電解質損失は大きく異なります。従来の「一律の水分補給ガイドライン」で
は、多くのアスリートが必要な水分・電解質を摂取できていない、あるいは過剰に摂取
している可能性がありました。FLOWBIOのような精密なウェアラブルセンサーとスマー
トフォンの連携は、このような課題を解決し、科学的根拠に基づいた個別の水分補給管
理を可能にするものです。



今後の展望

FLOWBIOのようなシステムは、プロアスリートだけでなく、健康意識の高い一般の運動
愛好家にとっても、トレーニング効果の最大化と熱中症などのリスク軽減に貢献しま
す。今後は、さらに多くの生理学的バイオマーカー（例：乳酸値、グルコース値）を統
合した多機能センサーの開発や、AIによる予測精度のさらなる向上が期待され、パーソ
ナライズされたスポーツ栄養学およびパフォーマンス管理の分野で中心的な役割を果た
すでしょう。

元記事: https://apps.apple.com/us/app/flowbio/id1614407048

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://apps.apple.com/us/app/flowbio/id1614407048


#42 ケンブリッジ大学、最大8000%伸縮するグラフェン
ハイドロゲル電極を開発：汗・動き下でも生体信号を安定
モニタリング

概要

研究者らは、汗や毛髪、激しい動きがある環境下でも皮膚にしっかりと密着し、安定

した生体信号モニタリングを可能にする革新的なグラフェンハイドロゲル電極を開発
しました。このハイドロゲルは驚異的な最大8000%の伸縮性を示し、皮膚の動きに追
従してフィットするように設計されています。その結果、心電図（ECG）、眼電図

（EOG）、電気皮膚活動（EDA）などの生体信号を、動きによるノイズ（アーティフ
ァクト）なく連続的に記録できることが実証され、ウェアラブル生体センサー技術の
新たな可能性を切り開きます。

公開日 2026年07月30日  Graphene Info  不明



詳細

主要成果

画期的な進展として、研究者らは汗、毛髪、そして身体の激しい動きが存在する状況下
でも、皮膚に強固に密着し、非常に安定した生体信号モニタリングを可能にするグラフ
ェンハイドロゲル電極を開発しました。この新素材は最大8000%という驚異的な伸縮性
を持つため、装着部位の動きに完璧に追従し、継続的なモニタリング精度を保証しま
す。

技術・臨床詳細

このグラフェンハイドロゲル電極は、グラフェン材料とハイドロゲルの複合体から構
成されています。グラフェンは高い導電性と柔軟性を持ち、ハイドロゲルは生体適合
性と高い水分保持能力を兼ね備えています。

開発されたハイドロゲルは、その粘弾性特性により、皮膚表面の凹凸や微細な動きに
馴染み、汗によって接着力が低下することなく、運動中も安定した信号品質を維持し
ます。これにより、従来の固い電極で生じやすかった動きによるノイズ（モーション
アーティファクト）が大幅に抑制されます。

実験では、心電図（ECG）、眼電図（EOG）、電気皮膚活動（EDA）といった複数の
主要な生体信号が、被験者が通常活動している間も途切れることなく高精度に記録で
きることが確認されました。これは、特にスポーツ医学、リハビリテーション、およ
び慢性疾患の長期モニタリングにおいて非常に重要な利点です。

8000%という伸縮率は、既存の柔軟性電極と比較しても際立っており、より広い範囲
の身体部位に適用可能であり、患者の快適性を損なわないウェアラブルデバイスの設
計に貢献します。

背景・業界文脈

ウェアラブル生体センサーの普及は進んでいますが、その主要な課題の一つは、運動中
や発汗時の電極の密着性と信号安定性の維持でした。従来の電極は、動きや湿気によっ
て皮膚との接触が不安定になりやすく、正確なデータ収集を妨げる原因となっていまし
た。このグラフェンハイドロゲル電極の登場は、これらの課題に対する有効な解決策を
提供し、ウェアラブルデバイスの臨床的および消費者向けアプリケーションの信頼性を
劇的に向上させるものです。



今後の展望

このグラフェンハイドロゲル電極技術は、次世代のウェアラブル生体センサー、特に医
療用診断デバイスや高性能フィットネスデバイスの基盤となる可能性を秘めています。
将来的には、より広範なバイオマーカーの検出、ウェアラブル医療パッチの長期装着性
向上、さらにはロボティクスや人工皮膚などの分野への応用も期待されます。この技術
は、連続的な非侵襲的モニタリングが不可欠な多様なヘルスケアシナリオにおいて、新
たな標準を確立する可能性を秘めています。

元記事: https://www.graphene-info.com/graphene-hydrogel-electrodes-stretch-8000-and-keep-their-

grip-through-sweat

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.graphene-info.com/graphene-hydrogel-electrodes-stretch-8000-and-keep-their-grip-through-sweat
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#43 FDA、DexcomのOTC連続血糖値モニター「Stelo
Glucose Biosensor System」を2歳以上の非インスリン使
用者向けに初承認

概要

2026年6月12日、FDAはDexcom社のStelo Glucose Biosensor Systemを、2歳以上のイン

スリン非使用の子供向け初の市販（OTC）連続血糖値モニター（CGM）として承認し
ました。このシステムは、ウェアラブルセンサーと連携するアプリを通じて15日間、
15分ごとに血糖値とトレンドデータを提供します。これにより、患者や保護者は食事

や活動が血糖値に与える影響を把握できますが、低血糖警告や投薬調整の判断には使
用できません。

公開日 2026年07月29日  Weence.com  アメリカ



詳細

主要成果

2026年6月12日、米国食品医薬品局（FDA）は、Dexcom社の「Stelo Glucose Biosensor

System」を、2歳以上のインスリンを使用しない子供向けの初の市販（OTC: Over-The-
Counter）連続血糖値モニター（CGM）として承認しました。この承認は、特定の小児
患者群における血糖値モニタリングのアクセス性を大幅に向上させる画期的な出来事で
す。

技術・臨床詳細

Stelo Glucose Biosensor Systemは、小型のウェアラブルセンサーとスマートフォンア
プリを組み合わせた非侵襲的なデバイスです。センサーは皮膚に装着され、アプリを
通じてリアルタイムで血糖値データを表示します。

システムは15日間連続で使用可能で、15分ごとに自動的に血糖値を測定し、そのト
レンド情報を提供します。これにより、患者や保護者は食事、運動、その他の活動が
血糖値にどのように影響するかをより深く理解できるようになります。

重要なのは、このOTC CGMは、インスリン治療を受けていない2歳以上の子供を対象
としている点です。これは、インスリンを使用する糖尿病患者向けの従来のCGMと
は異なる、新たな市場セグメントに対応するものです。

ただし、低血糖の警告機能は備えておらず、投薬量（特にインスリン）の調整判断に
直接使用することはできません。あくまで血糖値の傾向把握と健康管理の補助ツール
としての位置づけです。

背景・業界文脈

連続血糖値モニターは、糖尿病管理に革命をもたらしましたが、これまで主にインスリ
ン使用患者の処方薬として提供されてきました。今回のFDAによるOTC承認は、より広
い範囲の患者、特にインスリンに依存しない小児の血糖管理におけるニーズに応えるも
のです。この動きは、デジタルヘルスとウェアラブル技術が、医療専門家の監督下でな
くとも、消費者が直接利用できるヘルスケアソリューションとして進化していることを
示しています。



今後の展望

Stelo Glucose Biosensor SystemのOTC承認は、CGM市場の拡大と、パーソナライズされ
た健康管理ツールへの需要の高まりを反映しています。これにより、インスリン非使用
の子供たちやその家族が、より積極的に自身の血糖値トレンドを管理できるようにな
り、より健康的な生活習慣の確立に貢献することが期待されます。今後は、他のCGMメ
ーカーもOTC市場への参入を目指す可能性があり、技術革新と市場競争がさらに加速す
ると見られます。

元記事: https://weence.com/nutrition-dietary-guidance/fda-cleared-an-otc-cgm-for-kids-using-glucose-

trends-safely/

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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#44 ケンブリッジ大学、生分解性繊維基板上に機能電子部
品を統合：次世代ウェアラブル技術の道拓く

概要

ケンブリッジ大学の研究者らは、繊維基板上に機能的な電子部品を配置する技術を実
証し、生分解性またはバイオハイブリッドなウェアラブル技術分野で新たな進歩を報
告しました。2019年には既にポリエステル生地にグラフェンインクを用いて、衣類に

統合可能な柔軟で洗濯可能な固体コンデンサを開発しています。今後の12〜24ヶ月
で、ケンブリッジ主導による生分解性ウェアラブルのさらなる実証が期待されてお
り、明確な寿命終了経路を持つ信頼性の高い実世界での応用が目指されています。

公開日 2026年07月25日  Cambridge Centre for Circular Economy  イギリス



詳細

主要成果

ケンブリッジ大学の研究チームは、生分解性またはバイオハイブリッドなウェアラブル
技術の分野で顕著な進歩を遂げ、繊維基板上に機能的な電子部品を直接配置できること
を実証しました。この技術は、環境への負荷が少ない持続可能なエレクトロニクスへの
道を開くものです。

技術・臨床詳細

研究者らは、2019年の初期研究で、ポリエステル生地にグラフェンインクを使用し
て、柔軟かつ洗濯可能な固体コンデンサを開発することに成功しました。このコンデ
ンサは、直接衣類に統合できる設計であり、ウェアラブル電子機器の新たな可能性を
示しました。

このブレークスルーは、従来の硬質で非生分解性の電子部品とは異なり、最終的な廃
棄時に環境への影響を最小限に抑えることを目指しています。生分解性素材やバイオ
ハイブリッド素材（生体由来と非生体由来の素材を組み合わせたもの）を使用するこ
とで、エレクトロニクスのライフサイクル全体での持続可能性を追求しています。

技術的な課題は、繊維素材の柔軟性、通気性、洗濯耐久性を維持しつつ、電子部品が
安定して機能することです。グラフェンなどの2D材料は、その高い導電性と柔軟性
から、この種の応用にとって理想的な候補とされています。

背景・業界文脈

現代社会では、急速な電子機器の進化と普及により、大量の電子廃棄物（E-waste）が
環境問題として深刻化しています。ウェアラブルデバイスの市場が拡大するにつれて、
その廃棄物問題も増大すると予想されています。ケンブリッジ大学の研究は、この環境
問題への対応と、より快適で持続可能な次世代ウェアラブルデバイスの開発という、二
重のニーズに応えるものです。



今後の展望

ケンブリッジ大学は、今後12〜24ヶ月以内に、生分解性またはバイオハイブリッドウェ
アラブルに関する新たな実証の発表を計画しており、これは研究から実用化への移行を
加速させるものと期待されます。最終的には、製品の明確な寿命終了経路（例: コンポ
スト化やリサイクル）を持つ、実世界で信頼性の高い動作が可能なデバイスの実現を目
指しています。これにより、環境に優しく、かつ高性能なウェアラブルテクノロジー
が、ヘルスケア、スポーツ、ファッションなど多岐にわたる分野で普及する未来が描か
れています。

元記事: https://cambridgereview.uk/articles/biodegradable-electronics-cambridge-research

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://cambridgereview.uk/articles/biodegradable-electronics-cambridge-research


#45 Lumos Diagnostics、ルーマニアのAlpha Medicalと
独占販売契約締結：迅速呼吸器感染症テスト「FebriDx」
の欧州展開を加速

概要

Lumos Diagnostics Holdingsは、ルーマニアのAlpha Medical社と独占販売契約を締結

し、同社の迅速呼吸器感染症POCT診断テスト「FebriDx」をルーマニア全土で商業化
すると発表しました。この提携により、Alpha MedicalがFebriDxの販売、流通、在庫管
理を担当し、Lumosはルーマニアのプライマリケア、救急医療、病院におけるAlpha

Medicalの既存顧客基盤へアクセス可能になります。本契約は、Lumosが確立された地
域パートナーを通じてFebriDxの市場アクセスを拡大するグローバル戦略の一環です。

公開日 2026年07月30日  MarketScreener  オーストラリア



詳細

主要成果

Lumos Diagnostics Holdings社は、ルーマニアの医療機器流通大手であるAlpha Medical

社と独占販売契約を締結したことを発表しました。この契約により、Lumos社の迅速呼
吸器感染症POCT診断テスト「FebriDx」がルーマニア全土で商業的に展開されることに
なります。

技術・臨床詳細

「FebriDx」は、細菌感染とウイルス感染を迅速に鑑別できるポイントオブケア診断
テストです。これにより、医師は抗生物質を不適切に処方するリスクを減らし、適切
な治療をより迅速に開始できます。

Alpha Medicalは、ルーマニア市場におけるFebriDxの販売、流通、および在庫管理の
全責任を負います。同社はルーマニア国内に広範な販売ネットワークと既存の顧客基
盤を持っており、製品の迅速な普及が期待されます。

Lumos Diagnosticsは、この提携を通じて、Alpha Medicalが既にサービスを提供して
いるプライマリケア施設、救急医療機関、および病院といった重要な医療チャネルに
FebriDxを提供できるようになります。

背景・業界文脈

呼吸器感染症の診断は、症状が類似しているため細菌性とウイルス性の鑑別が困難な場
合があります。不適切な抗生物質の使用は薬剤耐性菌の発生を助長するため、迅速かつ
正確な鑑別診断ツールの需要は高まっています。FebriDxのようなPOCT（Point-of-Care

Testing）は、医療現場でその場で結果が得られるため、診断から治療までの時間を短縮
し、公衆衛生上の課題解決に貢献します。Lumos社のこの動きは、グローバルな製品展
開戦略の一環として、地域パートナーシップを活用するトレンドを反映しています。



今後の展望

今回のルーマニアでの独占販売契約は、Lumos DiagnosticsにとってFebriDxの欧州市場
における足がかりを強化するものです。成功すれば、他の欧州諸国や新たな市場への展
開のモデルとなる可能性を秘めています。この提携は、FebriDxが呼吸器感染症の診断
と管理において重要な役割を果たすことを確固たるものとし、医療従事者がより情報に
基づいた意思決定を行えるよう支援することで、患者アウトカムの改善に貢献すること
が期待されます。

元記事: https://www.marketscreener.com/news/lumos-diagnostics-signs-exclusive-romania-distribution-

agreement-for-rapid-respiratory-infection-tes-ce7f51d3de8dff25

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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#46 Biosphere CRO、2026年臨床試験トレンドを発表：
AI、ウェアラブルバイオセンサーが医薬品開発を加速

概要

Biosphere CROは、2026年の臨床試験トレンドとして、AI、遠隔モニタリングインフ
ラ、ウェアラブルバイオセンサー、クラウドネイティブデータプラットフォームが医
薬品開発を大きく変革していると発表しました。これらの技術は規制環境下で大規模

に展開可能となり、リアルワールドエビデンス（RWE）が試験のフィージビリティ、
対照群の強化、希少疾患の規制申請、市販後安全性監視に広く活用されています。
FDAとEMAも特定の条件下でRWEを受け入れるガイダンスを発表しており、TriNetXの

ネットワークのようなツールが1億5000万人以上の患者記録にアクセスし、プライバ
シーを遵守しながらデータ活用を推進しています。

公開日 2026年07月23日  Biosphere CRO  国際



詳細

主要成果

Biosphere CROの報告によると、2026年の臨床試験はAI、遠隔モニタリングインフラ、
ウェアラブルバイオセンサー、クラウドネイティブデータプラットフォームといった先
端技術の成熟により、医薬品開発のプロセスを劇的に変革しています。これらの技術
は、厳格な規制環境下でも大規模な展開が可能となり、リアルワールドエビデンス
（RWE）の活用を加速させています。

技術・臨床詳細

**AIの活用**: AIは、臨床試験のデザイン最適化、患者特定、データ解析の自動化、お
よび安全性シグナルの早期検出に利用されています。これにより、試験の効率と精度
が向上し、開発期間の短縮に貢献しています。

**遠隔モニタリングとウェアラブルバイオセンサー**: ウェアラブルバイオセンサー
は、患者の自宅から継続的に生理学的データ（心拍数、活動レベル、睡眠パターン、
血糖値など）を収集し、遠隔モニタリングインフラを通じてリアルタイムで臨床医に
送信します。これにより、患者の負担軽減とデータ収集の頻度・網羅性の向上が実現
されます。

**クラウドネイティブデータプラットフォーム**: 臨床試験データは、セキュリティ
が高くスケーラブルなクラウドプラットフォームに集約され、AIによる解析や多施設
間のデータ共有が容易になります。これにより、データ管理の複雑さが軽減され、研
究の透明性が向上します。

**リアルワールドエビデンス（RWE）の活用**: RWEは、電子カルテ、レジストリ、
患者報告アウトカムなど、日常の臨床診療で得られるデータです。現在、RWEは以
下の用途で利用されています。

試験前フィージビリティ評価（プロトコル設計の現実性確認）

対照群の充実（合成対照群の構築など）

希少疾患の規制提出（限られた患者数でのエビデンス補完）

市販後安全性監視（広範な患者集団での安全性プロファイルの確認）



背景・業界文脈

製薬業界は、医薬品開発コストの高騰、長期化する開発期間、そして複雑化する規制要
件という課題に直面しています。これらの課題に対し、デジタル技術とRWEの活用は、
開発プロセスの効率化、費用対効果の改善、そしてより迅速な医薬品の市場投入を可能
にする解決策として注目されてきました。FDA（米国食品医薬品局）とEMA（欧州医薬
品庁）が、特定の条件下でRWEを規制上の意思決定に受け入れるためのガイダンスを発
表したことは、このトレンドをさらに加速させる重要な要因となっています。特に、プ
ライバシーを遵守しつつ1億5000万人以上の患者記録にアクセス可能なTriNetXのような
フェデレーテッドネットワークツールは、RWEの広範な活用を可能にしています。

今後の展望

これらのトレンドは、医薬品開発をより患者中心で効率的、かつデータ駆動型のアプロ
ーチへと進化させるでしょう。ウェアラブルバイオセンサーとAIの統合は、リアルタイ
ムでの患者洞察を深め、より個別化された治療法開発を支援します。また、RWEの利用
拡大は、臨床試験の設計と実施をより現実的かつ迅速にし、希少疾患や特殊な患者集団
に対する医薬品開発を促進する可能性を秘めています。将来的には、仮想臨床試験や分
散型臨床試験がさらに普及し、医療アクセスの向上と開発コストの削減に貢献すること
が期待されます。

元記事: https://www.biospherecro.com/clinical-trial-trends-2026-transforming-drug-development/

収集日: 2026年07月31日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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